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第 ２ 分 科 会（Ｎｏ.５） 

 

１ 日  時   令和７年９月２４日（水） 

         午前 ９時５９分 開会 

         午前１１時５９分 休憩 

         午後 ０時５９分 再開 

午後 ３時０１分 休憩 

午後 ３時１５分 再開 

午後 ４時４５分 閉会 

 

２ 場  所   第１委員会室 

 

３ 出席委員（１９人） 

   主    査  宮 﨑 吉 輝   副  主  査  宇 土 浩一郎 

委    員  中 村 義 雄   委    員  吉 田 幸 正 

   委    員  西 田   一   委    員  金 子 秀 一 

   委    員  立 山 幸 子   委    員  小 松 みさ子 

   委    員  松 岡 裕一郎   委    員  岡 本 義 之 

委    員  森 本 由 美   委    員  中 村じゅん子 

委    員  山 田 大 輔   委    員  伊 藤 淳 一 

委    員  高 橋   都   委    員  本 田 一 郎 

委    員  柳 井     誠   委    員  小 宮 良 彦 

委    員  有 田 絵 里   

（委  員  長  木 畑 広 宣   副 委 員 長  小 宮 けい子） 

 

４ 欠席委員（０人） 

 

５ 出席説明員 

   都市ブランド創造局長  小笠原 圭 子   にぎわい担当理事  森 川 洋 一 

   総務文化部長  小 田   聡   総 務 課 長  柳 井 礼 道 

   文化企画課長  楠 本 祐 子   文化芸術担当課長  荒 牧 かな子 

   観光にぎわい部長  井 上 美 紀   観 光 課 長  大 浦 太九馬 

   インバウンド課長  小 島 邦 裕   すしの都課長（兼務）  大 浦 太九馬 

   ＭＩＣＥ・メディア芸術課長  石 川 裕 之   メディア芸術担当課長  藤 田 年 男 
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   門司港レトロ課長  彌 榮 真 里   スポーツ部長  山 根 英 明 

   スポーツ振興課長  森 本 康 成   スポーツ施設担当課長  川 合 浩 治 

   スポーツコミッション担当課長  三 輪 真 也   スポーツイベント担当課長  遠 近 泰 史 

   アーバンスポーツ担当課長   大 下 義 邦   美術館普及課長  三 宅 智 美 

   自然史・歴史博物館普及課長  江 藤 博 明   科学館普及課長  大 谷 法 之 

   松本清張記念館事務局長  守 口   淳   漫画ミュージアム事務局長  小 倉 敦 子 

            外 関係職員 

 

６ 事務局職員 

   委員会担当係長  廣 門 実知江   書    記  嶋 田 裕 文 

    

 

７ 付議事件及び会議結果 

番号 付   議   事   件 会 議 結 果 

１ 
議案第86号 令和６年度北九州市一般会計決算につい

てのうち所管分 
議案の審査を行った。 

２ 
議案第96号 令和６年度北九州市土地取得特別会計決

算についてのうち所管分 

 

８ 会議の経過 

○主査（宮﨑吉輝君）開会します。 

 本日は、都市ブランド創造局関係議案の審査を行います。 

 議案第86号のうち所管分及び96号のうち所管分の以上２件を一括して議題とします。 

 審査の方法は、一括説明、一括質疑とします。当局の説明は、できるだけ要点を簡潔、明瞭

にお願いします。なお、議案説明は着席のままで受けます。 

 それでは、説明を求めます。都市ブランド創造局長。 

○都市ブランド創造局長 皆様おはようございます。 

 委員の皆様には、日頃より都市ブランド創造局の事業に対しまして御理解、御協力をいただ

いておりますことに改めて感謝申し上げます。 

 本日、御審議いただきます都市ブランド創造局関係議案、令和６年度決算議案２件でござい

ます。 

 昨年度は都市ブランド創造局が組織されまして、北九州市の持つ多彩な魅力や強みを生かし

て、文化芸術、観光、スポーツ施策の一体的な推進に取り組んでまいりました。 

 決算額につきましては、一般会計、特別会計合わせて歳入総額約33億円、歳出総額約103億円
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となっております。 

 それでは、関係議案の詳細につきまして、総務文化部長から御説明させていただきます。本

日はどうぞよろしくお願いいたします。 

○主査（宮﨑吉輝君）総務文化部長。 

○総務文化部長 それでは、議案第86号、令和６年度北九州市一般会計決算について及び議案

第96号、令和６年度北九州市土地取得特別会計決算についてのうち、都市ブランド創造局所管

分につきまして、タブレットの決算特別委員会資料により、主な項目について御説明をさせて

いただきます。 

 なお、説明に当たって、金額は万円単位とさせていただきます。 

 ２ページを御覧ください。 

 令和６年度決算総括表でございます。 

 まず、一般会計ですが、歳入総額は、上の表の一番下、合計欄のとおり、予算現額47億4,68

2万円に対し収入済額31億9,019万円で、比較して15億5,663万円の減となっております。 

 次に、歳出総額は、下の表の一番下、合計欄のとおり、予算現額115億5,093万円に対し支出

済額101億3,833万円、翌年度繰越額５億6,535万円で、不用額８億4,724万円となっております。 

 ３ページを御覧ください。 

 次に、特別会計です。 

 都市ブランド創造局所管の特別会計は土地取得特別会計で、歳入総額は、予算現額１億3,35

2万円に対し収入済額１億2,018万円で、比較して1,334万円の減となっております。 

 歳出総額は、予算現額１億3,352万円に対し支出済額１億2,018万円で、不用額1,334万円とな

っております。 

 ４ページを御覧ください。 

 次に、令和６年度一般会計決算の概要でございます。 

 まず、歳入です。 

 表の一番左の欄に令和６年度歳入歳出決算事項別明細書の該当ページを記載しております。

なお、これは歳出についても同様でございます。 

 それでは、主な項目の収入済額について御説明いたします。 

 まず、歳入内訳の１番目、17款１項１目総務使用料は７億3,072万円で、文化施設やスポーツ

施設の使用料等です。 

 次に、17款１項３目子ども家庭使用料は6,770万円で、科学館の使用料などです。 

 次に、３つ下、18款２項１目総務費国庫補助金は３億5,636万円で、主な収入はＰＣＢ廃棄物

対策推進費国庫補助金で、これはスポーツ施設の整備に対する国庫補助金です。 

 次に、18款２項７目産業経済費国庫補助金は6,462万円で、主な収入はデジタル田園都市国家

構想交付金で、これは西日本・九州ゴールデンルート構築事業等に対する国庫補助金です。 
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 次に、３つ下、20款１項１目財産貸付収入は4,930万円で、西日本総合展示場本館の駐車場等

の貸付収入です。 

 次に、３つ下、20款１項６目施設命名権収入は4,102万円で、ミクニワールドスタジアム北九

州等の命名権収入です。 

 次に、21款１項１目総務費寄附金は2,629万円で、文化行事等への寄附金です。 

 ５ページを御覧ください。 

 上から３番目、22款２項16目ＳＤＧｓ未来基金繰入金は１億4,980万円で、これは国際スポー

ツ大会等開催事業に対する基金繰入金です。 

 次に、４つ下、24款６項４目雑入は１億4,874万円で、文化施設の図録販売収入等です。 

 次に、25款１項１目総務債13億円及び25款１項６目産業経済債２億500万円は、スポーツ施設

や観光施設等の整備に対する市債です。 

 ６ページを御覧ください。 

 次に、歳出です。 

 主な項目の支出済額について御説明いたします。 

 まず、歳出内訳の１番目、２款３項１目企画振興総務費は２億2,836万円で、世界遺産の改修

等に要した経費です。 

 次に、２款３項４目文化振興費は34億138万円で、芸術文化の振興や芸術文化施設の整備、維

持管理等に要した経費です。なお、繰越額５億2,253万円は、門司港地域複合公共施設整備事業

や埋蔵文化財センター移転事業等について、令和７年度に繰り越したものです。 

 次に、２款３項５目スポーツ振興費は31億3,957万円で、大規模国際スポーツ大会等の誘致・

開催やスポーツ施設の整備、維持管理等に要した経費です。なお、繰越額2,861万円は、スポー

ツ施設維持改修事業について、令和７年度に繰り越したものです。 

 次に、２款３項６目美術館費は３億7,153万円で、美術館における企画展の開催や施設の管理

運営等に要した経費です。 

 次に、２款３項７目博物館費は３億7,634万円で、博物館における企画展の開催や施設の維持

管理等に要した経費です。 

 次に、３つ下、４款２項４目青少年費は４億9,391万円で、科学館の運営等に要した経費です。 

 次に、８款２項１目商工業振興費は４億1,039万円で、北九州国際展示場の管理運営やＴＧＣ

北九州2024の開催等に要した経費です。 

 次に、８款３項１目観光費は16億7,970万円で、門司港レトロリニューアル事業や観光施設の

整備、維持管理等に要した経費です。なお、繰越額1,420万円は、歴史的建造物耐震改修事業に

ついて、令和７年度に繰り越したものです。 

 ７ページを御覧ください。 

 次に、令和６年度土地取得特別会計の決算概要でございます。 
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 特別会計につきましても、一般会計と同様に、収入済額、支出済額の主な項目について御説

明いたします。 

 まず、歳入です。 

 上の表、歳入内訳の１番目、１款２項１目不動産売払収入は１億1,945万円で、門司港地域複

合公共施設整備事業の市民会館分について、土地取得特別会計で先行取得した土地購入費の元

金分に係る一般会計への不動産売払収入です。 

 次に、歳出です。 

 下の表、歳出内訳の２番目、１款２項１目繰出金は１億2,018万円で、主に門司港地域複合公

共施設整備事業の市民会館分について、土地取得特別会計で先行取得した土地購入費の元金及

び利子分を公債償還特別会計に繰り出したものです。 

 以上が令和６年度決算の概要となります。 

 なお、８ページ以降に令和６年度の主な取組の成果について記載しております。 

 16ページを御覧ください。 

 最後に、令和７年度指定管理者の評価結果について御説明いたします。 

 都市ブランド創造局所管分について、次回選定に向けた評価は九州鉄道記念館の１件でＢ評

価、やや優れていると認められるとなっております。また、中間評価が３件で、そのうちＢ評

価、やや優れていると認められるが北九州芸術劇場、響ホール及び北九州国際展示場・会議場

の２件、Ｃ評価、適切であると認められるがミクニワールドスタジアム北九州の１件となって

おります。 

 以上で説明を終わらせていただきます。よろしく御審議の上、御賛同賜りますようお願いい

たします。 

○主査（宮﨑吉輝君）ありがとうございました。これより質疑に入ります。質疑は会派ごとに

持ち時間の範囲内で議題に関する事項とし、当局の答弁の際は、補職名をはっきりと述べ、指

名を受けた後、簡潔、明確に答弁願います。 

 質疑はありませんか。吉田委員。 

○委員（吉田幸正君）短くやらせてください。あまりないんですけど、まず、わっしょい百万

夏まつり、皆さんお疲れさまでした。大変すばらしい事業だったんじゃないかなと思っていま

す。日にちがずれて、どういう問題があるのかなとか、いろいろ決算というかほかのことはこ

れから出てくると思うんですけども、一市民としてといいますか、正直涼しかったし、お会い

する方、お会いする方、やっぱり涼しくていいですと喜ばれたなというふうな印象を持ってい

ます。また、最前線の現場に職員も入られて、町の人たちと一緒にやっている姿というのは感

動というか、すばらしい事業だったと思います。また、引き続き我々もまちづくりというか、

にぎわいづくりを頑張っていきたいと思いますので、よろしくお願いしますと感謝申し上げま

す。 
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 稼ぐ観光データ活用基盤整備事業というのが1,600万円で積まれていまして、この町の観光資

源をどういうふうに活用したらもっと稼げるかなという観点の事業だったと思います。いろん

な視点があるんだと思いますけども、その視点の中に、スケボーパーク、到津の森、ギラヴァ

ンツ、それから皿倉山のスライダー、滑り台というんですかね、それについてどういう協議が

あったかというのを教えてください。 

 それともう一つは、スポーツの振興に一生懸命だと思いますけども、この先の課題になると

思いますけど、大谷球場が売却をされてしまって、市民が使っていた球場だと思いますが、こ

れについてまずどういう御見解を求められるかというのを教えてください。以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）観光課長。 

○観光課長 まず、１点目、観光政策について稼ぐ観光の文脈から、スケボーパーク、到津の

森、ギラヴァンツ、皿倉山という形で、どういう連携をしていったのかという御指摘がござい

ました。 

 委員がおっしゃるとおり、稼ぐ観光を前提として、これまでではないところで、都市ブラン

ド創造局ということで、文化、スポーツが一緒になったわけでございますので、アーバンスポ

ーツとか、従来の集客施設からより一歩踏み込んで、どういったことができるかというところ

は大事な視点だと認識しております。 

 スケートボード等につきましては、やはりスケボーパーク、今年世界大会もございますけれ

ども、スケボーというわけではないんですけど、広くアーバンスポーツとかで視点を当てまし

て、やはり特化、とがった施設というところは観光資源としては重要だと思っておりますので、

すいません、稼ぐ観光という事業の中で各施設をどういうふうにするかというところの踏み込

みまではやっておりませんけれども、この視点は重視してまいりたいと思っております。 

 同じように、到津の森、ギラヴァンツにつきましても、データ上、観光客はかなり来ており

ますので、観光消費額の拡大というところ、特にギラヴァンツにつきましては一定数、試合ご

とにアウエーサポーターが来ておりますんで、どういう視点を持てば、より地域にお金が落ち

るかというところは検討してまいりたいと思っております。 

○主査（宮﨑吉輝君）スポーツ施設担当課長。 

○スポーツ施設担当課長 大谷球場のことでお答えいたします。 

 大谷球場は、日本製鉄から市が約20年ぐらい、長らく無償でお借りして、市民の方に利用し

ていただいてきましたけれども、先般、議会にも条例を諮らせていただきましたけど、施設の

老朽化等々、所有者と協議の上、契約満了ということでお返ししたという流れになっておりま

す。 

 その後の利用に関しましては、日本製鉄からはその後の活用については協議中ということで

これまでずっと伺ってきたわけですけども、先般、正式に民民で譲渡がなされたということで、

まずは球場という形での機能がそのまま当面は継続されるということが今明らかになっている
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かと思いますので、まずはそこの辺については私たちはそういった球場機能が残ったというこ

とは受け止めをしているところでございます。以上でございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）観光課長。 

○観光課長 すいません、先ほどの答弁の一部補足をさせていただきます。 

 まず、稼ぐ観光データといいますのは、もともと観光動態調査であったり、クレジットカー

ドの消費動向であったり、スマホの周遊データの分析、そういったものを今見える化して、Ｋ

ＴＡＳという我々のホームページにも掲載させて、どのような人流、観光客の動きがあるのか

っていうのを見える化しているものでありますけども、その中で我々が大事だと思っています

のは、ほかのスケボーであるとか、ギラヴァンツもそうですけども、昼もそうですし、夜も常

に北九州市にお金が落ちるような、そういう稼ぐ視点というのが大事だと思っております。 

 皿倉山のロングスライダーの話も少しありましたけども、こちらは事故もありまして、少し

今残念な状況も生じてはおりますが、こちらはもともと皿倉山リニューアル計画というものが

平成28年５月に公表されております。その中で、山頂周辺の眺望や自然環境を生かした登山道

の魅力づくりであるとか、駐車場不足の解消であるとか、こういったハード面の整備に加え、

観光資源の活用という観点から、巡回バスや電動カーの貸出しなど、周辺に点在する資源の回

遊性の向上などが議論されたとは聞いております。ただ、最終的にロングスライダーに関しま

しては、これは都市整備局で判断をして設置をしたものであります。話が散見しましたけど、

以上でございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）吉田委員。 

○委員（吉田幸正君）決算ですから、1,600万円のデータ活用基盤整備というのは、具体的に

ＲＥＳＡＳか何かだと思うんですけど、それをホームページに公開したというのが成果ですか、

教えてください。 

○主査（宮﨑吉輝君）インバウンド課長。 

○インバウンド課長 おっしゃるとおり、データの基盤を整備して、ＫＴＡＳっていう形でホ

ームページで公開しております。観光事業者等が活用できるよう、観光動態の調査結果であっ

たり、人流データというものを公開しております。以上でございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）吉田委員。 

○委員（吉田幸正君）ＲＥＳＡＳは無料で公開されているんじゃないんですかね。 

○主査（宮﨑吉輝君）インバウンド課長。 

○インバウンド課長 こちら元のデータはＲＥＳＡＳを使っているわけではなくて、別の人流

データを取るサービスから取っております、おでかけウォッチャーという名前のサービスでご

ざいます。 

○主査（宮﨑吉輝君）吉田委員。 

○委員（吉田幸正君）僕が聞いているのは国土交通省がやっているＲＥＳＡＳというのは、ど
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こにどれぐらいの人がいるかなというのを公表しているということがあるので、それを基に活

用すれば1,600万円はかからなかったんじゃないかという質問です。 

○主査（宮﨑吉輝君）インバウンド課長。 

○インバウンド課長 委員のおっしゃるとおり、ＲＥＳＡＳも人流というところを活用できま

すので、ただそのデータの取り方が違ったり、あと取れる内容、ある地点からどれだけ移った

かという、もう少し細かくメッシュ状で分析できますので、そちらで費用を要しているという

ところでございます。以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）吉田委員。 

○委員（吉田幸正君）これ1,600万円も税金ですから、これをホームページに公開しています

ということで終わるとどうかなということがありますので、これをどう市民が経済活動、要す

るに稼ぐために活用できるかというところまでが当然セットだと思いますので、我々も協力す

る立場にありますからやりますけど、ここにこういうホームページが、データが公表されてお

りますし、これには多額の税金を投入させてもらっていますので、ぜひぜひ活用してください

と、またいい活用のニュースが出てきたんであれば、それはやっぱり行政として情報収集して、

それをまた発信していくということになるんだろうと思うんですよね。ですから、観光という

か、僕自身は観光地として北九州市は背景やってきていないということも思っていますので、

市民の人たちがすごく楽しそうに暮らしているかということは観光地というか、そういう楽し

い場所に行って幸福になるということもセットだと思っていますから、ホームページで公開し

ていますというだけでは何かもったいないという気がしています。海外の人から見たら、こん

なところがとてもすてきと映っているんですよということを市民の人に伝えることでも、ああ、

外国の人ってこんなところ、そう言われてみたらちょっと格好いいなみたいなことまでがセッ

トなんだろうと思いますので、ぜひ結果と結びつくまでやってほしいと思います。 

 それと、スライダーの件、これあまり僕としてはあれだと思うので、８年前に確かにリニュ

ーアル計画を拝見させていただきました。そのときのケーブル鉄道のそれを見ると、子供たち

に楽しんでほしいとか、駐車場うんぬんとあって、まだインバウンドという言葉は入っていな

くて、海外の人もいらっしゃるので頑張りますというんですけど、８年たちまして、特に大き

く変わったのは、海外からの方々、インバウンドという言葉を政府を挙げてやり始めた、もう

一つは日本新三大夜景、北九州市は日本１位になったということで、そのことを踏まえて、８

年前の計画をそちらがやりましたので、事故が起こったは関係なくて、何歳までしか駄目だ、

あるいは８年前の計画をそのままやったというところにマーケティング課とか、あるいは観光

課とかがいって、最善の策かというのは、市長部局が先頭になってやるべきなんだろうと僕は

今思いましたので、これは引き続きやります。 

 それと、１つスポーツのところで、スポーツはいい試合をたくさん持ってきたいと思うんで

すけども、ギラヴァンツ専用ではないと思いますが、ミクニスタジアムをもっと活用したいと
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思ったときに、４日間しか市が専有というか、どういうんですかね、４日間は市が優先権があ

るというか、そういうことがあるんですけど、このことで１年前から４回しか予約ができない

という環境下にあるんですよね。ラグビーの大学選手権なんかも数年前からみたいな話もある

んですが、４日に入るかどうかということばかりで我々苦労するんですけど、そもそも４日を

８日にはできないんでしょうか、質問です。 

○主査（宮﨑吉輝君）スポーツ振興課長。 

○スポーツ振興課長 通常ギラヴァンツの試合をどうしても優先しているというところが確

かにございます。これはＪリーグという子供たちにとっても市民にとっても夢の組織、リーグ

になっています。非常に大きなリーグでございます。その中で、ホームタウンという考え方の

中で各チーム、Ｊリーグは60チームありますが、ホームタウンで地域を挙げてチームを支え、

地域の中でスポーツを通じて町の活性化を図ろうという、こういうＪリーグの百年構想という

理念に基づいて全国で運営しているという中では、ホームタウンのメインスタジアム、ここは

できるだけ市民のそういう思い、Ｊリーグの思い、全国の思いの中では、我々もホームタウン

を持った自治体としてはＪリーグの試合を優先せざるを得ないという、優先して応援しようと

いう気持ちがあります。 

 という中で、確かに今委員がおっしゃられましたように、年間で今４試合程度と言われてお

りますが、Ｊリーグの日程を協議する前に、地元の自治体、そしてＪリーグのクラブが協議し

まして、Ｊリーグの日程を調整するＪリーグ機構に、この日は日程についてＪリーグに配慮し

ていただきたい、それがおおむね大体４日間と確かに指定を受けているところでございます。

以上でございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）吉田委員。 

○委員（吉田幸正君）おおむね４日間というのは基本的に４日間ということだと思うんですけ

ど、ほかの都市に聞きますと、４日間は確かにあるんですけど、ホーム・アウエーというか、

この日は市がいろんなことをやりたいのがあるから、ホームじゃなくてアウエーでやってくだ

さいと、このことを各チームで協議するという幅があると聞いていますが、そうすると市が４

日しか駄目ですよ、４日イベントが決まってしまったら、すごくいいイベントでも、ギラヴァ

ンツの日程が年末から１月ぐらいに決まりますので、それが空いている日しかできませんよと

なるんですよね。これはもう少し市として踏み込んで、市民活用というか、今スポーツはにぎ

わいの大きな柱にもなっていますし、あそこはフットボールスタジアムですから、ラグビーと

大きなカテゴリーだと思いますので、そのことでできないというのは、もう一歩踏み込んだ努

力を、要望でいいです、しっかり活用できるようにＪリーグ側とも協議をして、当然ギラヴァ

ンツ側も、例えばギラヴァンツが入っているとしても、その日は岡山に我々が行きますから、

逆にしてくれませんかということができれば、一番人気のイベントができる可能性が増えてき

ていますんで、これは要望としておきます、そこはぜひいい協議をしてほしいと。よろしくお



- 10 - 

 

願いします。 

 それと、最後に、大谷球場ですけども、市民の方がたくさん使っていらっしゃったいい球場

が、結果として、野球場等は残るんですけども、民間の活用ということになると市民の利用す

ることが減ってしまった、これはもしかしたら市民の野球選手からするとマイナスになってし

まうかも分からないので、このマイナスはよくないんだろうと思います。 

 同時に、市としては、随分老朽化していると聞いていますけど、それでも整備はずっと毎年

かけられていたはずなので、その整備費としては今後発生しないということで浮いてくる話な

んだろうと思うんですよね。ですから、事業者といい協議をしてもらって、市としてしっかり

踏み込んで、いい野球環境が整うように、官民と連携をしてということを要望して、終わりま

す。 

 最後に、都市ブランド創造局長に申し上げたいんですけど、お世話になっているからあまり

言いたくないですが、常任委員会が５回中３回報告内容は全くありませんということで開催を

されませんでした、教育委員会も同じであります。我々とすると、町の税金を使ってやってい

ることについては、特に皆さんがどんなことをやっているのかなとか、どんなことを悩まれて

いるのかなとか、どんな課題があるかなというのを知る、また、発信するためにこの仕事をし

ていますので、小さなことでも結構ですし、何もやっていなければそれはないんだと思います

けど、やっていないということは本当にありませんし、皆さん全力でやっていただいています

ので、ぜひ常任委員会の開催については報告を上げてほしいと要望して、私からは終わります。

以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）中村義雄委員。 

○委員（中村義雄君）幾つかお尋ねします。 

 まず、美術館についてお尋ねしますけど、今年、公務で美術館、展覧会に行ったときに、大

雨が降っていて、その展覧会の式典の隣にぶあって雨が落ちていて、これも美術かなと思うぐ

らいの雨が降っていて、下に大きなたらいというか、バケツを置いて、みっともないのがあっ

たんですけど、お尋ねしたいのは、令和６年度の修繕費とか改修費とかはどれぐらいだったの

かというのと、その余力ですよね。修繕って２種類あって、計画的にやる分と今回の雨のよう

に計画していないけど、やらないといけないという部分があると思うんですよ。その余裕のと

ころがどれぐらいあるのかなと。私が見たところ、いわゆるデスノートの舞台になった、一番

そういう意味でも有名なところがあんな状態だったわけですけど、すぐ直せますっていう話も

聞かなかったし、令和６年度の執行状況、その改修とか、修繕とか、それとその余力、緊急に

なった場合の対応できる余力がどれぐらいあったのかとかというのを教えてください。 

 次に、美術館デジタルアーカイブ化事業をお尋ねしますが、これは予算のときに非常に委員

会でも議論になって、ミュージアムツアーを今までは直接子供たちが本物に触れる機会があっ

たのを、執行部はデジタルアーカイブでオンラインで見せますよとかという話で、私たち議会
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の多くは、本物じゃないと伝わらないものがあるでしょというものがすごく多かったと思うん

ですよね。これはまた英語村だったりとか、ほかにもあったんですけど、執行部はそれをずっ

と言い張っていたわけですけど。 

 質問は、20の小学校でオンラインミュージアムツアーを試行実施しましたとありますが、皆

さんが言っていたのは、実施したところの子供がこれを見た後、実際に見に行く子供がいるは

ずですと、それを促進するんですみたいな話をされていたわけですけど、実際に試行して、ど

れぐらいの子供が美術館に足を運んだのかっていうのを把握していますかと、把握しているん

なら数を教えてください。 

 それと、その後の大分市美術館と連携し、磯崎新建築のアーカイブをホームページで公開し

たとありますが、令和６年度と令和５年度のホームページの閲覧数を教えてください。要は、

これをやって閲覧数が増えているのかどうなのかっていうのを確認したいと思います。 

 次は、漫画ミュージアム普及事業ですけど、先日も世界陸上があっていましたよね。世界陸

上を見て思ったのは、選手がワンピースのポーズとか、ドラゴンボールのポーズとかをするわ

けでしょ、決勝とかで並んでいてね。いかに日本の漫画コンテンツっていうのが世界に通じる

ものかというのを改めて実感したわけですよね。いろんなテレビを見ても、何で日本に来たん

ですかと聞いたら、アニメを見てとかと言っているのもよく聞きますよね。これは非常に重要

なコンテンツで、うちには漫画ミュージアムがあるわけですよね。ということは、この漫画ミ

ュージアムをいかにいわゆるネットで、ＳＮＳとかも含めて、ＰＲするかどうかっていうのが、

世界の人を呼ぼうとしたときに、関心があって刺さるコンテンツがあるものですから、それが

伝わるのはネットなわけですから、そこにいかに力を入れるのかというのは私は重要だと思っ

ているんですけど、漫画ミュージアムに関する広報というか、ＰＲというか、それを外国向け

にどのような意識で、どのような令和６年度に取組をされているのかっていうのを教えてくだ

さい。 

 それと、スペースＬＡＢＯに関しては、これはもともとスペースワールドがあって、修学旅

行とかの大事なコンテンツだったと思いますけど、修学旅行は教育委員会なんでしょうけど、

スペースＬＡＢＯができてからの入場者数と、その中で修学旅行がどれぐらい来ているのかっ

ていうのを教えてください。 

 国際スポーツ大会の開催については、パルクールとＷＴＴファイナルズ、ツール・ド・九州2

024って書いていますが、これに関する県と国の補助金について教えてください。 

 最後に、カモン関門！ぐるっと満喫事業というのがありますけど、市議会も昨年、下関市議

会から北九州市議会と連携していきましょうという話があって、一度会合して、今後も連携を

深めていこうとしているわけですね。その中で、関門の場合は観光というのが一番の連携する

ポイントだと思います。関門に関する、この事業も含めて、令和６年度の下関との連携とその

成果について教えてください。以上です。 
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○主査（宮﨑吉輝君）美術館普及課長。 

○美術館普及課長 美術館につきまして質問いただきましたことについてお答えしたいと思

います。 

 まず、修繕費でございます。 

 中村委員が御挨拶いただいたときに雨漏りが大変していまして、本当に心配な思いをさせま

して、申し訳ございませんでした。 

 あの雨漏りにつきましては、一旦原因が追求できましたので、今は応急的な処置をしまして、

あれ以降の雨については大きな雨漏りは起こっておりません。原因に関わる修繕というのも、

今後、私どもの今の修繕費の中で対応していくように考えております。 

 そして、令和６年度の修繕費でございますが、修繕費としては550万8,800円という数字で決

算になっております。また、それとはほかに、細かな内容で管理費の中から入っているものも

ありますが、今私どもが数字として申し上げられるのはこの金額になっております。 

 そして、余力があるかということでございますが、大きな修繕になりますと、私どもの今の

予算の中では対応できないということになりますので、それにつきましては補正予算を組んで

いただき、しっかり予算を取って、修繕をしていく必要があるのかと思ってあります。 

 ただ、例えば雨漏りのねじが防水加工を一部するとか、トップライトのところの上がガラス

面でございますので、そこのねじのところを防水補強をするとか、そういった対応が私どもの

既存の予算の中で対応できるんではないかと考えております。そこはやはり工事の内容である

とか、そういったものによって予算を確保してまいりたいと考えております。 

 続きまして、デジタルをやって、デジタルを見た方が実際に来館しているのかということで

ございますが、私どもは、昨年度ミュージアムツアーを配信して、１年かけてデジタルを活用

したオンラインミュージアムツアーというのを構築して、昨年20校に試行いたしました。約1,

000人ぐらいの生徒に見ていただいた。そして、今年度ようやく１年かけて、小学校４年生を対

象にデジタルのオンラインミュージアムツアーをやらせていただいておりますが、その子たち

が本当に見たから来たのかということを直接的にするというものは今のところ数値としては持

っておりませんが、何らかの形でそれを見た子たちが来たかどうかというのは測ることを考え

ていかなければと考えております。 

 ただ、デジタルのオンラインミュージアムツアーでございますが、私どもはもともとこのミ

ュージアムツアーというのは美術館のことを、建物を見たり、収蔵作品を見て知っていただい

て、美術館を誇りに思っていただくということを大事に思っている事業、それを目的とした事

業でございますが、オンラインのものでも空撮動画などでふだん美術館では見られないような

映像であるとか、収蔵作品を見て意見交換をするなど、デジタルならではのよさの持つことは

できておりまして、非常に教員、児童の満足度も高いものになっており、美術館のことを知っ

ていただき、誇りに思っていただくっていうことに関してはある程度目的を達成しているので
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はないかと考えております。 

 そして、小学校３年生まででした事業ですけれども、デジタルは小学校４年生を対象にやら

せていただいておりますので、美術館体験ということでは切れ目なくやらせていただいている

という、何らかの美術館を知るということを引き続いていくんじゃないかと思います。 

 そしてまた、そう言いながらも本物の体験が必要だというお声も私どもも重要だと考えてお

りまして、オンラインミュージアムツアーをした際には、たんけんパスポートでぜひ来てくだ

さいというなお願いもしておりますし、教育委員会の実施するたいけん・まなび充実大作戦な

どにおいても、美術館を選んでいただくように学校にお願いもしたところであります。 

 また、今年度の展覧会では、夏休みにワークショップを中心とした企画展を行うなど、子供

たちが来館しやすい取組も行っておりますので、そういう形で考えていきたいと思っておりま

す。以上です。 

 ホームページの閲覧数ですが、令和６年度の12月以降にホームページでデジタルを行ったん

ですけれども、それでまだ正確な数値というのを私が今数字を持っておりませんので、それに

ついてはまた御報告させていただきたいと思います。 

○主査（宮﨑吉輝君）漫画ミュージアム事務局長。 

○漫画ミュージアム事務局長 委員がおっしゃるとおり、漫画というのは世界的にも人気とい

うことで、地域も広がりを見せております。 

 漫画ミュージアムは、漫画を見る、読む、書くの３つのコンセプトにより漫画文化を楽しん

でいただくと、それから、この視点でインバウンド層にも様々な対応をしているところでござ

います。 

 具体的には、デジタルコンテンツを使ったパンフレットですとか、そういった音声ガイドで

すとかで外国人の方にも施設を見ていただいて、漫画の多言語翻訳版なども手に取っていただ

いて楽しんでいただくと、それから、海外の教育機関等からも団体客の方には漫画アシスタン

ト体験ということで、創作の体験なども提供しているところです。また、キャプテンハーロッ

ク等のフィギュアですとか、そういったところで漫画のフォトスポットというのも数多く設置

しているところでございます。 

 広報につきましてですけれども、インバウンド層の獲得につなげるために、今年、大阪万博

でアニメ・マンガツーリズムという内閣府主催のイベントがございまして、そちらでも広く広

報したりですとか、ＳＮＳを通じた発信、それから、インフルエンサーの受入れということで、

インフルエンサーからのお声が結構、中東ですとか、いろんな地域からかかってございます。

こちらに対応させていただいたりですとか、そういったことも行っております。 

 また、北九州国際漫画大賞っていうのを毎年行っておりまして、四コマ漫画のコンテストで

すけれども、こちらから28か国、たくさんの地域から応募していただいておりまして、こうい

った取組によりインバウンド層の来場者というのは年々増加しております。これからもこうい
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ったところを続けまして、また、広報も強化していきたいと思います。また、中のコンテンツ

も充実させることによって、双方の受入れを充実させていっていただきたいと思っております。

以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）科学館普及課長。 

○科学館普及課長 スペースＬＡＢＯ科学館の来場者数、それから、修学旅行の来館数を御説

明させていただきます。 

 スペースＬＡＢＯの入館者数については、令和４年の開館時点で51万人、翌年、２年目の令

和５年が40万人、令和６年、３年目で34万人となっております。このうち、令和６年の修学旅

行数の実績ですが、特に修学旅行の団体としてカウントしておるわけではないんですけれども、

団体利用実績というところで御報告させていただきますと、市外の小学校が178校、市外の中学

校が31校、市外の高校が14校、なので令和６年度については合計223校が市外からいらっしゃっ

ていただいております。以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）スポーツコミッション担当課長。 

○スポーツコミッション担当課長 国際スポーツ大会の負担金について回答させていただき

ます。 

 まず、ツール・ド・九州、こちらは県が3,000万円、市が1,500万円、パルクール、こちらは

県市ともに１億円ずつとなっております。最後に、卓球ＷＴＴは県市ともに負担金はありませ

ん。以上でございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）門司港レトロ課長。 

○門司港レトロ課長 門司港レトロの下関市との連携と成果について御答弁申し上げます。 

 門司港と下関市との連携につきましては、平成９年に設立しました関門海峡観光推進協議会

におきまして連携をしております。こちらは、北九州市、下関市のほかにも山口県にも入って

いただいているところでございます。カモン関門！ぐるっと満喫事業につきましても、この協

議会に対する負担金というのが入ってございます。 

 それから、取組といたしまして、まず、宿泊ツアーへの助成ということで、北九州市、下関

市の両市にそれぞれ１泊すること、また、日帰りにおきましても、食事や観光などにおきまし

て、それぞれの市で旅程に組み込むこと、こういったことを条件として実施しているところで

ございます。 

 また、昨年からは、関門海峡クローバー切符っていうのがございますけれども、これをアプ

リ化させまして、デジタル化にも取り組んでいるところでございます。 

 こういったことから、平成29年には、門司港レトロ～下関間の回遊率が39％であったところ

が、令和５年には40.3％ということで1.3ポイント増加しているところでございます。 

 なお、令和６年度につきましては、フライアンドクルーズということで、北九州空港から門

司港、唐戸を結ぶ船の実証運行というのも実施いたしました。 
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 こういった取組を今後も続けまして、引き続き関門連携を実施してまいりたいと考えてござ

います。以上でございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）中村義雄委員。 

○委員（中村義雄君）美術館の修繕費の話ですけど、ここ美術館は特殊だなと思うのは、来客、

一般の来客が来るところだから、さっきの大規模改修でいうと、補正予算って年に４回しか組

めんわけやないですか、それも待ってたら間に合わないというのもあると思うんですよね。応

急でやれるところはやって、取りあえず止めたということでもあるので、それと美術品がある

というのがまた特殊な環境ですよね、水に濡らしたらいけないとか、風もそうでしょうけど、

温度とか、そういうのにきちんと対応できるように、今回してくださっているみたいですから、

そこは要望しときます。 

 美術館のデジタルアーカイブですけど、去年の議会の思いが全然分かっていないなと思って

いるんですよ。どれだけあの本会議、委員会で、子供たちに美術館のことを知ってくれとか議

会は何も言っていないんですよ、美術品の本物に出会うことを大事にせんですかと、それが失

われるじゃないですかと、ここが論点なんですよ。だから、そのときに執行部は、いやいや、

これやりますと、そこから行くように仕掛けますみたいな話をされたわけでしょ。それが今の

答弁では美術館のことを分かってもらえますと話がすりかわっているわけですよ。ちょっと間

違っとったらすいませんけど、僕これ本物を大事にせえみたいな附帯決議がなんかもつけたよ

うな気がする、つけたよね、何か、そういう議会から附帯決議も多分つけたと思うにもかかわ

らず、皆さんが言ったことをやって、その成果も確認もしていないと、行った人がどうなった

か、普通の事業ならいいですよ、議会からそこまで指摘されていて、それを確認していないち

ゅうのはどういうことなんですか。僕は議会軽視じゃないかなと思いますよ、それについては

答弁をお願いします。 

 それと、大分市美術館の連携と磯崎新建築のアーカイブのホームページ公開というのは12月

からって、年間通しては分からないというのは分かりましたけど、新しいことをやったら、そ

の影響はどうあったんかっていうのを普通確認するでしょうと。例えば、12月にやったんだっ

たら、１月、２月、３月、９月までに今まで以上に増えたのか減ったのかということが気にな

りませんかね、私はそれぐらいの答弁があっていいんじゃないかと思うんですけど、それにつ

いてもお尋ねします。 

 漫画ミュージアムは、私が言った趣旨は、受け身やなくて、もっと積極的にこれを世界に売

っていかないといけないんじゃないかという話なんですよ、ここに来た人がどうじゃないんで

すよ、ここにこんなものがありますよということをどう世界に知らしめるんですかっていう質

問なんですよね。そういう意味で、今の皆さんの考え方と私の考え方が違うと理解していいと

いうことですかね。私は、もうこれだけ漫画が世界に打って出れるキラーコンテンツなんで、

うちには漫画ミュージアムがあるわけでしょ、福岡にもない、福岡もあったんかな、ないか。



- 16 - 

 

漫画ミュージアムがあるわけじゃないですか、そしたら、もっとネット関係でもうどんどんど

んどん売っていって勝負するべきやないかなと、森川理事がおるにもかかわらず、こういうこ

とはどういうことなのかなとかとちょっと思ったりすることもありますけど、それについても

何か答弁があれば教えてください。 

 スペースＬＡＢＯに関しては、今のお話だと２つあるんですよ。 

 １つは、去年のこの決算で言いました、スペースＬＡＢＯは前年と比べてどうなんですかっ

て、減っていますと。そして、さらに言ったのは、通常減るんですっていう答弁を皆さんされ

たんですよ。通常は減るから減るんでいいんですか、それじゃいけんでしょと、減らんように

やるのが当然でしょと、僕決算で言っているんですよ。それなのに減っています、順調に減っ

ていますっていう話でしょ、それで僕は去年申し上げたことが伝わっていないんだなと思った

のが１つと。 

 それを食い止める策の一つが私は修学旅行だと思っているんですよね。いろんな策があるで

しょうけど、そこを修学旅行で、それも他県の修学旅行を呼び込もうと、このスペースＬＡＢ

Ｏというのは北九州市の大事なコンテンツなんだから、これで呼ぼうよっていう気がないんだ

なというのを今の報告で思ったんですよ、戦略的に。そんなの修学旅行でまずカウントしてい

ませんっていう、カウントしていないということはそういう作戦がないということでしょ。そ

れで、私はいいのかなと。やっぱりスペースＬＡＢＯに人に来てもらうのに修学旅行っていう

のは大事な作戦じゃないかなと思うんですけど、それについてお尋ねします。 

 それと、国際スポーツ大会で３つの報告がありましたけど、ツール・ド・九州は3,000万円と

100万円で県が多くて、パルクールは１億円、ＷＴＴファイナルズは出していないんかな。いず

れにしろ、世界大会誘致において、北九州市が県より多く出しているちゅうことはないんです

よね。今年はスケートボードの世界大会、あれはどんなふうになっていますか、県と市の負担

についてお尋ねします。 

 門司港のことはいいです、以上。 

○主査（宮﨑吉輝君）美術館普及課長。 

○美術館普及課長 本物の体験が失われているのではないかということについてお答えいた

します。 

 もちろんもともとのミュージアムツアーの、先ほど言いました目的のとおり、美術館を知っ

ていただき、美術館のことを誇りに思っていただくっていう目的を達成するということに関し

てではなくて、本物を見ていただきたいということではありますけれども、市としては、その

ために教育委員会が新たにそういう体験を小学校の皆さんにしていただくための校外体験活動

であるたいけん・まなび充実大作戦というふうなものを実施して、美術館にも来ていただくよ

うにお願いしているところでありますし、先ほど言いましたように、今年度の夏の企画展はワ

ークショップを中心として子供たちが来やすいものをするなどして、私どもも美術館に子供た



- 17 - 

 

ちが少しでも来ていただけるような取組というのは続けてまいりたいと考えて、それをしなけ

ればいけないと考えております。 

 ただ、オンラインミュージアムをした子供たちが、美術館にそのまま行くっていうところの

つながりに関しては、私どももさっきミュージアム事業の中で来館を促すことは十分やってい

るつもりでございますけれども、具体的にその数字、それがつながっていたかというのが分か

るものを今の時点では持ち合わせておりませんので、そういったことが行われているかどうか

を把握するということはやってまいりたいと思っております。 

 それから、ホームページの閲覧数でございますが、今ちょっと数字がなくて申し訳ありませ

んが、基本的に今の時点でホームページの閲覧数というのは、具体的な数字はちょっと申し上

げれませんが、上昇傾向であります。それは、様々な要因が、ホームページというのはもうい

ろんな要素があって、企画展の内容がよければ上がるとか、その関心度によって変わってくる

ものでもありますので、今後も分析してまいりたいと思っております。以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）漫画ミュージアム事務局長。 

○漫画ミュージアム事務局長 漫画ミュージアムでは、これまでも韓国の釜山情報産業振興院

との連携ですとか、それから、中国との関係性を深めております。こういったところをさらに

推し進めて、また、さらには台湾ですとか、そういったところにも情報発信などを引き続きと

いいますか、拡大して進めて、漫画文化を広めていきたいと、それから発信なんかもより強化

をして進めていきたいと思っております。以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）にぎわい担当理事。 

○にぎわい担当理事 漫画ミュージアムのＰＲについて少し補足させていただきたいと思い

ます。 

 都市ブランド創造局は今年からＳＮＳにかなり力を入れております。動画であったり、外国

語発信であったり、そういったところも強化していきながら、インバウンドの誘致強化に努め

てまいりたいと思います。以上でございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）インバウンド課長。 

○インバウンド課長 スペースＬＡＢＯの修学旅行について補足させていただきます。 

 実は修学旅行の受入れっていうのは我々インバウンド課で所管しておりまして、スペースＬ

ＡＢＯの修学旅行の人数というのは別途取りまとめしております。そちらによりますと、すい

ません、先ほどの223校、おおむねそこの人数と近いところはあるんですが、修学旅行というカ

テゴリーでいくと、令和６年度で5,515名っていう数を把握しておりまして、まず我々修学旅行

をやるに当たって、産業都市として、学び探求型の修学旅行というのは非常に北九州市はポテ

ンシャルを持っておると思います。片や、これまでスペースワールドがありましたもので、八

幡ロイヤルホテルと一緒に、そこの辺り、平成29年、平成30年度がピークだったんですけれど

も、閉園以降、がくっと落ちております。その中で、我々はより企業中心に、ＳＤＧｓ、それ
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から工場見学等を含めたところで売り込みをしておりまして、委員の御指摘のスペースＬＡＢ

Ｏについては、アウトレットとの相乗効果もありますので、非常に市外の学校からも関心を持

たれております。令和４年、令和５年、令和６年とスペースＬＡＢＯにつきましては順調に修

学旅行生というのは増えておりまして、令和４年が3,680人、令和５年が4,208人、先ほど申し

たとおり、令和６年が5,515人という形で増加しておりますので、ここは我々修学旅行の重要な

スポットとしてこれからも大事にしていきたいと思っております。以上でございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）科学館普及課長。 

○科学館普及課長 入館者数の減少について御説明させていただきます。 

 御指摘のとおり、私どもも減少しておる現状をよしとしているわけではございません。実際

に減少しているところではありますけれども、科学館の展示、常設展っていうのはなかなか展

示物が変わらないというのもありますので、そこをいかに来ていただいた方に楽しんでいただ

けるかというところに今力を入れているところです。 

 具体的には、展示物を使った科学体験、例えば常設展示の展示解説をしたり、あとはＬＡＢ

Ｏの中、１階から３階までを通したＬＡＢＯツアーを開催、職員が解説しながら１階から３階

を御案内する、それからスポット的に、土日、祝日を中心にポケットサイエンスといって、15

分程度のサイエンスショーを開催したりしております。そうすることで、展示を見るだけでは

なくて、いろんな解説を聞いたり、ショーを見て科学に関心を持っていただくと、そういった

ことを重ねることで、入館者数を増やしたり、リピーターを増やしていくということに取り組

んでおります。以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）都市ブランド創造局長。 

○都市ブランド創造局長 子供の体験学習の重要さということを御指摘いただいたという点

について少し補足をさせていただきたいと思います。 

 私どもは今いろいろな施設を所管しておりまして、そこの中で子供が実際に行って、見て、

体験するということは大変重要なこと、子供にとって大切なことだと思っております。 

 その中で、確かにミュージアムツアーという形で全校という形ではなくなったんですけれど

も、子供に来て、体験していただきたいという思いというのは引き続き課題として思っており

ます。昨年、20校でオンラインミュージアムツアーをやっていまして、今年、全校に向けて本

格的に実施するということで、その結果につきましてはきちんと捕捉をしていくということを

させていただきたいと思っております。 

 また、今年も夏休みに子供たちが来やすいように、ちょっと意欲的な子供のワークショップ

ができて、その中で体験できるような企画展などもチャレンジして、開催していたりしており

ますので、そこの子供たちに来ていただくという部分は大事にしながら取り組んでまいりたい

と考えております。 

 それから、ＬＡＢＯにつきまして、入場者数の減は確かに課題と思っております。もちろん



- 19 - 

 

修学旅行もしっかりと誘導していくという施策も打ちつつ、運営の面でもっとこれが向上する

ほうに向かって見直すところがないのかと、館の運営自体についても私どもももっと見直すべ

きところについて議論する必要があると思いまして、そういったことも現在進めているところ

でございます。こういった課題についても引き続き取り組んでまいりたいと考えております。

以上でございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）アーバンスポーツ担当課長。 

○アーバンスポーツ担当課長 委員御指摘のスケートボードの今年度の負担割合なんですが、

北九州市が２億円で、現時点では県においては負担なしとなっております。これは今も県と協

議はさせていただいておりまして、これまでの国際スポーツ大会を数多く北九州市で開催して

おりますが、必ずしも１対１であるわけではなくて、誘致の経緯であったりとか、そのあたり

のもろもろの事情によって変わってきております。実際サッカーの国際大会とかは北九州市主

導でやって、北九州市のみの負担でやった大会もありますので、そういったところもあるのは

事実なんですが、ワールドスケートは国際大会の大きな大会となりますので、引き続き県と協

議しながら、どういった形で県に協力いただけるのかっていうのを議論していきたいと思って

おります。以上になります。 

○主査（宮﨑吉輝君）中村義雄委員。 

○委員（中村義雄君）さっきの最後の部分ですけど、最初の答弁では3,000万円と1,500万円、

１億円・１億円、０・０ですね、県が多いわけでしょ。ＴＧＣもそうですよね、3,500万円、3,

500万円か、同額ですよね。探せば北九州市だけのやつもあるのかもしれないけど、基本は県に

協力していただくっていう、２億円と０とかというのは、その決算の額からしてもおかしいと

普通思いませんかねと思うんですよね。そこは今後努力していただきたいと思います。 

 最初の美術館のデジタルアーカイブは何でここまで言うかというと、内容もなんだけど、何

度も私申し上げますけど、どれだけ議会でこれが問題になったのかという話なんですよ。たし

かこの分科会か何かで全員、全会派が言ったと思いますよ、体験がなくなることについて、議

会としては非常に懸念しているって言っていることを、あなたたちが決算で受け止めていない

んじゃないかっていうことが懸念なんですよ。だから、今何しています、何していますじゃな

くて、議会でこの意見を受けて、私たちはこういうふうに決算で考えました、やりましたとか

という答弁じゃないじゃないですか、そこが僕は非常にこの決算の報告としてはいかがなもの

かなと思っています。 

 ぜひ議会のもう少しいろんな意見、個別の意見がある分にはいろいろあるでしょうけど、ほ

ぼ議会の総意みたいな形の分に関しては、もっとちゃんと対応という言い方は失礼ですけど、

重く受け止めて対応していただきたいと思います。 

 今回趣旨は、昔、市民文化スポーツ局だったですよね。だから、スポーツとか文化とか楽し

めればよかったって話に、都市ブランド創造局になったっていうのは、観光系が入って、いか
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に経営的というか、結果を出して何ぼのところが僕は入っているのが組織改正だと思っている

んですよ。それにもかかわらず、皆さんの答弁を聞いていると、何やりました、何やりました

で、目的と結果がいまいち伝わってこないです。例えば、さっきの美術館の分でも、増えてい

るんですと、ただ企画にだけで違います、であれば磯崎新さんとかのアーカイブを入れたとき

にどうだったんかっていうのをまず見て、そのときに上がっていますというのがあっていいわ

けじゃないですか。この企画展は上がりました、これは上がりませんでしたと同様に、こうや

ってお金をかけて事業をやっているんだから、それがどうだったんかっていうのがこの決算で

しょ、そういう視点が僕は非常に欠けているなと。都市ブランド創造局に非常に期待していま

すよ、そういうふうに結果がちゃんと評価されて出てくる、市長だってそこに力を入れようと

しているわけでしょ、期待しているわけじゃないですか、お金をかけているわけですから。も

うちょっと結果をきちんと客観的に分析して事業をやってほしいなと思います。 

 スペースＬＡＢＯもそういう意味では一緒なんですよね。修学旅行のことだけではなくて、

どうやったら北九州市に泊まってもらうのかというのが課題なわけじゃないですか。スペース

ＬＡＢＯに来て、門司港に行って、山で夜景見て一泊してもらうようにして、金を落としても

らおうという戦略があるわけでしょ。そしたら、このスペースＬＡＢＯにどんな人を呼んで、

どんだけ滞在させて、そこに、買物もできるわけだから、その中の一つのわけでしょ、決算の

報告ではそういう戦略が見えてこないと思います。修学旅行はそういう意味では大事なコンテ

ンツだと思うんで、より僕は着目して、だって、スペースＬＡＢＯになったときか何かにいっ

とき修学旅行の担当課長とかがいましたよね。そういうのも力を入れてほしいなと思います。 

 もう漫画ミュージアムも、森川理事がＳＮＳで力を入れていきますって総論の話は言ってく

ださったんで、そこは当然分かっていると思うからこそ言うんですよ。何で漫画ミュージアム

がそこにもっと具体的にやらないのって、だから一番分かっているのは森川理事だと思うんで、

ぜひ今後、漫画、ちょっとここらで聞いていいですか、漫画っていうのは世界に広げられるキ

ラーコンテンツだと僕は思っているんですけど、そこが違うんですかね、それが違うんなら話

が全然違うんで、誰でもいいですよ、そこの見解だけ教えてくださいよ。 

○主査（宮﨑吉輝君）にぎわい担当理事。 

○にぎわい担当理事 委員がおっしゃるとおり、漫画っていうのは世界共通で今人気があるコ

ンテンツ、まさしくクールジャパンを代表するコンテンツと思っております。以上でございま

す。 

○主査（宮﨑吉輝君）中村義雄委員。 

○委員（中村義雄君）分かりました。期待していますんで、よろしくお願いします。終わりま

す。 

○主査（宮﨑吉輝君）ほかにありませんか。西田委員。 

○委員（西田一君）令和６年度で事務事業の棚卸しをしたんですよね。基本的には軒並みばっ
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さりという感じでやられたんですよ。これもう資料要求に載せているんでお尋ねするんですが、

従来額から削減された事業っていうのが各局幾つもあって、その棚卸しの100億円以上が次世代

投資に回されているんです。各局どういった事業が減額されて、それがどういった事業に次世

代投資で回ってきたのかっていうのを具体的に教えていただきたい。 

 それともう一点、すしの都について、今年度からはすしの都課を設置して事業をやっている

んですが、令和６年度から既にすしをフックにしたＰＲ、観光客も含めて、インバウンドも含

めたＰＲをやっていると思うんですけど、令和６年度においては具体的にどのような事業で、

決算額は幾らで、どういった効果があったのかっていうのをお尋ねします。以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）総務課長。 

○総務課長 都市ブランド創造局の令和５年度に実施した予算の事務事業の棚卸しの全体の

金額と、それから、次世代投資枠、それと中身の主なものをお伝えさせていただきたいと思い

ます。 

 まず、予算の事務事業の棚卸しですけども、都市ブランド創造局所管分で言いますと95事業、

5.3億円の棚卸しの見直しを行っております。 

 主なものでいきますと、棚卸しにつきましては、先ほどお話にも出たミュージアムツアーが

あります。そのほかでいきますと、リバーウォークの美術館分館、こちらを棚卸しで一旦休止

という形にしております。そして、北九州文学サロン、こちらの管理運営事業も棚卸しで見直

しをかけております。 

 続きまして、それに伴って次世代投資枠が、36事業の14億円、こちらを予算として計上させ

ていただいております。 

 主なものでいきますと、先ほどお話が出ました美術館のデジタルアーカイブ事業、こちらと

北九キッズスポーツマンスプロジェクト事業、こちらのスポーツの関連の事業でございます。

そして、先ほどもお話がありましたけども、ＳＤＧｓ修学旅行等の商品開発促進事業、こちら

が次世代投資枠として行った主な事業でございます。以上でございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）すしの都課長。 

○すしの都課長 すしの都課は令和７年４月１日に設置されたわけですけど、確かに昨年度か

ら、すしの都を掲げたＰＲに取り組んでおります。昨年度の取組としましては、すしの都北九

州協議会という民間発意で組織された、すし店とか、旅行会社であるとか、また、１次産業の

漁業関係者とかが入った組織体がありますけど、そこの会員店舗ガイドブックの作成、あとは

会員店舗を掲載したポータルサイトの制作、このようなものに取り組みまして、ＰＲをさせて

いただきました。決算額につきましては412万7,080円という決算額になっております。 

 効果としましては、北九州市のすしのセットクーポン、これはすしの都北九州協議会の加盟

店で参画している店舗が、3,800円で定額で市民、あとは観光客が食べられるというクーポンを

昨年度から販売しましたけども、これの売上げ件数が630件という効果が出ております。以上で
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す。 

○主査（宮﨑吉輝君）西田委員。 

○委員（西田一君）まず、事務事業の棚卸しについては、先ほどの議論と重なるところも出て

くると思うんですけど、答弁の中に、もちろんミュージアムツアーがなくなったっていうのは

これ先ほどからの議論になっているんですが、答弁の中でリバーウォークの分館の閉館ですか

ね、これは今どうなっているんですかね。 

○主査（宮﨑吉輝君）美術館普及課長。 

○美術館普及課長 引き続き休館を続けております。 

○主査（宮﨑吉輝君）西田委員。 

○委員（西田一君）休館期間ももう長いと思うんですが、棚卸しで事業削減して、その結果、

分館が休館になっていると。リバーウォークっていうのは都心のにぎわいの拠点施設ですよね。

例えばコムシティとかのように、造っちゃったけど、失敗しちゃったから行政機関を入れちゃ

ったということではないと思うんですが、閉館している理由っていうのは、テナントが入らな

いとか、代替のものが入らないとか、そういう理由でいいんですかね。 

○主査（宮﨑吉輝君）美術館普及課長。 

○美術館普及課長 まず、分館は今現在、休館をしておりまして、その在り方について今検討

をしているところではございます。そして、テナントが入るか入らないかというよりか、まず

これをどういうふうに生かせるかということを、民間資源の活用策に加えて、民間活用に合わ

せて、どうしたらポテンシャルを最大限生かせるかっていうものを今検討しているところでご

ざいます。 

○主査（宮﨑吉輝君）西田委員。 

○委員（西田一君）事務事業の棚卸しによって事業を削減するということは、行財政改革にお

いては別に否定するものではないんですけど、特に今回、箱物に関して、後をどうすんのかと

いうところで、そういうふうにぽかんと都心のにぎわいの場所に空間、穴が空いている、それ

に対して在り方をどうすんのかと検討している、検討、そのめどはどのように考えているんで

すか。 

○主査（宮﨑吉輝君）美術館普及課長。 

○美術館普及課長 今の段階で、何年までにどうという形のものというのは出ておりません

が、早いうちに活用策を考えるべきだということを認識しております。 

○主査（宮﨑吉輝君）西田委員。 

○委員（西田一君）まさに行財政改革ということを置いとくと、自分で自分の首を絞めている

ような感じですよね。にぎわいの中心たるそのリバーウォークの中に、自分で空き空間をつく

っちゃっていると。本来、美術館もそうですし、集客はもちろん大事なんだけど、にぎわいも

ありますし、市民の啓発もありますし、文化ということに関しても北九州市は頑張ってきてい
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ますんで。 

 ただ、事務事業を削減しました、もうあとは手つかずですということでは全く何のためにや

ってんのかっていうことが批判されてもしょうがないと思うんで、これはだから空きっ放しに

しちゃっています、そのめどもありませんでは非常に困るわけなので、何らかの具体的な目標

とかめどは示していただきたいと思います。 

 その後、総じてになるんですけど、ミュージアムツアーもそうなんですが、棚卸し事業の削

減によって、結局そうやって市民の文化であるとか、ともすれば子供の教育であるとか、そう

いった部分が軽んじられるということは決してあってはならないと思いますし、何のために税

金使ってんだちゅう話もありますし、そういった部分も含めて検討していただきたいと思いま

す。 

 時間がないんで、これ多分ほかの局に聞いても答えは出てこないんで、95事業で５億3,000

万円、5.3億円削減しました。一方で、次世代投資枠で14億円ありますということなんですが、

これだから5.3億円削減したけど、14億円増えたということでは当然ないと思うんですよね。そ

れが14億円マイナス5.3億円で、結果として8.7億円プラスになったのかとか、その辺は計算で

きます、具体的に数字を教えていただけます。 

○主査（宮﨑吉輝君）総務課長。 

○総務課長 令和６年度予算につきましては、委員のおっしゃるとおり、都市ブランド創造局

としては棚卸しで5.3億円、これ事業費ベースなんですけども、削減をしております。14億円、

次世代投資枠とお伝えしたんですけども、これも事業費ベースで、新規事業を含めてある意味

純増部分になると思います。なので、都市ブランド創造局としましては、14億円引く5.3億円の

約10億円が令和６年度増加したと、事業費でいったら10億円増加したということで認識してい

ただいて結構です。以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）西田委員。 

○委員（西田一君）承知しました。 

 もし具体的に資料をお見せいただけるなら、後でタブレットに送っていただいてもいいです

し、お願いいたします。 

 すしの都課なんですが、前年度から事業を継続してやっているという理解でいいんだと思う

んですが、これセットクーポン、先ほど3,800円でということだったんですが、これ掛ける何人

分というか、トータルで幾ら販売されたんですか。 

○主査（宮﨑吉輝君）すしの都課長。 

○すしの都課長 北九州市のすしセットクーポンでございます。売上げの件数としてはトータ

ルで630件で、個人が購入したものが311件、あと団体、旅行会社から販売されたものを購入さ

れた方というのが319件、計630件となっております。以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）西田委員。 
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○委員（西田一君）きっかけとしては、それはこういったクーポンというのは有効なんでしょ

うけど、従来から申し上げているように、もちろん北九州市の食文化っていうのはすしだけじ

ゃないんで、そこからいかにインバウンドを含めて、市内の様々な焼き肉であったり、ほかの

飲食店に波及をさせるかっていうのが大きな課題だと思います。そこの認識は間違いないです

かね。 

○主査（宮﨑吉輝君）すしの都課長。 

○すしの都課長 附帯決議でも、今年、美食の都を標ぼうするのであれば、ほかの食、体系的

にすべきという御提言もいただいております。我々としてもすしをフックに今年度は取組を進

めておりますが、出口のところは美食の町北九州市の実現と考えております。以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）西田委員。 

○委員（西田一君）皆さん御承知のとおり、小倉駅のＪＡＭ広場がすしの都という広告で埋め

尽くされてるんですが、これ僕もＪＡＭ広場を見て、確かに、ああ、やってんなということは

伝わるんですが、これ例えば、インバウンド観光客があれを見て、あるいは市民があれを見て、

市外の方があれを見て、ああ、そうなんだ、北九州市はすしを頑張っているんだというところ

で、じゃあおすしを食べに行こうかなともしなったとして、大概の皆さんはスマホで検索する

と思うんですよね。そしたら、例えば小倉駅で降りた方がスマホを検索すると、スマホの上位

のすし屋に当たるのかなと思うんですが、そこにじゃあすし屋に行ってみようかといって行く

のかもしれませんが、そうすると当然スマホ上位に出てきているところのすし屋が有利になる

のかなと思うんですけどね。 

 伺いたいのが、あの広告を見て、次、じゃあおすし屋さんに行こうと思って、その後、スマ

ホを検索する、後はもうお任せなんですかね、どういう波及効果を狙っているんですか。 

○主査（宮﨑吉輝君）すしの都課長。 

○すしの都課長 今すしの都課におきましては、様々な形で露出、ＰＲをさせていただいてお

ります。例えば、駅のＪＡＭ広場のすしの都課のバナー広告等でございますけども、すぐ隣接

する観光案内所、こちらでもすしの都北九州協議会のパンフレットであったり、北九州市のす

しがなぜおいしいのかというリーフレットも今作成しておりまして、そういったものが入手で

きるようになっております。 

 あとスマホで「すし・北九州」と検索すると、今先ほど申し上げた協議会の加盟店舗、この

辺も一覧として出てくるような設定にさせていただいております。その中で、すしクーポンが

使える店、3,800円となると、どちらかというとそれは高級ずしというよりも町ずしが主体にな

るわけですけども、そういった形の検索で行っていただいているような感じで考えております。

以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）西田委員。 

○委員（西田一君）今回の経費になるんですけど、ＪＡＭ広場は総額幾らぐらいかかっている
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んですか。 

○主査（宮﨑吉輝君）すしの都課長。 

○すしの都課長 掲出の金額ですけども、およそ160万円かかっております。以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）西田委員。 

○委員（西田一君）160万円は当然市の公金から支出されるわけで、それがすし屋だけに波及

するということがあると、ほかの飲食店も当然市のにぎわいづくりとか、都市ブランドとか、

あるいは税金も払ってくれているでしょうし、不公平になると思いますが、その後、あのＪＡ

Ｍ広場の広告も含めてなんですが、どのようにフックにして、市内の様々な飲食店に波及効果

を広げていくのかっていうのを教えてください。 

○主査（宮﨑吉輝君）すしの都課長。 

○すしの都課長 今年度４月１日にすしの都課が新設されました。まず、課の新設に際しまし

ては、北九州市の食全般の総合窓口でありますサービス産業政策課、あと１次産業を所管する

水産課や農林課、海外から誘客促進を担うインバウンド課など、４課の課長、係長にも兼務辞

令が発令されまして、食の１次産業の振興から流通、そして誘客までの総合的な組織体制を取

っております。 

 まず、すしの都課としましては、すしをフックにした観光誘客に取り組んでいるわけですけ

ども、すしがおいしい町という認識が広がることで、インバウンドもはじめまして、旅の目的

地として北九州市が選ばれることを期待しているわけであります。すしを目的とした北九州市

を訪れる観光客が増えれば、滞在期間中に、委員もおっしゃった焼き肉であるとか、あとウナ

ギとか、焼きカレーとか、いろいろ他のグルメを体験していただく機会も増えてくると考えて

います。 

 また、すしの都課はそのすしをフックにした観光客を取り組んでいるわけですけども、これ

まで例えば今年度に入りまして、富山県との連携事業で大阪でイベントを開催させていただい

たりとか、あと市民や市内企業への啓発活動、いろんな場面がございます、そういったときに

は、市内のすし以外の焼き肉などの多彩なグルメも紹介させていただいたり、また、その資料

を配布するなど、すし以外の食のＰＲにも取り組んでいるところでおります。以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）西田委員。 

○委員（西田一君）確かに「すしの都・北九州」で今検索すると、セットクーポン3,800円の

分が出てくるんだけど、これは先ほど説明にあったやつかな、分かんないですね、いいや。 

 すしの都の協議会は何店舗かすし屋が入っているんですけど、これは運営会社というか、会

社別にいうともっと減りますよね。同じ会社のすし屋が４～５店舗並んでるっていうのもある

んだけど、別にそれはそれでいいんですけど、なぜこの程度の数、この程度の店舗しか入れて

いないんだろう。相当声かけしていると思うんですよ、皆さん、なぜこれぐらいの数しか入っ

ていないのかなと、そこをお聞かせください。 
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○主査（宮﨑吉輝君）すしの都課長。 

○すしの都課長 昨年度、すしの都北九州協議会が立ち上がった際に、企業数としては23企業

で、店舗数としては30店舗というところからのスタートをしております。その中で、いろいろ

事務局が声かけをしたりはしているんですけども、なかなか3,800円という価格帯が、ちょうど

そこがぴったり合っているところが10数店舗今加盟していただいているんですけど、例えば中

にはランチとかを1,000円台で出すすし屋、もしくは5,000円、6,000円、そういった価格帯で出

すすし屋、やはり様々な店舗が混在しております。そのため、今現在、加盟している店舗が10

数店舗に限定されているという状況にあります。 

 ただ、これは市としても事務局としてももうちょっと幅広い層にクーポンを購入していただ

きたいというのを考えていまして、これからもうちょっと高い価格帯のところも発売できない

か、今検討段階でございます。以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）西田委員。 

○委員（西田一君）まず、すし屋とか、すし屋以外からよく聞くのが、北九州市の４万円も５

万円もするような高級ずしなんか市民の皆さんは食えねえぞと、これはよく伺いますね。だか

ら、そういった間違ったイメージを市民に与えているというのは、これは皆さん工夫して改善

していただかないといけないと思います、税金使っていますから。 

 3,800円の価格帯がはまっているすし屋が協議会に多いんだということなんですが、そこもだ

からすしの都をＰＲするんだったら、少なくともまず市内のほとんどのおすし屋さんから、全

国的なチェーン店は置いといて、市内で頑張っているすし屋の大半からは御支持いただいてし

かるべきだと思うんですね。そうしないと、だって焼き肉店、ほかの焼き鳥店に波及しないで

すよ、すし屋からまず支持されないと。そこももう少し改善していただきたいなと思います。 

 最後、僕もＪＡＭ広場の広告を見て思うんだけど、インバウンドの方にもＰＲするんであれ

ば、すしの都ですしキングダムって書いてあるんだけど、キングダムはこれは王国ですから、

都はキャピタルであったり、シティーであったりなんで、そこはもう直接誤解を与えています

んで、今後はすしキングダムじゃなくて、すしシティーとか、すしキャピタルとか、もしイン

バウンドを意識してんだったらという、これはもう改善しなければならないと思う、訳が違う

から、以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）ほかにございませんか。岡本委員。 

○委員（岡本義之君）公明党の岡本でございます。よろしくお願いします。 

 まず、美術館に関してですけども、令和６年度は美術館開館50周年ということで、春に横山

大観展を実施したかと思います。これはどのぐらいの方が最終的に見に来られて、過去の大型

の企画展に比べてどうだったのか、その辺を教えていただきたいのが１点でございます。 

 それから、インバウンド誘致強化事業についてですけど、令和６年度は、特にインフルエン

サーにいかにこの北九州市のよさを発信してもらうか、この辺に対してどういう取組を行われ
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たのか、お聞かせください。 

 それから、先ほどスペースＬＡＢＯというか、科学館のお話が出ましたが、この前インター

ネットを検索していたら、武内市長が北九州市のリアルスペースワールドって、見たことあり

ますかね、投稿していたんですね。中身は本当に、武内市長、いいのかと思うんだけど、北九

州空港を宇宙港にしたいみたいな希望を述べているような中身なんですね、宇宙港って分かり

ますよね、今大分空港が取り組んでるやつなんですけど。その中に、九州工業大学の話とか、

人工衛星の話とか。私もこの前筑波のＪＡＸＡに行って、体育館に展示されたすごいものを見

て、感動して帰ってきたんですけど、このＪＡＸＡとの連携とか、九州工業大学との連携とか。

九州工業大学には、皆さんも御存じのとおり、世界に２つしかない試験施設があるんですね、

そういったリアルなものがしっかり現場としてある中で、ぜひそのよさを生かしていただいて、

オンライン連携とかも含めて、そういうところとの連携を今まで企画展でやってきたか、やれ

ないのか、御意見を聞かせてください。取りあえず以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）美術館普及課長。 

○美術館普及課長 昨年度の50周年記念事業の横山大観展の入館者数ということの質問でご

ざいましたので、お答えします。 

 期間中の来館者数は４万5,031名でございました。そして、これまでの展覧会の中でどんな状

況だったかといいますと、これは私どもの過去やってきました展覧会の中では大体15位ぐらい

の人数になっておりました。以上でございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）インバウンド課長。 

○インバウンド課長 インバウンド誘致強化事業の中でインフルエンサーの御質問がござい

ました。 

 私どももインフルエンサーというのは非常に重要だと思っております。というのが、昨今の

海外旅行、インバウンドにつきましては、旅行の形態がもう個人旅行にほぼほぼ特化してござ

います。ですので、当然従来から各国の旅行会社等を訪問して直接セールスするというような

活動もこの事業の中でやっておりますけれども、近年は、おっしゃったとおり、インフルエン

サーの招へい、個人メディア、それをＳＮＳで発信してもらうというところが非常に大事な観

点と捉えております。 

 令和６年につきましても、我々が重点市場と捉えます韓国とか台湾からインフルエンサーを

複数招へいしてございます。ブロガーであったりとか、国によってインスタグラムが見られて

いたりとか、韓国だとブログが見られていたりとかがありますので、そこら辺のメディアの特

性を分析して、インフルエンサーを招へいしておるんですけれども、招へいに当たってもある

程度コストがかかりますので、インバウンドの特性として、複数都市を１週間ほどかけて回る

というのがありますので、例えば大分県と我々と熊本県と連携したりとか、山口と鹿児島と連

携したりとか、福岡市、熊本市、鹿児島市、北九州市といろんな広域連携のスキームをつくり
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まして、その中でそれぞれターゲット国のインフルエンサーを呼んで、その中で周遊、北九州

市のよさというのを発信していただいている、そういった取組は重点的に強化してまいりまし

た．以上でございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）科学館普及課長。 

○科学館普及課長 スペースＬＡＢＯについて、九州工業大学、それから、ＪＡＸＡとの連携

について御説明させていただきます。 

 スペースＬＡＢＯでは、ＪＡＸＡとの連携で既に取組をしておりまして、例えば今年度も春

先、５月には、小惑星のサンプル展を開催しております。そのほかにも、ＪＡＸＡの専門家の

方をお呼びして、講演会を行ったりといった取組を進めております。 

 九州工業大学との連携については、常設展の中で、九州工業大学の人工衛星の展示をしてお

りますし、ほかに九州工業大学に限らず、大学の研究の展示もしておりますので、既に取組を

進めております。 

 あとは、今後も、もうちょっと深く連携を進めていかなければならないなとは考えておりま

すので、例えば九工大の人工衛星を展示しておりますけれども、展示のやり方、仕方が分かり

にくかったりするので、いかに本物を展示しているかというところをこれから遡及して、来館

の方にＰＲしていきたい、していかなければならないと考えております。以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）岡本委員。 

○委員（岡本義之君）私も足立美術館にも実際に見に行って、感動していたんで、この横山大

観展のオープニングイベントですか、オープニング式に参加しました。この中で参加した人は

いますかね。あのときに、市長の挨拶を覚えていますかね。市長は、ちょうどさっきアーカイ

ブの話が出ていて、オンラインなのか実物に触れるのかっていう議論があっていた頃だったと

思いますけど、市長はやっぱり本物に触れることが大事だと挨拶されたんですよ。違うやん、

言うこととやることがと一瞬思ったんですけど、ああいう本物に触れるということは、もうど

んなにいろんなインターネットの技術が上がったとしても、やっぱり生に触れることが一番大

事だろうという思いがありますので、ぜひ先ほど中村議長がおっしゃっていましたように、そ

のことを忘れずに頑張ってほしいなと、せっかくの美術館ですからお願いしたいなって思いま

す。 

 それから、インフルエンサーに関しては、取組を一生懸命やっているという報告をいただき

ましたけど、これまで私も議会で何回か御紹介しましたけど、来年２月には、世界70か国から6

00人のプロフェッショナル、これ観光ガイドが集まります。開催の総会が福岡市の開催ですけ

ど、これはサステーナブルツーリズムのテーマで集まってくると。その現地視察ツアーとして

本市にも観光ガイドやＤＭＯの旅行会社の関係者が約200人来北されます。先日もその福岡県の

いろんな受入れの組織の団体が市長ともお会いしていただいて、市長が非常にこれをすごいチ

ャンスと捉えて、大変前向きになっていただいているっていう話があります。 
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 これに来られる200名は、いかに私たちが準備してお迎えして、本市の魅力を紹介していくか

ということが非常に大事ですし、最強のインフルエンサーとして、たしかヨーロッパ関係の方

たちが200名ぐらい、もう絶対にペットボトルは出せないらしいです、彼らは、すごい意識が高

くて。北九州市でいうとアルミ缶のやつがありますよね、北九州の水、あれは100％リサイクル

できるから、あれを出すと怒らないそうですけど、余談ですけど、そんな話もやらせていただ

きました。 

 ぜひその準備に全力を傾けていただきたいなと、稼げる観光ということで北九州市長も言っ

ていますし、観光ガイドのプロフェッショナルがインフルエンサーとして発信していただける

というチャンスを迎えていますので、特に英語のできるこの都市ブランド創造局の職員はぜひ

参加して、直接つながってもらうぐらいの勢いでやって、福岡とか各地に行きますけど、北九

州市が最高によかったと思っていただけるように頑張っていただきたいと思いますけど、森川

理事、どうでしょうか。 

○主査（宮﨑吉輝君）にぎわい担当理事。 

○にぎわい担当理事 先日、市長と面会していただきまして、私も同席させていただきました。

その後、事務方同士でも話させていただきまして、我々もできる限り支援させていただくとと

もに、ぜひ観光ガイドの方たちとつながって、今後のインバウンド誘致につなげていきたいと

思いますので、引き続きよろしくお願いいたします。以上でございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）岡本委員。 

○委員（岡本義之君）なかなかこの機会はないと思います。日本開催も予算の面で一回駄目だ

ったこともあったみたいで、今回、やっと福岡で開催となりました。このチャンスをしっかり

大事にして、頑張っていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 あとスペースＬＡＢＯは入場者数が減っているということで、近辺にもいろんな科学館とか

施設があります。やっぱり差別化を図っていくというか、もう北九州市しかないと、いろんな

よさを最大限に売りにしていくことが大事だと思うんですね、周りにはいろんな博物館が集ま

っています、商業施設もあります、いろんな形で売りながら。 

 ただ、私はプラネタリウムを、せっかく昔の科学館から移ってきて更新して、一番最初にプ

ラネタリウムを見させてもらったときに、申し訳ないんだけど正直言ってあまり感動しなかっ

たんですよ。もっと最新の技術を使って、見せるものにしてほしいな、動画、動画ちゅうかそ

ういうものにしてもらいたいなという、これは絶対負けないというものをつくってほしいと思

うんですけど、課長、いかがですか。 

○主査（宮﨑吉輝君）科学館普及課長。 

○科学館普及課長 委員が御指摘のとおり、プラネタリウムの充実っていうのは科学館として

も重要だと思っております。科学館におきましては、常設展、科学に関するところ、それから

天文に関するプラネタリウムという２通りの展示がありますけれども、プラネタリウムについ
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ては、番組の内容について十分お客様が来ていただけるような内容に充実をしていきたいと考

えておるところです。以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）岡本委員。 

○委員（岡本義之君）私もプラネタリウムはいろんな質問をさせていただいて、いろんな施設

を見て回りましたけど、一番よかったのははやぶさが行って帰ってくるという、それをやって

いたプラネタリウムがあったんですね。そういった意味では、北九州市は九州工業大学が小型

衛星に関してはしっかり取組をやっているということと、北九州空港が、例えば将来宇宙港に

なるようなこと、海上空港で3,000メートル級で、東に空港が向いているとベストだと言われて

いるんですね。ものづくりの町の北九州市にとっては多分大分よりいいんじゃないかと私は思

っていて、宇宙港ができれば、将来的にはニューヨークと東京は１時間以内でつながるという、

すごい国際空港みたいな形になるわけですよ。そういった意味じゃ、例えば北九州空港をアピ

ールしながら、九州工業大学のいろんな知恵を借りながらいろんな番組をつくるとか、いろん

なことをやったら僕は面白いスペースＬＡＢＯになるんじゃないかなって思うんで、ぜひ研究

していただいて、もう周辺が参考にして視察がどんどん来るような、修学旅行どころじゃない、

各自治体が視察に来るような科学館にしていただきたい、お金もかかりますけど、ぜひ知恵を

絞って、頑張っていただきたいなって思っております。 

 それと、インバウンドのところで、先ほど世界から来られるという中で、今北九州市の観光

を北九州市ちゅうのはこういうものがありますと、この動画を見てもらいたいというのはあり

ますかね、どうでしょうか、これ見てもらえればと。 

○主査（宮﨑吉輝君）インバウンド課長。 

○インバウンド課長 一押しの、もうこれだけを見ろと一応ハイライト的な動画っていうのは

今現在ではございません、そこは随時アップデートして、いいものっていうのはぜひ近々につ

くりたいと思っております。 

 ただ、今、これ見ろって１本だけではないんですけれども、先ほど申し上げたように個人旅

行者が増えておりますので、ＳＮＳっていうのは最大限活用しながら、しかも動画を、そこは

重点的に今年度以降、発信を進めております。以上でございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）岡本委員。 

○委員（岡本義之君）動画の効果って非常に大きいもんで、これまでも議会でも出たと思うん

ですけど、ぜひドローンを活用して、迫力のある北九州市の観光のアピール動画を作っていた

だいて、来年２月の世界から来るときには間に合わんかもしれんけど、ぜひそういうものがあ

れば、後にインフルエンサーとして拡散もしてもらえるかと思いますので、ぜひよろしくお願

いしたいと思います。私は以上で終わります。 

○主査（宮﨑吉輝君）ほかにございませんか。立山委員。 

○委員（立山幸子君）公明党、立山です。 
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 私からは、本当に今観光に力を入れていると思うんですけれども、その経済波及についてお

聞きしたいと思います。 

 宿泊、飲食、交通で地域に経済効果が出ている場所のトップファイブぐらいをぜひ教えてい

ただきたいなと思います。 

 ＣＯＯＬ ＫＩＴＡＫＹＵＳＨＵなどいろんな推進事業をされているんですけれども、どう

しても私自身も感じますし、周りの方からも、もう小倉を中心にっていうことが言われている

ので、こういったことを分散してできないのかっていうこと、また、考えているのかというこ

とをお聞きしたいなと思います。 

 もう一点、ギラヴァンツの事業なんですけど、私の地域に本城陸上競技場があります。ギラ

ヴァンツを最初から応援している方は、ここが聖地になっていると思うんですけれども、もっ

と本城陸上競技場を活用できないのかっていうことをお聞きしたいんですけど。令和６年度に

ギラヴァンツの試合ってあったんですかね、そこも教えていただきたいのと。 

 ここから始まったみたいな機運を高めていただいて、もう少し本城陸上競技場を使っていた

だくのと、また、それに関して課題などがあるんだったら教えていただきたいと思います。以

上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）ここで副主査と交代します。 

（主査と副主査が交代） 

○副主査（宇土浩一郎君）インバウンド課長。 

○インバウンド課長 まず、観光の消費額等の御質問、それから、分散に関しての視点という

御質問がございました。 

 観光消費額については、今直近で出ておりますのが令和５年次で集計しておるところがござ

いまして、全市で約1,004億円の観光消費額というのを積み上げてございます。 

 そのトップファイブっていう話があったんですけども、なかなか個別の施設ごととかエリア

ごとっていうところはあれなんですけれども、大体実感と重なるかと思いますけれども、レト

ロ地区、小倉城を中心にした小倉都心部、それから、東田と皿倉山、大体そのあたりでござい

ます。それに加えて、平尾台とか、到津の森公園周辺とか、若松北海岸等が若干あるというよ

うなところでございます。 

 分散に関する視点なんですけれども、確かにそういった観光スポットに偏るという状況はご

ざいますけれども、市内全域にまだまだ、特にまだ観光資源として開発、発掘されていないと

ころもございますし、観光消費額の中に含まれるんですが、訪れる方の約７割が出張者という

ところもございます。そうなってくると、企業が集積している場所っていうところも１つポテ

ンシャルがあると、消費額拡大に寄与する要素があると思っておりまして、例えば黒崎とかも

ビジネスホテルの集積もしてございますし、ある程度の出張者というところも訪れております

ので、例えば我々出張者向けに出張の歩き方っていうところで、出張者の方により多くお金を
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落としてもらうようなＰＲをしたりとか、そういったところで積み重ねてまいりたいと思って

おります。以上でございます。 

○副主査（宇土浩一郎君）スポーツ振興課長。 

○スポーツ振興課長 ギラヴァンツと本城陸上競技場についてでございます。 

 まず、令和６年度は本城陸上競技場での試合というのはございませんでした。 

 その件で、本城陸上競技場も使えないかということなんでございますが、１番にはミクニワ

ールドスタジアムが、ギラヴァンツのホームスタジアムとしてみんなで応援する場として活用

しようということで造ったというのが大前提の一つはございます。 

 もう一つ、じゃあ具体的に本城陸上競技場で試合が可能なのかどうなのか。これは、まずＪ

リーグのレギュレーションの話も１つございますし、その他の要素もございます。 

 Ｊリーグのレギュレーションの話でしますと、以前も問題になっていたんですが、放送用の

ブース、雨、風をしのいで、今御承知のとおり、ＤＡＺＮが全試合中継ということで、放送用

のブースを以前は仮設でお金をかけて無理やりに造っていたんですが、それはもちろん現在は

撤去しております。なので、するとなると、そこにブースを新たに造らなきゃいけないという

こともありますし。 

 これはスタンドから見ていたら分かりますけども、それぞれのベンチの横ないしどこかには

出場選手の表示、選手が入れ替わればそのための表示を入れ替えます。今、ミクニワールドス

タジアムはもちろん大きな電光掲示板がありますので、そこですぐ対応ができています。本城

陸上競技場にはそういうビジョンがございませんので、新たに仮設でビジョンというのは大変

なので、パネルを設置するブースを造ってというところでも施設上の問題がございます。 

 次に、レギュレーションじゃないですけど、施設上、あそこに、今１試合平均5,000人ぐらい、

現状、１試合平均5,200～5,300人のお客さんが入っていますけども、どうしてもトイレが足り

ません。なので、以前も本城陸上競技場の周りにイベントのとき、北九州マラソンでも使える

ような仮設のトイレをたくさん並べておりました。もちろん今は身障者用というか、男女兼用

のトイレ、そういうものも必要にはなってまいるわけですが、そういうものも新たにその都度

かなりお金をかけて造る必要がございます。 

 もう一つ、以前は私もよく本城陸上競技場に行っていましたが、アクセスの問題ですね。今

のミクニワールドスタジアムの売りは、新幹線駅からも歩いて10分以内、北九州空港に遠くか

らアウエーのサポーターが来て、直行バスが小倉駅北口までリムジンバスが通っております。

これは以前も本城陸上競技場を使っていたときには、黒崎駅ほか複数の場所から、バスを借り

上げてシャトルバスを運行しておりました。 

 そういうもろもろのことがございまして、本拠地としてずっと使うならなんですが、一時的

にやるにはちょっと施設、経費的に物すごくかかるなというのを、以前ももちろん検討したこ

とはあるんですが、そういうところで今できていないというのが実情でございます。以上でご
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ざいます。 

○副主査（宇土浩一郎君）ここで主査と交代します。 

（副主査と主査が交代） 

○主査（宮﨑吉輝君）立山委員。 

○委員（立山幸子君）ありがとうございます。 

 観光地なんですけれども、先ほども議論が出ていましたけれども、漫画とかということは北

九州市にとって大きなコンテンツだと思うんで、いろんな場所に聖地巡礼じゃないですけど、

そういうのをつくっていただいたりとかして、面白い仕掛けをすれば、もっと北九州市を挙げ

て漫画を推していくというようなことがあっても私はいいんじゃないかなと思っております。 

 ギラヴァンツ、本城陸上競技場もいっぱい課題はあると思うんですけれども、無理してでも

１試合、２試合ぐらいは本城陸上競技場にも来ていただきたいなっていう、また、あそこで地

域のにぎわいづくりをしていただきたいなということで要望させていただきます。以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）午前中僅かな時間になりましたので、ここでしばらく休憩とします。再

開は午後１時とします。 

（休憩・再開） 

○主査（宮﨑吉輝君）再開します。 

 休憩前に引き続き質疑を行います。質疑はありませんか。松岡委員。 

○委員（松岡裕一郎君）よろしくお願いします。 

 それでは、令和６年度のうち、体育館の改修事業でＰＣＢ関連予算から空調がかなりついて

おりますが、これ市内の体育館の冷暖房費の収入は幾らかということと、もし分かれば体育館

別の内訳、あと体育館によっていろいろ違うと思う、冷暖房の料金体系と徴収方法について、

まずはここから。 

 次が、都市間競争に勝ち抜く大規模改修の整備についてということで、本会議でも質問させ

ていただきました。ＭＩＣＥ施設の老朽化というところで、北九州国際会議場は早期に計画を

立ててするべきじゃないかと思っております。そういった中で、令和６年度国際会議場におけ

る学術会議の開催実績、ＩＣＣＡ、通称イッカと呼ばれていますが、これの厳しい基準での開

催、ＪＮＴＯの基準においての開催実績とそれに伴う経済効果、市内経済、国内経済をどのよ

うに分析しているか。 

 また、午前中にも自民党、吉田委員からもありました稼ぐ観光に向けた観光データの活用基

盤事業について、エビデンスに基づく事業を新規でやり始めたということでありますが、ＭＩ

ＣＥに対する評価についてはどのようにお考えか。 

 全国の国際会議を開催する会議場が各地で改修が終了、もしくは改修中、また、今後、計画

があるというのが他都市でありましたら、できるだけ数多く教えていただければと思います、

他都市の状況です。 
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 そしてそれに伴い、北九州市国際会議場の改修計画、スケジュールについて教えてください。 

 また、Ｗｉ－Ｆｉ機器や様々なプロジェクターの最新鋭化、こういったものが必要じゃない

かと私は思っておりますので、よろしくお願いします、その辺の考え方ですね。 

 今後の課題について、Ｘ方針にも小さい字で書いておりましたけども、売る人、ＭＩＣＥ人

材の育成というのが課題になっているということで、小さい字で読みにくかったんで読み解き

まして、50代に偏って、中堅の人が多くて、若手のスタッフが少ないということでありました。

こういった人材育成についてどのように、今後、お考えか。 

 あと、資格です。国際資格ＣＭＰ、サーティファイド・ミーティング・プロフェッショナル

の資格保有者はどのぐらいいらっしゃるのか、まだいないのか。 

 最後に、大項目として、都市ブランド全体の決算として、予算決算に合わせて施設管理費は

どのぐらいの決算額か、Ｘ会議で都市ブランド予算のうち85％が施設管理費で使われていると

いう、ひいては、今後、ソフト事業にも支障を来すおそれがあり、今後は民間活力も考えない

といけないとソフト事業ができないみたいな課題があるとＸ会議で小っちゃい字で書いていま

したけど、私は読むことができました、公開ページで。これに対する決算額、そして、今後の

考え方がありましたら、ぜひ御答弁いただきたいと思います。以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）スポーツ施設担当課長。 

○スポーツ施設担当課長 体育館の空調設置に関しまして２点御質問のことについてお答え

いたします。 

 まず、エアコンの収入の実績ということでございます。 

 使用料の収入に関しましては、あくまで全体の施設使用料を含めた形での決算の数字になっ

てございます。その中で、私どもはエアコンに特化してどのくらいのお金がかかっているのか

っていうところは、まだ丸１年たっていないんですが、推計で今手元に数字がございます。昨

年度、空調設置して稼働を始めた主なところで、先ほどＰＣＢの事業でということのお尋ねで

ございましたので、若松体育館でいいますと、夏場の７、８、９の３か月、これは対前年比で

比較して増えた分がおおむねその空調の部分だろうということの予測の下で比較しますと、差

額でいいますと、前年比でおおむね100万円程度が夏場３か月の対前年比で、これは光熱水費の

支出ベースでございますので、内訳としましては、電気とガス両方合わせた光熱水費の支払い

ベースの数字でございます。ただ、あと補足しますと、若松体育館は屋内プールと複合施設に

なってございまして、体育館だけ、プールだけっていう形には光熱水費の支払い上なってござ

いませんけども、夏場は温水プールのボイラー、加温はあまりやっておらないので、夏場の対

前年比で増えた分はおおむねエアコンの増えた分だろうっていうことで、推定値でございます

けど、おおむね100万円程度がその実績としてはかかっているということで、体育館の規模は多

少違いはございますが、大体近いところに傾向としてはなっているんではないかと思っており

ます。まだ丸１年稼働しておりませんので、今年度つけている分も含めて、今後、私たちも少



- 35 - 

 

し数字は追っかけていきたいなと思ってございます。 

 それからもう一点、料金体系、料金設定、徴収のことのお尋ねでございます。 

 まず、料金の設定につきましては、基本的に設備使用料につきましては、施設使用料とは別

に、利用者の負担で使っていただくということで、30分単位で基本的には料金設定をしてござ

います。これは規則で定めてございます。 

 例示でございますけども、例えば若松体育館でございますけれども、30分料金で2,010円とい

うのが30分単価でございます。これが基本にはなりますが、体育館の利用実態の中で、例えば

バドミントンとか競技の関係で体育館の空調全部を稼働しなくてもいいというような声が利用

者とかから過去にございまして、今回、規則で定めるときに、２分の１以下の部分稼働、半稼

働というところも負担を少し軽減といいますか、実態に近づけるということで、先ほど申し上

げた30分単価の２分の１というのが規則でもう一つ補足的に定めてございます。基本的には、

これをベースに料金徴収を、利用者の意向に応じてということになりますが、やっているとこ

ろでございます。以上でございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）ＭＩＣＥ・メディア芸術課長。 

○ＭＩＣＥ・メディア芸術課長 ＭＩＣＥの開催状況についてお答えいたします。 

 まず、昨年度のＭＩＣＥの実績件数ですけども、289件でございます。 

 それから、ＪＮＴＯ認定の会議の数ですけども、これ2024年はまだ発表になっておりません

で、2023年が45件で日本国内で９位となっております。 

 それから、経済効果は、先ほどのＭＩＣＥの開催件数289件に対応するものですけども、市内

においては97億円となっております。 

 それから、ＭＩＣＥへの評価でございますけども、ＭＩＣＥはコロナ禍で、特に令和２年頃

には大きく落ち込んだんですけれども、近年は回復傾向にございまして、コロナ前の状況にか

なり近づいてきた状況でございます。 

 特に、先ほど委員からも御紹介がありましたけども、国際会議協会、ＩＣＣＡの発表したラ

ンキングで国内６位に、これは最高位なんですけども、ランクインするなどの成果を上げてい

るところでございます。 

 それから、他都市の状況ですけども、市内経済効果が97億円で、市外も含めると273億円とな

ります。 

 それから、近隣の会議場施設の整備状況でございますけども、比較的新しいもので申し上げ

ますと、愛知国際会議場、こちらは2019年に開業、それから、アクリエひめじ、こちらが2021

年、それから、会議場とはちょっと違うんですけども、アリーナですが、ＳＡＧＡアリーナが

2023年５月、それから、出島メッセ長崎、こちらが2021年11月でございます。 

 それから、国際会議場の改修スケジュールでございますけども、この会議場単体で考えるの

ではございませんで、小倉駅新幹線口、様々なコンベンション施設がございます。これらを一
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体的にどうするのか、デザインを決めた上で個別具体の検討に入ってまいりたいと考えており

ます。 

 それから、ＭＩＣＥ人材の育成のところでございますけども、実務を担う北九州観光コンベ

ンション協会は、御指摘のとおり、かなり高齢化が進んでおります。プロパーの平均年齢は50

歳を超えているような状況でございます。こうしたことに鑑みまして、今後、新卒採用、ある

いは中途採用、比較的若い人材を入れられるような体制を構築したいと考えております。 

 それから、資格の保有者の人数ですけれども、こちらについては把握はいたしておりません。 

 それから、Ｗｉ－Ｆｉ設備や最新のプロジェクターの設備につきましては、御指摘のとおり、

国際会議場は建設から35年が経過して、各種老朽化したり陳腐化したりとかといったことがご

ざいます。そのため、北九州市としても、他都市に後れを取らないように、国際会議場の大規

模改修、将来的にはなりますけども、これを視野に入れながら、利用者のニーズや民間事業者

の意見を丁寧に聞きながら、実効性ある整備手法を検討していきたいと考えております。 

 施設管理の決算額とか予算額なんですけれども、まとめた資料はございません。以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）総務課長。 

○総務課長 決算における施設整備費でありますとか維持管理の費用について御説明させて

いただきます。 

 令和６年度決算におきまして、都市ブランド創造局所管の施設整備や改修、維持管理等に係

る経費が約79.5億円あります。これは、全体決算額が101.3億円でありますので、約８割が施設

管理、整備に係る費用という形になっております。 

 そのため、所管でやりましたけれども、令和６年度市政変革のＸ会議におきまして、文化振

興策、それから、スポーツ振興策、それぞれ２事業を取り上げてＸ会議で議論させていただき

ました。その中でも、文化施設につきましては、民間活力導入に関する検討を行わせていただ

きましたほか、スポーツ施設につきましても、施設の集約化でありますとか、多機能化の方向

性について検討を行うなど、経営分析をさせていただいたところです。 

 また、令和７年度、今回公表もさせていただいていますけども、局のＸ方針につきまして、

こちらも施設の在り方について調査検討をこれから行うこととしております。 

 こういった市政変革にも取り組みながら、これから様々な事業を展開するためにソフト事業

も充実させていきたいと思っております。以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）文化企画課長。 

○文化企画課長 最後のＸ会議、文化振興に関する議論もさせていただきましたので、そちら

の御説明を少しさせていただきたいと思います。 

 施設は、文化施設に限っていいますと、改修ですとか維持管理費、こちらが約９割ぐらいか

かるようになっておりまして、確かにソフト事業に注げるところっていうのは少なくなってい

るところでございます。 
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 昨年、Ｘ会議の中で我々もいろいろ振り返りをいたしまして、施設の中でもアンケートを取

りましたり、例えばすぐにできるような改善、美観の改善ですとか、案内板の分かりやすいユ

ーザー目線に立ったような見直しというのを昨年度行ってきていたところでございます。 

 今年度につきましては、民間活力をいかに活用して、皆さんに愛されるミュージアムになる

かというような議論を重ねるために、今年の夏にそうした外部有識者の会議を立ち上げたとこ

ろでございまして、また、美術館や漫画ミュージアム、スペースＬＡＢＯにつきましては、そ

の部会としまして、実際現場で働くスタッフや学芸員なども入った部会も立ち上げております

ので、その中でしっかり下からボトムアップという形でいろんな議論を進めていきたいと思っ

ておりますし、どんな形で民間活力を導入できるか、そして、魅力をアップできるかというよ

うな視点でしっかり議論したいと考えております。以上でございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）松岡委員。 

○委員（松岡裕一郎君）残り時間は公明党で幾らでしょうか。 

○主査（宮﨑吉輝君）30分です。松岡委員。 

○委員（松岡裕一郎君）ありがとうございます。あとちょっともらいます。 

 エアコン代ですけども、実は小倉北体育館の徴収方法で今いろいろ規則で定めていて２分の

１稼働しているところがあるということで、小倉北体育館が、例えば卓球で入っているところ

が先に入って、バドミントンが後に入って、要は先に入って冷房を入れるんですけど、バドミ

ントンの人たちは冷えているんで、私たちは要らないと、要は払わないと、払う人と払わない

人が出てくる、こういう不公平感が実は出て、その都度是正を求めていた、指定管理であるん

ですけども、規則だから条例じゃないからそこの辺はあるんですけども、これ不公平感が絶対

あってはならないんですよね、払う団体と払わない団体。しかし、これ是正をしていっている

んですけど、なかなか現場は、たしかスポーツ振興課にお願いしたけども、どうなんですかっ

ていったら、いや、全然変わっていないと、払う人と払わない人が出てくる、この点について

見解はどうですかね、こういう不公平感について、徴収方法は考えたほうがいいんじゃないん

でしょうか。 

○主査（宮﨑吉輝君）スポーツ施設担当課長。 

○スポーツ施設担当課長 委員の御指摘のお話も、私も直接委員からもお話を受けておりま

す。基本的には、今一部といいますか、小倉北体育館というお名前が出ましたので、あえて小

倉北体育館でのお話になりますけれども、各体育館、施設ごとで、基本的には共用利用という

ことで、卓球であり、バドミントン、そういった複数の団体が同時に利用する形を、できるだ

けいろんなニーズに応えようということで工夫しながらやっていってございます。その反面、

小倉北体育館ではちょうど卓球だけっていうことならそういったことは起こっていないとは思

うんですが、卓球とバドミントンという競技が違う、特にバドミントンの場合は、先ほども少

し別件で私触れましたが、どうしても羽根の影響で、エアコンがなくてもいいんだっていうよ
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うな、利用者がもう要らないっていうところをどうしても言われて、体育館もなかなか強制的

にっていうところが今の運営上、少しやりにくいところもございまして、そこら辺は公平性を

どう保つかっていうのは、料金徴収というのはもちろんあるんですが、共用利用のときに、例

えば違う種目は無理やりあまり同時に使わないようにするとか、そういう利用者のニーズのこ

とも含めた検討が必要ということで私どもは受け止めてございます。御指摘のところは十分私

どもも理解しておりますので、できるだけそこは不公平がないように、工夫を続けて、検討し

てきたいと思っております。以上でございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）松岡委員。 

○委員（松岡裕一郎君）実務のところで少し不公平感が出ていますので、市の職員と私と立ち

会って、現場に行って、徴収方法はどうなっているか、検討していただいて、条例じゃないの

で、規則で変わるのであれば、不公平感のそこの是正を市として努めないと、これは非常によ

ろしくないと思っていますんで、これは要望と今後の課題とさせていただいて、ぜひ一緒に行

っていただければと思います。 

 ＭＩＣＥについては、様々言いたいことがあるんですけども、まず、答弁漏れがあるんじゃ

ないかと思っていますが、午前中、1,600万円、吉田委員から、稼ぐ観光に向けた観光データ活

用基盤事業でＭＩＣＥの評価はどのように考えて、出ていますでしょうか、出ていなければあ

れですけど。 

○主査（宮﨑吉輝君）インバウンド課長。 

○インバウンド課長 すいません、事務事業としての稼ぐ観光に向けた観光データ活用基盤整

備事業においては、ＭＩＣＥの評価というのは特に個別に行っているものではございません。

以上でございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）松岡委員。 

○委員（松岡裕一郎君）ぜひこういうエビデンスに基づくデータ事業であれば、やはりＭＩＣ

Ｅの宿泊人数、人数は出ているんですね、金額です、金額も把握して、何泊しているかとか、

データを積み上げていくために、ああ、ここは私本会議で言いました、観光庁と国のデータで

は５倍から７倍って出ているんですね、普通の一過性の、これ市も持っておくべきなんですね。

せっかく1,600万円も予算つけているんなら、事業ごとにＭＩＣＥは金額が出ています、だから、

予算要りますっていうデータになるはずなんです。これを1,600万円も使って、ここまでやって

いないというのはちょっとどうかと思いますので、しっかりここはエビデンスに基づく評価に

なると思うので、ぜひよろしくお願いします。 

 会議場の整備ですが、福岡国際センターとかは来年から改修に入ったり、福岡の国際会議場

はもう終わっていたり、マリンメッセも2026年から２か月間休館して改修工事、もう福岡が整

備を終えるなり対策を立ててきているんですね。だから、北九州市がＭＩＣＥ要らないよって

いうんであれば福岡に全部任せればいいんですけど、私はそうじゃないと思っているんです。
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せっかく６位まで行って、経済効果が97億円、273億円まで実績が出ているんであれば、ここに

予算を投入して改修をしなければ、全部福岡に取られてしまうと、こういう危機感であります。

今後、有識者で検討するということでありますが、さっきも最後に聞いた全体の約８割、施設

管理費に取られているということでありますので、ここのところもあるかと思うんです。早く

計画を立てなければ、福岡市、他都市にも全部誘致は取られてしまいます。ぜひとも問題意識

を持ってしていただきたいと思いますが、森川理事から一言いただけませんでしょうか。時間

がない、ごめんなさい。 

○主査（宮﨑吉輝君）にぎわい担当理事。 

○にぎわい担当理事 委員おっしゃるとおり、ＭＩＣＥの１人当たりの消費額というのは非常

に大きいものであります。新幹線口のところのＭＩＣＥ施設がかなり老朽化してきていますの

で、他都市との競争の中ではそこは強化していくべきだと私自身も思っております。 

 ただ、全体観というところもありますので、まずはできるところからやらさせていただいて、

全体をどうマネジメントするかというところも併せて、これはもう都市ブランド創造局だけで

はなくて、他局にまたがりますので、そこも進めさせていただきたいと思っております。以上

でございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）小松委員。 

○委員（小松みさ子君）２点お伺いさせていただきます。 

 映像製作誘致強化関連事業ということで、北九州市は映画の町ということで発展をしている

ということなんですけども、今回、誘致をしたことによっての経済効果を教えていただきたい

というのと。 

 この事業に関して、誘致をして撮影をされるときとかに、地元の高校とか大学、また、専門

学校生の方たちと連携をして、映像教育とかのためにそういうのも使われているのか、活用さ

れているのかっていうこと。 

 また、市民の皆さんとか観光客の方たちに、北九州市が映画の町っていうことを認知をして

いただくために、ロケ地マップとか、マップなのか、また、デジタル情報発信なのかあれです

けど、そういうこともしているかを教えていただけますでしょうか。 

 あともう一点、市内周遊クーポンの内容と実績を教えてください。以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）メディア芸術担当課長。 

○メディア芸術担当課長 映画の誘致に関する経済効果についてお答えいたします。 

 令和６年度は、支援作品数が、映画、ドラマ、ＣＭなどを含めまして全部で46作品ございま

した。市内における経済波及効果ですが、おおよそ１億2,000万円と試算しております。 

 続きまして、教育面への還元ということなんですけれども、昨年もロケの支援の中に、「カラ

ダ探し」という映画がございまして、そちらは西南女学院高等学校に全面的に協力していただ

いております。ひびき高等学校とは、映画の上映会等をフィルムコミッションで公演したり、
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共催したりして、映画の町北九州市というものを若者世代にも知っていただくという取組を行

っております。これは今年度も行っております。 

 そして、あと市民や観光客について、映画の町をどのようにＰＲを広めているかというとこ

ろなんですが、まず、観光客に関しましては、門司港に松永文庫という施設がございまして、

そちらは全国でも有数の、紙の資料になりますけれども、映画の資料が６万点以上ありまして、

年間の来館者数が約８万人とかなり多く来館いただいて、そこで映画の町北九州市の歴史のパ

ネルとか、今までの支援作品の一覧とかを展示してございますので、そちらでの広報等を行っ

ております。 

 ロケ地マップにつきましては、小さい冊子型のものを作成しておりまして、そういった松永

文庫での配布ですとか、各市民センターですとか、公民館とかに出前講演の申込みが年間20件

以上ございまして、そちらに参加される方にロケ地マップの配布、出前講演では約１時間、フ

ィルムコミッションの取組ですとか、映画の町北九州市についての講演をさせていただいてい

るところでございます。以上でございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）インバウンド課長。 

○インバウンド課長 周遊クーポンについてお尋ねがございました、その実績についてお答え

申し上げます。 

 こちらは、外国人観光客の周遊促進事業の一環としてウエルカム北九州キャンペーンという

ものを令和６年度に実施いたしました。具体的な実施期間としては令和７年１月から２月にか

けて行いまして、１人当たり電子クーポンを付与しまして、500円から上限5,000円で、使える

施設は市内で531店舗、飲食とか、お店とか、商業施設を含め、そういったところで利用可能と

いうような立てつけでございます。 

 配布場所は、インバウンドの窓口ということで、福岡空港国際線ターミナルとか、小倉駅の

総合観光案内所、博多駅などで配りまして、実績としましては、最終的に配布枚数、これがい

わゆる配布人数と読み替えてもよろしいかと思いますが、１万2,741枚、そういったところでご

ざいまして、利用金額は最終的には3,491万6,817円と約3,500万円の利用が市内の関係するお店

であったというところでございます。以上でございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）小松委員。 

○委員（小松みさ子君）ありがとうございます。多分もう時間がないので、要望で終わりたい

と思います。 

 映画の町で若松出身の方が今撮影をされているんですけれども、もっともっとＰＲをしてい

ただいて、午前中に立山委員からもありましたけど、聖地巡礼みたいな、ロケ地ツアーみたい

な形のそういうのも企画をしていただくのもいいと思いますので、よろしくお願いいたします。

以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）金子委員。 
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○委員（金子秀一君）私からは、修学旅行の件で、令和５年から令和６年の人数の増減を教え

ていただければと思います。 

 ２点目に、スペースＬＡＢＯ、午前中からも議論があっていましたが、企画展について、令

和６年度で一番参加者数が多かった企画を教えていただきたいと思っております。 

 ３点目が、これは都市ブランド創造局でいいのかどうか教えていただきたいんですが、ホテ

ルの誘致、特に観光系のホテル、これ都市ブランド創造局なのか、産業経済局なのか、どちら

なのか教えていただければと思います。 

 ４番目が、松本清張記念館の件です。 

 令和６年度調査号を見ましたら、入場者数が減っているなと思って、理由があれば教えてく

ださい。 

 ５番目は、皿倉観光です。 

 これ皿倉観光も調査号の見方が分からないので、令和５年と令和６年の数を教えていただけ

ればと思います。以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）インバウンド課長。 

○インバウンド課長 修学旅行の実績についてお答え申し上げます。 

 令和５年度がトータルで6.4万人、令和６年度につきましては6.8万人ということでございま

す。以上でございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）科学館普及課長。 

○科学館普及課長 科学館・スペースＬＡＢＯの企画展についてお答えいたします。 

 令和６年度の特別企画展の開催回数については２回開催しております。１つは、夏休みに合

わせて、クレヨンしんちゃんの企画展を行っております。こちらは来場者数が２万1,000人を数

えております。 

 もう一点は、年明け１月から２月にかけて、これは無料の企画展でありましたけれども、星

の風景写真展というのを開催しております。こちらは期間もちょっと短かったのもありますけ

れども、2,000人ほど入館を記録しております。以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）総務課長。 

○総務課長 ホテル誘致の所管につきまして、都市戦略局になります。 

○主査（宮﨑吉輝君）松本清張記念館事務局長。 

○松本清張記念館事務局長 松本清張記念館の入場者数についてのお尋ねにお答えいたしま

す。 

 令和６年が２万6,682人ということで、前年と減少しているということですけれども、近年の

実績からいきますと、令和４年が２万7,396人、令和５年が２万9,143人ということで、我々と

してはＰＲをしながら増加をしていくということで取組を進めているんですけれども、やはり

年によって少しばらつきがあるということで、昨年度は残念ながら減少しております。 
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 ただ、これが特にこれといった何か理由があるのかということではございますけれども、例

年の誤差というか、違いがございますので、減少につきましては特にこれが原因だというのは、

すいません、ちょっと理由ははっきり分からないところです。 

○主査（宮﨑吉輝君）観光課長。 

○観光課長 皿倉観光について御答弁いたします。 

 令和５年度の実績ですけども、ケーブルカー、スロープカー合わせて、延べ人数になります

が、まず、ケーブルカー、令和５年度は23万7,000人、スロープカー21万3,000人、計大体45万

人ほどが令和５年度の実績になります。 

 令和６年度、こちらはケーブルカー約29万人、スロープカー26万人、計約55万人という実績

になります。以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）金子委員。 

○委員（金子秀一君）残り時間がありますので、まず、修学旅行に関しましては、私も質問さ

せていただいて、探求学習ということで、３月にホームページもリニューアルしていただいて、

ＳＤＧｓの2.0ということで、今学び方が変わって、北九州市に行けば、自分が３年かけたり、

中学生か、高校生か、その期間で学びたかったものが分かるような、何かそういった仕組みを

今つくっていただいているんだろうなと思いますので、これからもどうぞよろしくお願いをい

たします。 

 ホテルの件は承知しました。でも、修学旅行の件とかでホテルが足りないなとかという声は

都市戦略局に一応情報の共有というのは大丈夫ですか、されているんでしょうか。 

○主査（宮﨑吉輝君）インバウンド課長。 

○インバウンド課長 そこは連携して、共有しております。 

 特に修学旅行については、午前も申し上げましたが、スペースワールドと八幡ロイヤルホテ

ルのセットというのがかなり強かったものですから、いわゆる大箱のホテルというか、大人数

が１部屋に泊まれるようなホテル、そのあたりっていうのは、修学旅行の視点からいうと欲し

いなというところは絶えず声として上げております。以上でございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）金子委員。 

○委員（金子秀一君）ありがとうございました。 

 スペースＬＡＢＯについて、企画展は２回しかないんですね、もうちょっとされているのか

なと思いました。 

 １点お聞きしたいのが、事前予約だと思います。これはデジタルに弱い方とかの入場につい

てはどのように対応されているんでしょうか。 

○主査（宮﨑吉輝君）科学館普及課長。 

○科学館普及課長 スペースＬＡＢＯについては、予約優先制としております。当日券も窓口

に来ていただければ入館の枠というか、人数制限というのを今予約で設けておりますので、そ
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の中で可能な限り当日の受付窓口で発券ができるようになっておりますし、そのように現状で

はなっております。説明を終わります。 

○主査（宮﨑吉輝君）金子委員。 

○委員（金子秀一君）ありがとうございます。 

 夏休みとか、あと突然お休みになって、スペースＬＡＢＯへ行ってみようといって、当日、

ああ、すいません、事前予約で今いっぱいなんで入れませんつって帰ったとか、あとじいちゃ

ん、ばあちゃんがちょっと行ってみようかと行って、事前予約なんですよっていう話で、何度

か分からず帰ったっていう話も聞いております。ぜひそこのところももうちょっと、前も質問

させていただいたと思うんですけども、御対応いただければと思いますので、よろしくお願い

をいたします。 

 松本清張記念館につきましては、司馬遼太郎記念館に実は行ってきまして、見てきました。

施設はやはり松本清張のほうが立派だなと思いながら、話を館長にいろいろ意見交換をさせて

いただく中で、市民の皆さんに愛されている館、別に松本清張記念館が愛されていないわけじ

ゃないんですが、ただよりもっと地域、市民と一緒にこの司馬遼太郎記念館を守っていこうと

いう雰囲気があるなと感じました。 

 具体的には、毎年２月12日に、司馬遼太郎の命日ですね、司馬遼太郎が好きだった菜の花を

町中に植えて、司馬遼太郎記念館に来る方々をおもてなしするとか、そういった何か市民を巻

き込んでの、もちろん作風もありますけれども、そういった取組もされているなと思いながら、

もちろんされてはいるんでしょうけど、もう小倉城に一体化した施設がゆえに、どこにあるか

分からないとかという声も何か聞くとか、聞かないとかというお声も聞いたりしますので、も

う少し一歩出た市民との協働というか、もう少し検討していただければなと。もちろん話題と

なった映画とかドラマとかがあったらまた増えるんでしょうけど、そういう市民の皆さんと共

に何か考えられるような取組というのもぜひ御検討いただければと思います。 

 最後に、皿倉観光、夜景観光ですが、ありがとうございます、ケーブルカー、あとスロープ

カーということで、今年は増えているということでよかったです。 

 ２点ありまして、１点目は函館の夜景を見に行ってまいりまして、はこだてみらい館という

子供の施設と少しあれなんですが、北九州市の平和のまちミュージアムの中にあるような360

度のモニターで、函館山頂上から見る夜景が見れるんですね、四季折々の。実際見に行くのに

こんなん必要なんかなと思って行ったんですが、事前に見ると、上に上がったらあれがあるん

だ、見てみたいなっていう感じにもなりました。 

 なので、質問なんですが、北九州市にこういった小さいものじゃなくて、あっ、この夜景な

ら見に行ってみたいなみたいなもの、上にどうぞ来てくださいだけじゃなくて、下にいながら

上を、あっ、ここへ行ってみたいと思えるような場所っていうのはどこかにあるかどうか、聞

かせていただければと思います。 
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○主査（宮﨑吉輝君）インバウンド課長。 

○インバウンド課長 マストでここだっていうところは今のところございません。最近までＪ

ＡＭ広場、３大夜景という形で大きくグラフィックをやっておりましたけれども、今そういっ

た形でサイネージというか看板という形ではやっておりますけれども、そういったいわゆる物

理的な看板っていうところではやっていないという状況です。 

 ただ、連続サイネージで結構空撮の絵とか、そういうところは随時流している、そういった

状況でございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）金子委員。 

○委員（金子秀一君）ありがとうございます。 

 私がここへ行ってみたいなって思えるような仕掛け、いいけん一回行ってみらんねっていう

よりも、一回行ってみようかなっていうような仕組みをぜひしていただきたいのと。 

 最後に、函館はＰａｙＰａｙが使えたんですね、ロープウエーが。チケットをなくすという

ハプニングもありましたけれども、そういった電子マネーの対応というのはどうなっているん

でしょうか、お聞かせください。 

○主査（宮﨑吉輝君）観光課長。 

○観光課長 観光施設の入場のときのクレジットカード対応であるとか、あとは国内のＱＲコ

ード、交通カードっていうのも非常に集客面でも、お客様も多様化していますので、重要だと

思っています。令和５年度に市内の観光施設、文化施設、主要なところにはクレジットカード

対応、ＰａｙＰａｙ等も含めた、中国のアリペイなど、そういったものも対応できるような形

にしていまして、皿倉もその対応施設の一つとなっております。以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）金子委員。 

○委員（金子秀一君）失礼しました。対応をケーブルカーもしているんですね、承知しました、

ありがとうございます。皿倉観光は北九州市にとって魅力の一つであろうかと思いますので、

これからもよろしくお願いいたします。私からは以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）ほかにございませんか。山田委員。 

○委員（山田大輔君）お疲れさまです。市民とともに山田でございます。よろしくお願いしま

す。 

 私からは、数が多いんですけど、質問させてもらいます。 

 金子委員とかぶるんですけど、まずはスペースＬＡＢＯ、科学館のお話から行きたいと思い

ます。 

 先ほど答弁があったとおり、令和４年が51万で、令和５年が40万、昨年度が34万弱だったと

いうことなんですけども、これの減ってきた要因分析を、先ほどの最初の出がいいよ以外のほ

かに減った原因分析があれば教えてください。 

 それに伴いまして、市内の小・中学校からの利用、先ほど市外の学校は223校でしたっけ、と
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いう話だったんですけど、市内の小・中学校からの利用は何校ぐらいあって、何名ぐらい来て

いるのか、教えてください。 

 先ほどあったとおり事前予約制、時間に区切って１時間前までみたいなことはホームページ

にも書いてあるんですけど、先ほど金子委員がおっしゃられたとおり、雨が降って急に行程が

なくなって、ぽっと出で行きたいとかになったときとかにすっと行けないっていうのはどうな

のかなと思うんですが、いまだ予約制なのは何か、先ほどの人数制限以外に要因があれば教え

てください。 

 今後、もし予約制ではなくて、対面で来たときにということが可能であるならば検討の余地

があれば教えてください。 

 子供と大人の割合及びプラネタリウムの利用者、多分これは本館に入らないとプラネタリウ

ムは利用できないので、本館に入った後にプラネタリウムまで行った人がどれぐらいいるか、

教えてください。 

 多いですんけど、続いてＫＧＧ、北九州グローバルゲートウェイが、ごめんなさい、北九州

市の皆さんが管轄なのかどうか分かんないんですけど、基本スペースＬＡＢＯとセットで行っ

ているところが多いと思われます。開館してからもう４年目を迎えるかと思うんですけれども、

今小学校から行っているところがあるのかどうかと、利用状況がもし分かれば教えてください。 

 続いて、観光系に行きます。 

 西日本・九州ゴールデンルート構築事業なんですけれども、いろんなところで言っています

が、関西空港で降りたら広島まで、福岡で降りたら福岡から下のほうに落ちていっているとい

うことで僕は見ています。そこを北九州市に呼び込みたいなと思うんですけども、昨年度のイ

ンバウンドの状況について、都市ブランド創造局としてどのような実績があって、どのような

課題を持っているのか、これは西のゴールデンルートも含む全体像でいいので、総論として教

えてもらいたいなと思います。 

 観光から離れて、体育館の空調に行きます。 

 今度、所管は違いますが、この間、小倉北体育館に参議院選の開票立会人で私と木畑委員長

と小倉北区は一緒にいて、本当に寒いぐらい冷えて、なかなかいい空調が入ってんだなという

のはすごく体感させてもらいました。 

 先ほどあったように、バドミントンやったり、卓球だったり、空調の風が影響することによ

って、先ほど払う払わないという話がありましたけれども、今入っている体育館の中で、空調

システムとしてどういうタイプを入れていて、今度教育委員会がパイロット事業として入れよ

うとしているものに関して、そのエビデンスを共有しているのかどうなのかというのがあれば

教えてください。 

 私は先日、いのちのたび博物館のアーバンネイチャーのイベントに行かせていただきました。

先ほど中村義雄委員からありましたね、雨漏りがすごいということだったんですけど、いのち
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のたび博物館も、あれだけの高さのある建物にして、１階にあるホールの物置といいますか、

のところがもう床が抜けそうなぐらいふわふわしていたというところで、これはちょっとした

簡易修繕ではもう無理だなというようなものがあったんですけども、そのあたり博物館、美術

館を含め、どのように集約されているかを教えてください。 

 最後に、また観光に戻ります。 

 地球の歩き方ができて約１年半がたちました。今出張の歩き方も出ております。森川理事の

パソコンにも地球の歩き方を貼っておりますので、私も貼っていますけれども、昨年度の観光

に地球の歩き方ができて、こんだけ観光客が増えたぜみたいな何かものがあったりとか、場合

によっては、どこどこの店舗、どこどこの施設、こんだけ150％、200％の来客数になりました

みたいなものがもし成果としてあれば教えてください。 

 修学旅行のホテルの関係を聞こうかなと思いましたけど、さっきお話があったんで、そこは

皆さんと一緒にいろんなもので頑張りたいと思います。 

 すいません、ちょっと多いですが、お願いします。 

○主査（宮﨑吉輝君）科学館普及課長。 

○科学館普及課長 スペースＬＡＢＯに関しましていただきました質問について御回答申し

上げます。 

 まず１点目、スペースＬＡＢＯへの入館者数の減少の要因についてということで、先ほど御

答弁申し上げたように、初年度は計51万人、２年目が40万人、３年目が34万人といった傾向に

ございます。こういった減少の大きな理由としては、特別企画展の企画内容、それからプラネ

タリウムの番組の内容、こういったものに大きな影響を受けているという点、それから科学館

にはアネックス、分館がございますけれども、こちらで大きなイベントを年間２回ほど開催し

ております。こちらはイベント事ですので、どうしても年度ごとの流動的な要因というのはご

ざいますので、そういったところが減少の要因の一つであります。 

 それとあと常設展についても、午前中ちょっと申し上げましたけれども、展示物自体は２～

３年で変わるものではありませんので、いかに付加価値をつけていくかというところの取組を

しております。どうしても目新しさというのは減少していきますけれども、そこにいかに工夫

していくかというところで対策をしていきたいと思っております。 

 特別企画展も、先ほど御説明したように年２回ほど開催しているところですけれども、どう

しても長期の休暇の間、要は夏休みの間が長期間開催できて、多くの方に来ていただける、動

員ができるというところで１つ大きな企画展をしております。そのほかは、どうしても連続し

た休暇、学校がお休みとか、そういった時期に合わせて開催をしておりますので、そういった

ところで大体年２回ほどしております。 

 プラネタリウムの番組については、コンペで内容については決めておりますけれども、毎年

提案いただく内容は工夫していただいているところでございます。 
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 今までの、今開館４年目になりますけれども、入館者の推移についての理由は今申し上げた

とおりでございます。 

 続いて、市内の小・中学校の利用についてです。 

 令和６年度の市内の小学校が356校、人数が１万7,248人、市内の中学校が35校、2,416人、市

内の高校が７校、804人となっております。集計が今手元にないのであれですけど、人数につい

ては合計で２万470人、学校数については500と少し、すいません、手元で数字がありませんの

で、そういった実績になっております。 

 続いて、事前予約制についての答弁をさせていただきます。 

 先ほど申し上げたように、事前予約優先制ということにしております。基本的にはインター

ネットを介して事前の予約をいただいているところです。どうしてもスペースＬＡＢＯの管内

は手狭というところもありますので、当初、ある程度科学体験を充実させたいという思いも強

かったので、あまり人が多く入ると、実際に手を使っての科学体験っていうのがなかなかしに

くいだろうという想定の下、人数というのを設定してあるとなっております。 

 ただ、今のところ、現状で考えると、常設展、それからプラネタリウムが別々の予約制度に

なっておりますので、プラネタリウムについては座席数、それから、１日の投影の回数、１日

５回ございますけれども、そういった回数と席数、それから座席もリクライニングが横になる

ようなシートもございますし、カップルシート、ペアシートというのもございますので、そう

いったことでシートを選ぶっていう利点もありますので、予約制というか、座席を確保すると

いう意味では必要かなと私的には思っております。 

 ただ、常設展については、今館内が混雑して、実際に科学体験がなかなかしにくいという状

況ではありませんので、常設展については、これからの検討になりますけれども、予約制なし

でも十分に科学館を楽しんでいただけるようになるのではないかということで、これから検討

を進めてまいりたいとは思っております。 

 続いて、子供と大人の割合について御説明いたします。 

 令和６年度については、科学館全体で属性というのが把握がなかなかできておりませんけれ

ども、常設展、プラネタリウムというのは料金体系でそれぞれ属性についての料金が設定され

ておりますので、常設展示とプラネタリウムに限定させていただくと、大人が40％、小学生が2

3.2％、中・高生で4.9％、未就学児で12.2％というふうな割合になっております。 

 続きまして、プラネタリウムの利用の人数ということになりますが、先ほど御説明したよう

に、事前予約優先制ではありますけれども、常設展とプラネタリウムは別々で予約というか、

入館ができますので、プラネタリウムについては、令和６年実績で12万9,110人となっておりま

す。 

 以上で私からの答弁を終わらせていただきます。 

○主査（宮﨑吉輝君）インバウンド課長。 
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○インバウンド課長 観光に関することを何点か御質問いただきましたので、順を追って回答

申し上げます。 

 これは直接の回答ではないんですけれども、北九州グローバルゲートウェイにつきましては、

市内の小・中学校利用者については我々の局では把握できていないというところでございます

が、修学旅行、当然アウトレットの隣接地でもありますし、スペースＬＡＢＯと同様、開設以

降、修学旅行っていうのは一定数受け入れておりまして、好評をいただいているところでござ

います。 

 それから次に、西のゴールデンルートに絡みましてインバウンドの状況というところもござ

いましたけれども、本年、外国人観光客数につきましては、コロナ以降、回復基調にございま

す。トレンドはあまり変わっていなくて、これは北九州市に限らず、福岡都市圏、九州同様な

んですけれども、アジア圏を中心に構成割合というところはほぼ変わっていないという状況で

す。 

 西のゴールデンルートで何とか今東京から来て関西止まり、よくて広島止まりの特に欧米豪

を中心にした観光客、何とかそこは連携の力を生かして、西に足を延ばしてもらうよう鋭意取

組を進めているところでございます。 

 次に、地球の歩き方とか、出張の歩き方についてのお尋ねがございましたけれども、幸い地

球の歩き方につきましては、あの分厚さで非常に好評を博しまして、３万部の初版が増刷にな

りまして、最終的に７万部出ました。こちらは観光客に訴求するというところもありますけれ

ども、改めて市民の方々にこの町の観光のポテンシャルというところを周知、認知いただく一

つの契機になったものと思っておりまして、結局最近のトレンドとして、観光客、口コミ情報

って非常に信ぴょう性が高いということで、地球の歩き方を見た市民が、知人とかが来訪した

ときにその冊子が非常に役立っているという話は伺っております。 

 派生して、今年、出張の歩き方っていうところを出張者に特化して出版というか配布してお

りますけど、こちらも初版３万部を刷ったんですが、立ちどころにビジネスホテルとか、スタ

ーフライヤーとかと連携して配ったんですが、なくなりまして、４万部をこちらも増刷してお

ります。こちらもかなりいわゆる観光情報雑誌では載っていないような、かゆいところに手が

届くような商業施設、グルメなどが載っておりますんで、こちらも非常に好評をいただいてお

りまして、この７万部刷ったものももう既に在庫が尽きつつあるっていうような状況にござい

ます。以上でございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）ここで副主査と交代します。 

（主査と副主査が交代） 

○副主査（宇土浩一郎君）スポーツ施設担当課長。 

○スポーツ施設担当課長 体育館の空調整備についてお答えいたします。 

 まず１点目、空調のシステムのお尋ねでございます。 
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 私どもは、今回、既存の体育館に後づけで設置しておりますのは、空気を冷やしてエアコン

として使うということで、空冷式のパッケージ型エアコンというものでございます。熱源に関

してはガス方式のほうが経済比較で有利ということで、ガスの方式を採用してございます。 

 ２点目の、今回、学校の体育館、教育委員会が今後、検討するっていう動きになってござい

ますけども、以前から教育委員会とは、私どものこういった先行的な取組についても適宜情報

共有しております。実際私どももそうなんですが、空調の仕様とか、そういった技術的なとこ

ろはそれぞれの局の中でというよりは、都市整備局の建築部、設備部、そのあたりが設計、工

事にトータル的に関わってやっていきますので、全市的にもノウハウとはそこで一元化されて

いるという認識でございます。以上でございます。 

○副主査（宇土浩一郎君）自然史・歴史博物館普及課長。 

○自然史・歴史博物館普及課長 雨漏りの件でございます。 

 １階ホールが床が抜けそうなくらいひどい雨漏りだったということでございます。最近は短

期間で非常に多くの雨が降って、確かにところどころで雨漏りをするという事実がございます。 

 ただ、１階のホールというのが通常雨漏りをしていないところというか、私はちょっと把握

しておりませんので、もしそういう事実があるんであれば早急に対応したいと思います。以上

でございます。 

○副主査（宇土浩一郎君）美術館普及課長。 

○美術館普及課長 美術館につきましては、先ほど朝の答弁もありましたように、７月の大雨

のときにエントランスのところが非常に大きな雨漏りがあったんですけども、今現在、応急処

置をしております。今のところは、先ほど言いましたように天井の防止シートの一部補修であ

るとか、トップライトのねじを補修するとかという形で、小規模な形での対応で雨漏りの起こ

ったところを応急処置していくという形で、応急処置というか、一部ずつ修繕していくという

やり方で対応しております。大規模なものが必要になれば、また予算を組んで工事をしていく

必要があるのかと考えております。以上です。 

○副主査（宇土浩一郎君）山田委員。 

○委員（山田大輔君）答弁いただきまして、ありがとうございました。 

 じゃあまず、科学館から行きたいと思います。 

 そもそもが51万人からスタートしたところで、人数が多いんで事前予約制にしたというのは

分かるんですけど、実際のところ、34％程度減になっているということで、そこまで予約制に

する必要性はないのではないかというところがあるんですが、このあたりを今後、検討してい

ただければなと思います。 

 ちなみに、この科学館のターゲットってどこですか、教えてください。 

○副主査（宇土浩一郎君）科学館普及課長。 

○科学館普及課長 科学館の主なターゲットなんですけれども、やはり未就学児から小学生が
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メインになってまいりますので、家族連れの御家族がメインのターゲットになってくると考え

ております。以上です。 

○副主査（宇土浩一郎君）山田委員。 

○委員（山田大輔君）ありがとうございます。 

 そうですよね、恐らく子供連れの御家族かなとは思っていますので、それこそ雨が降って、

行くところがなくなったなというところの選択肢に少しでもなってくれたらいいかなと思いま

す。 

 続いて、先ほどの市内の小学校からの校数と人数を教えてくださいということだったんです

が、市内の小学校は356校とあったんですが、これは複数回来ている学校があるという認識でい

いんでしょうか、どうぞ。 

○副主査（宇土浩一郎君）ここで主査と交代します。 

（副主査と主査が交代） 

○主査（宮﨑吉輝君）科学館普及課長。 

○科学館普及課長 それで結構でございます。 

 基本的には小学校４年生で天文学習というのがございますので、市内の小学４年生の学生は

皆さんいらっしゃいます。以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）山田委員。 

○委員（山田大輔君）じゃあ、これは仮に４年生が多い学校に関しては２日に分けてとかがあ

るということで２回カウントしているということですか。これ年間で来ている数ですよね、４

年間で来ている数じゃないですよね。 

○主査（宮﨑吉輝君）科学館普及課長。 

○科学館普及課長 先ほど申し上げた数字というのは年間の数字になります。以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）山田委員。 

○委員（山田大輔君）ということは、356校我が市にはないので、４年生が多かったら１日目、

２日目で分けているのを２回カウントしているっていうイメージでしょうか。それとも、これ

はプラネタリウムとかにまだ奥に入ったところもさらにカウントしているので、両方カウント

していますみたいな感じなんですかね。 

○主査（宮﨑吉輝君）科学館普及課長。 

○科学館普及課長 延べの学校の数ということになります。以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）山田委員。 

○委員（山田大輔君）詳しくまた後で教えてください。ちょっと僕の聞き方が悪かったかもし

れないです。 

 そのまままだまだ聞くんですけども、人数制限って１日何人ぐらいで考えていますか、お願

いします。 
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○主査（宮﨑吉輝君）科学館普及課長。 

○科学館普及課長 人数制限、プラネタリウムについては、座席数が250席になりますので、

１日５回の投影ですから1,250になります。 

 常設展については、時間ごとに180名っていう一応上限の制限はあるんですけれども、発券の

時点での人数制限ってなりますので、実際に９時のチケットを買った方が、２時、３時に入っ

てきても大丈夫というふうな制度になっておりますので、正確にいうと館内で常設展について

は上限の数があるかっていうとそうではないということで、あくまで予約と、その時間帯の入

館者数で制限というか人数を設けているというのが現状でございます。以上でございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）山田委員。 

○委員（山田大輔君）ありがとうございます。 

 今の入館者数を昨年度ベースの部分を休館日が何日あるか分かんないですけど、ざっくり年

間で割ると1,000人ちょっとぐらいの感覚にはなるんです、1,000人いかないのかな、1,000人ぐ

らいになると思うんですけれども、今のところだと、さっきのプラネタリウム1,250人と、常設

展もということを考えれば、さほど入場制限をする必要性はないのかなという印象を受けまし

た。 

 昨年度34万人弱ではあるんですけど、実際スペースＬＡＢＯとして何万人来場者数を目指し

てやっているんでしょうか。 

○主査（宮﨑吉輝君）科学館普及課長。 

○科学館普及課長 来館者数の目標値としては、全体で50万人を予定しておりましたので、ス

ペースＬＡＢＯの本館がございますけれども、分館も併せて目標値にしておるところです。以

上でございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）山田委員。 

○委員（山田大輔君）分かりました、ありがとうございます。 

 開館のときの50万人程度を目指してらっしゃるということは、もうこれで15万、16万人ぐら

い差がありますので、ぜひとも最初、中村義雄委員がおっしゃられたとおり、しっかり入館者

数を増やすような施策を具体的に打っていただきたいなということを、今年度、来年度の中に

しっかり入れてほしいなと思います。 

 続きまして、西のゴールデンルートの絡みなんですけど、インバウンド課長、ありがとうご

ざいました。 

 とても広島で降りる外国人の方、福岡で博多駅で乗ろうと思ったら下に行かれる外国人の方

は多いけど、上に上がる外国人の方は少ないなというのはとてもよく感じるところであります。

僕はＪＲ九州の人間ですけど、ＪＲ西日本の新幹線の中でのＰＲも含めて、すしの都課を一つ

の食のフックとしてっていうのはあると思うんですけれども、この間、大阪で富山とやられた

りとかされていますが、もっともっと外国人をしっかり引き込んでほしいなと思いますし、さ
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っきの観光の動態のやつを見ても、令和元年度にはまだ及んでいないのかなと思いますので、

ぜひとも多くしてほしいなと思いますので、よろしくお願いします。 

 地球の歩き方と出張の歩き方はかなり好評いただいていると僕も思っています。出張の歩き

方は結構僕も持って、お渡しすることもありますし、加えて宿泊税なんかもこれから増えてく

ればいいのかなと思いますので、稼ぐというところで観光にはすごく期待はしているところが

ありますので、ぜひともお願いしたいと思います。 

 一個聞きそびれたんですけど、大里地区のスポーツ複合公共施設整備事業について、去年の

調査の実績があれば教えてください。 

○主査（宮﨑吉輝君）スポーツ施設担当課長。 

○スポーツ施設担当課長 昨年度の調査検討につきましては、大まかに言いますと、内容的に

はまず地質調査ということで、地盤、実際に今もう周りの公園がほぼほぼできていまして、建

設予定地もある程度特定されているということで、一旦まず今の時点で地盤調査を専門業者に

委託してやったというのが１つございます。 

 もう一つは、実際、シミュレーションで専門業者をある程度環境性能とか、エネルギー関係

に詳しい業者に委託しまして、イニシャルコストが最近かなり高くなっているというところが、

かなり私どもは問題意識を持っていまして、環境性能、省エネ性能を上げようと思ったら、イ

ニシャルがかなり高くなっていることで、イニシャルとランニングのバランスをどう取るかっ

ていうのが１つ課題にはなりますので、そのあたりのシミュレーションを少しやったというこ

とで、調査結果としてこうだったというところは今まだ全体的に御報告できるタイミングでは

ないんですが、大まかには今そういう技術的なところの掘り下げた検討を進めているところで

ございます。以上でございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）山田委員。 

○委員（山田大輔君）ありがとうございました。 

 また今度スポーツ振興課にも行く用事もありますので、ぜひそのときに概要を教えてもらえ

たらと思います。私からは終わります。 

○主査（宮﨑吉輝君）中村じゅん子委員。 

○委員（中村じゅん子君）それでは、私から大きく３つお聞かせください。 

 まず、災害時の避難所として、それから、生涯スポーツの拠点としての体育館の空調ですね、

皆さんからも御質問があっていますが、私はまだバレーボールの現役選手なんです。８月に小

倉北体育館でバレーボールの試合がありまして、空調が入っていて、本当にありがとうござい

ますという感じで、今年ほどは暑くなかったとしても、今まで夏にバレーボールを１日してい

たら熱中症で倒れる人とか、もう相当気をつけて水分、塩分を取っても体調不良者が出ていた

んですが、今年はゼロでしたので、本当にありがとうございます。 

 その次の月、９月に今度は三萩野体育館に行ったら、空調がないので、皆さん苦しんでおら
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れて、更衣室にクーラーを入れてもらって休憩したりしたんですが、何が言いたいかというと、

今後、ほかの体育館に計画的に空調を入れるのを進めていくのか。 

 それから、国の補助、先ほど学校の体育館の空調の話もありましたけど、国の補助があるの

か、あるとしたら補助率を教えてください、これが１点目です。 

 ２点目が、令和７年の評価の表を私も見せていただいた中に、課題の中、３ページですかね、

文化施設とかスポーツ施設において、ユーザー目線が十分じゃなくて、特に子育て中の世代に

とって使いにくい、利用しづらい設備やサービスがあると、その課題の背景として、年齢の差

異とか、大人とか、子供とか、高齢者とか、障害の有無とか、言語に関わらず、多様な人が利

用しやすいサービスの提供が求められていますということで、令和６年度の総括があって、そ

れを令和７年度に生かしていきましょうということなんだと思うんですが、一つ一つの施設じ

ゃなくていいので、全体として所管している施設の中で今課題に上がっているようなことで、

例えばこういう視点がもうちょっと必要だとか、アンケートでこういうことが出ているとかと

いうのがあれば教えてください。 

 ３つ目です。 

 ３つ目は、先ほどから皆さんの御質問にもありましたスシ＆キャッスル＋ステイ促進事業で

すね。事業の内容はもう皆様がお尋ねのところで私もお聞きしたので、すしをフックに食を通

じた集客とか、観光拡大を図ったということなんですが、市民が感じられる効果として、どの

ように、１年目ですからそんなに急に効果が出ることは難しいのかもしれませんが、どのよう

に波及しているとか、機運が高まっているとか、すし以外のところにどのような効果があって

いるのか、もしあれば教えてください。それを令和７年度に、今からの事業にどう生かしてい

くかというのをお聞かせください。 

 まず、質問は以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）スポーツ施設担当課長。 

○スポーツ施設担当課長 体育館の空調整備についてお答えいたします。 

 まず、三萩野体育館でございましたが、なかなか全館っていうわけには難しいというところ

もありまして、国の財源としての活用できるメニューの関係もあって、予定避難所の指定があ

るところというところ等も踏まえて、今回は９館、３か年でという計画になってございます。

ですので、三萩野は対象外という形にはなってございます。 

 今も言いましたような国の補助金ではなくて、今回、私どもが採用していますのが、起債の

メニューで、緊急防災・減災事業債という起債メニューがございます。これは国が特別に手厚

く措置されたメニューでございまして、充当率が基本的には100％ということで、後年度の地方

交付税の措置率が70％ということで、かなり有利なメニューになってございます。以上でござ

います。 

○主査（宮﨑吉輝君）総務課長。 
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○総務課長 Ｘ方針のお話で、全体の施設でどういった声があって、どういった見直しを図っ

てきたかというお話をさせていただきたいと思います。 

 文化観光、スポーツはそれぞれたくさん施設がございますので、令和６年度Ｘ方針の中で、

それぞれやはりユーザー目線でしっかり施設を見ていかないといけないという御指摘もありま

したので、例えば文化施設でありましたら、これまで例えば事務用品とかが市民の方に見える

カウンターに置いてあったりとか、美術館で案内板がすごく、言い方は悪いですけど、上から

目線といいますか、そういう形でやっていた部分もありましたので、そういったところを市民

目線に変えていったり、案内掲示板を変えていったりとか、そういうこともさせていただきま

したし、スポーツ施設におきましては、これは令和７年度にもやっていっているんですけども、

どんどんトイレの洋式化、先ほど空調の話も出ましたけども、そういった整備も進めておりま

す。 

 観光につきましては、例えば小倉城のエレベーター増築、今回、議会で上げさせていただい

ていますけども、こういったユーザー目線で施設の改善というのを今後も取り組んでいきたい

と考えております。以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）すしの都課長。 

○すしの都課長 スシ＆キャッスルの事業に関しまして、市民に感じられる効果を中心に答弁

申し上げます。 

 昨年度、スシ＆キャッスル事業におきましては、まずはすしの都北九州協議会、これに加盟

していますので、そういったところのパブリシティーを中心にやらせていただいて、結果とし

てクーポンが630枚売れたというのは、これは市民も含めた数字になっていますので、そういう

一定の効果があったものと考えております。 

 令和７年度４月にすしの都課が設立されまして、今、課長、私、あと係長、職員、計３名体

制でやっているわけですけども、６月の富山でのすし会談であるとか、８月の富山県、ＪＲ西

日本との連携協定、大阪でやったイベントであるとか、それ以外の様々な企画を通して、この

約半年でメディアで全部で72件取り上げられております。これは結構な数かなと思っていまし

て、対外的なところも含めて、市民に対しての一定のパブリシティー効果と意味ではあってい

るものかなと思っています。 

 ただ、一方で、小倉駅のＪＡＭ広場等ですしの都のバナーを出したりとかもしていますけど、

一般の市民の方への認知度というのはまだまだ十分ではないと思っております。今年度は、そ

のすしの都、我々の取組の出前講演であるとか、結構市内の企業が例えば外国人採用の取組を

する際に、市内のすし店とかで先行しているところがあったりしますので、そういったときに

私どもすしの都課の取組をしたりとか、市民啓発に今力を入れているところです。 

 すしの都課の取組というのはまだ半年で、まだまだ十分なところまでは至っていないとは思

うんですけども、市民を巻き込んで、すしの都から、すしだけではない美食の町に向けた取組
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を令和７年度以降、着実にやっていきたいと考えております。以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）中村じゅん子委員。 

○委員（中村じゅん子君）ありがとうございました。 

 まず、体育館の空調は十分優先順位があるというのも分かりますし、一気にできるものでは

ないと思いますけど、今後、何となくこのような方向でいくんだなとかというのが分かると、

スポーツをしている市民からすると、生涯スポーツとして続けていくという中で空調があると

うれしいと思いますので、よろしくお願いします。 

 次に、施設ですけど、先ほど少し具体案も言ってくださいましたが、当事者性を持ってとい

うか、困っている人にしか困っていることは分からないので、ぜひアンケートとかだけじゃな

くて、関係団体にちょっと話を聞いてみるとか、それぞれの施設で工夫をしていただいて、な

おかつ改善したところが見える形がいいと思うんですよね。改善しているのに、全然市民は知

らなくて、何となく改善されたというよりは、こういう意見があったのでこういうふうに改善

しましたみたいなのが分かるほうがいいのではないかなと思います。これは要望です。 

 最後のすしの都ですね、もちろん組織をつくってすぐですので、一足飛びにというのは難し

いと思うんですけど、今日多分皆さんの御議論を聞いていて、都市ブランド創造局という組織

をつくるときに、やっぱり理念があって、何か北九州市をこういう町にしようとか、強みとか、

プロモーションみたいなところで局ができていると思うので、それぞれの事業というよりは、

例えばすしをフックにして、そこからじゃあ泊まる人を増やしていこう、どうつながっている

のかみたいなのが私たちに見えにくいので、今日、多分個別に聞いているけど、個別のことを

聞いているんじゃないというか、せっかくこの局ができて、１年間頑張ってもらったのがこの

決算だと思いますので、さっきのＸ方針の課題とかも整理されるときにも、北九州市のブラン

ド力をもっともっとこういうふうに高めていきますみたいなのが私たちに分かりやすいように

示していただければと思います。以上、要望で終わります。 

○主査（宮﨑吉輝君）森本委員。 

○委員（森本由美君）引き続き２点お伺いします。 

 １つは、地域スポーツの促進について伺います。 

 子供たちの部活の支援とか、そういうものはたくさん議論が出ているんですけれども、若い

ときにそんなにスポーツに取り組む機会がなかったり、部活と勉強の両立、私もそうですけど、

両立が難しくて、あまりスポーツをしなかったという人のために、成人になって、高齢になる

と、スポーツっていうのは健康に欠かせないと思います。 

 地域スポーツの振興、特に私が残念なのは、グラウンドゴルフとかいろんな大会は地域でも

あるんですけど、球技がなかなか、球技は昔やっていた人がやっていますけど、やりたいなと

思ったときに気軽に大人が入れないというか、そういう場も提供してほしいなと思ったりする

んですね。個人競技もいいですけど、やっぱりみんなで球技で盛り上がってっていうのも楽し
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いんじゃないかなって、私はなかなかそういう機会がなかったので、地域でいろんな行事には

参加しているんですけれども、高齢者だからちょっと危ないかなっていって球技の大会がなく

なったりしているんですよね。だからそういうのも一般向けにしていただけないかなと思って

いるんですが、昨年度、地域スポーツの振興をどのようにしたのかを併せてお伺いしたいと思

います。 

 もう一点は、ちょっと長くなって具体的な内容になるんですが、文化振興計画っていうのを

つくられて、基本理念、市民が文化芸術を身近に感じ、市民自身が文化芸術を支える町という

ことで様々な取組を進めています、改訂もされています。文化施設の維持管理と今後の在り方

ということでお話もいろいろ出ましたけれども、特に音楽に絞ってお話をしますと、音楽の拠

点施設は響ホール720席、今休館中のソレイユホール、2,000ですかね。そのほかにも芸術劇場

やひびしんホールやウェルとばたなどで使われています。市内の音楽施設、小倉南区も小倉南

生涯学習センターがあるんですけれども、ステージが音楽向けじゃなくて、小さ過ぎてなかな

か使えないということで、そこそこのコンサートを市民がやる場合もありますし、プロを呼ぶ

場合もありますけれども、市内の音楽施設が不足しているという声を聞いています。 

 それで、１点目は、ソレイユホールの要望がパイプオルガンがすばらしいものがあって、な

かなか動かせないということもあるので、やはり早く改修して、また再開してほしいという声

があるので、今どういうふうになっているのかを含めて、あと市民の声などが分かったらお聞

かせいただきたいと思います。 

 それと最後に、地域の文化芸術活動の推進ということなんですが、文化振興計画の第２部、

施策１のところの(1)のところに、また、市民が北九州市に活動の場を設けたい、作品制作や発

表したいなどの活動する際の様々な相談を受ける窓口も必要ですと書いています。 

 今回は具体的な、私も参加をしております城野の第九の合唱のお話なんですが、今24年目で、

今年で終了です。というのが、継続が難しくなったというお話を伺っています。その理由を聞

くと、まず１番目には、場所、会場がない。小学校の体育館とかでやりますけど、第九なんで、

12月で寒くてなかなか難しい。ほかのところの会場も、12月だとコンサートがいろいろかち合

っていて、そこそこの今私が上げました部屋が取れない、ソレイユホールは休館しているとい

うことで、会場がないのが一番の理由ですっていうお話でした。民間のところは高いですから、

なかなか借りられないということ。 

 それともう一つは、費用の面、プロのソリストを４人呼んで、１人はなかなか地元にいない

んで、東京からバリトンを呼ぶということです。それと、参加者が公募した一般の成人の方、

地元の小学校、市内の高校生に吹奏楽で伴奏してもらっています。ということで、会場でも練

習を２週間に１回しているんですが、それと別に、小学校に行って練習をしたり、高校に行っ

てまた吹奏楽の指揮者が行ってやったりっていうことでとても費用がかかる、それを覚悟でや

っていたんですけれども、やはり費用がかかるということ。 
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 それと、３つ目には、地域のそういう事業を運営するスタッフの高齢化、新しい方がなかな

か見つからないということ。 

 それと、４番目は、参加者の減少。これは、第九っていうのが昔は、24年前はあまり市内以

外にやっているところがなかったけれども、今はよその行橋でもやっていてということで、あ

と若い参加者がなかなか集まらないということで、いろんな複合的な理由があって、24年も続

いたものをやめるということで私はとても残念でなりません。 

 何とかできないかなと市に相談したのかも含めて、いろいろお聞きしたらもう難しいという

ことで結論は持っているようなんですけれども、例えば相談にそういうときに乗ってあげられ

なかったのかなって思うんですよね。せっかく続いてきて、地元の歌もできた、みんなで町ぐ

るみでやっている、そういうすばらしいものがなくなるということがとても残念だし、地元の

子たち、また、北九州市民としてのシビックプライドっていうものもやはり失われるのではな

いかということを懸念しております。 

 それで、局にお聞きしたいのは、そういう相談があったかということと、もし相談があった

ら何かできたのかなということをお伺いしたいと思います。以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）スポーツ振興課長。 

○スポーツ振興課長 まず、地域スポーツについてお答えいたします。 

 午前中は、ギラヴァンツの話でプロスポーツの話をいたしました。それも１つの柱なんです

が、この地域スポーツも市民の健康づくりにつながりますし、いろんな部分でのコミュニティ

ーづくり、これにも直結いたしますので、非常に重要なものだと思っています。 

 具体的にどういうことに取り組んでいるかということですが、先ほど中村じゅん子委員から

も生涯スポーツの話がございました。メニューとしては様々取り組んでおりますので、大きな

もの、小さなものを御紹介します。 

 一番大きいのは、１つは北九州マラソンがまさにそうでございます。市民が参加することに

よって、日頃から練習してみよう、友達も誘って一緒に参加しませんか、そういう走るきっか

けになるというのもございます。 

 今まさに各地で開催しております市民スポーツ大会というのがございます。これは、市民ス

ポーツ大会というのは、市のスポーツ大会という冠で、様々な競技でいろんな場所でいろんな

実施団体が中心になってやって、全体的に冠をつけて推奨している大会が、北九州市の５市合

併から60数回ずっと続けております。これは、総参加者、昨年度は２万2,894人と２万3,000人

ほどが参加しているという、これは競技種目の数でいいますともう60を超える競技種目がござ

いまして、本格的なバレーボールもあれば、レクリエーションバレーボールといって、ルール

がちょっと簡素化、ジャンプアタックは駄目ですよ、その代わり結構年齢を重ねても出られる、

できるという、そういうものもございますし、また、その競技の中にはインディアカとか、バ

ウンドテニスとか、そういうニュースポーツ、気軽にできるレクリエーションスポーツ、そう
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いうものもたくさんございます、グラウンドゴルフ大会も含まれてございます。そういう取組

もずっとやっているところでございます。 

 地域というレベルでいいますと、１つには、これは直接的には総合型地域スポーツクラブの

皆様が様々なスポーツの練習、これは子供だけじゃなくて、スポーツクラブによって大人を対

象にしたものもございますし、それに対して市ももちろん支援をさせていただいております。

レクリエーション協会は体操教室をいろんな体育館をやったりですとか。 

 あともう一つ、小さな現場でいいますと、各区単位でスポーツ推進委員というのを校区から

２名ずつ選出しております。そこも我々は支援しながら、校区単位でも町内単位でもスポーツ

を推進しているということでございます。以上でございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）文化芸術担当課長。 

○文化芸術担当課長 ソレイユホールの今後の進捗と、それから併せて城野の第九の合唱の件

で相談があったのかとまとめてお答えさせていただきます。 

 まず、ソレイユホールの今年度、今後の予定でございますが、令和７年度は施設の全般的な

調査を行うということで、今月２日に調査の契約を締結して、現在、調査業務を進めていると

ころでございます。 

 この中で、屋上等のく体関係、機械、電気設備、舞台設備等の劣化度など、対応が必要な箇

所の抽出、分析を行って、こうした調査結果を踏まえまして、今後、改修を行う場合の工事の

範囲とか費用、工事の規模などを検討していきたいと考えております。 

 あわせて、現在、文部科学省の事業を活用して、施設の運営手法について、民間事業者に対

するサウンディング調査も行っております。こうした調査も年度内に取りまとめる予定にして

おりまして、こうした結果を踏まえて、今後の方向性について検討していきたいと思っており

ます。 

 それから、合唱の解散に当たって相談があったかという点でございますが、文化企画課に直

接のお問合せはいただいてはおりません。そうした例えば費用に関する課題とか、いろいろと

継続に関する課題、様々なジャンルの文化団体の皆さんがいろいろと抱えていることと思いま

す。 

 １つは、北九州市文化芸術振興財団の中に相談窓口というのがございます。そうした関係者

からの様々な相談に対するワンストップの窓口ということで実施しておりまして、相談内容と

しては、助成金の紹介であったり、会場の紹介、広報など、幅広い相談に対応しているところ

でございます。 

 また、併せて文化企画課でも個別に相談がございましたら対応してまいりたいと思っており

ます。以上でございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）森本委員。 

○委員（森本由美君）ありがとうございます。 
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 地域スポーツについては、中村じゅん子委員のようにスポーツしている方だとそういう団体、

業界っていうか、情報が来ると思うんですけど、素人というか関係ないと市政だよりで見るの

が関の山っていう感じで、全く入ってこないので、また何かそういうのも分かるように、ホー

ムページで教えていただいたりとか、たまに市政だよりで特集とかをしてもらって、いろんな

スポーツができますよみたいなことで周知してもらったらありがたいなと思っております。 

 ソレイユホールについては、とにかく改修してまた再開するという方向で期待してよろしい

んでしょうか。そこのところだけ、多分そうだろうなと思うんですけれども、いかがでしょう

か。 

○主査（宮﨑吉輝君）文化芸術担当課長。 

○文化芸術担当課長 市内のいろいろな文化芸術の振興であったり、市民の皆さんの文化活動

の発表の場として、やはり2,000席規模のホールの存在というのはあることが望ましいものと考

えております。 

 ただ、調査結果を踏まえまして、検討を進めてまいりたいと思っております。以上でござい

ます。 

○主査（宮﨑吉輝君）森本委員。 

○委員（森本由美君）2,000人規模のホールがないので、プロの方のコンサートもやっぱり福

岡に、私も福岡に先日行きましたけど、いろんな楽しいものがあって、2,000人のところすらな

いんだと、本当に大きいメジャーな方って来ないだろうなと思って、すごい残念なので、早く

再開するように願っております。 

 それと、城野の合唱のプロジェクトの件なんですけれども、例えば相談した場合に、小倉南

区にあります北九州市立大学の体育館っていうのが冷暖房が効くそうなので、もっと早く相談

しとけばそういうのも使えるっていうことも、窓口に相談したらそういう調整とかアドバイス

もいろいろしてくださるっていうことになるんでしょうか。 

○主査（宮﨑吉輝君）文化芸術担当課長。 

○文化芸術担当課長 基本的には、例えば市内に７つの文化ホールがございまして、それが団

体の公演をするのにどういったところが適しているかといった御紹介をさせていただくことは

可能かとは思っております。もしかしたらその体育館も含めて、どこまでどういう情報がある

かは分かりませんので、把握している情報の中で御紹介、対応を進めさせていただければと思

います。以上でございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）森本委員。 

○委員（森本由美君）ありがとうございます。 

 文化振興財団に相談窓口があるというのを初めて知ったので、ぜひおつなぎしたいと思って

おります。長く続いてきたものがなくなる、一旦なくなるともう再開って無理なので、何とか

ならないかなと私も一参加者ながら思っておりますので、また御相談させていただきたいと思
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います。ありがとうございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）ほかにありませんか。高橋委員。 

○委員（高橋都君）日本共産党の高橋です。私からは大きく４点ほどお尋ねします。 

 初めに、先ほどから、午前中からずっと出ています美術館のデジタルアーカイブ化事業のこ

とについてです。 

 今回、これまでのミュージアムツアーを棚卸しで見直して、中止にして、オンラインミュー

ジアムツアーということで20校に対して試行実施をしたということですけれども、先ほどから

お聞きしていますと、本年度は20校で評判もよかったということです。しかし、実際に本物を

見るのとまた体験するのとは違うと私も考えております。 

 そこで、先ほどの議論の中から、今年は全校で行うとたしか言われたかなと思うんですけど、

これに対しての予算というか、それを教えていただきたいと思います。 

 次に、もう一つ、子供たちの文化体験育成事業というのがありますね、1,520万円ですかね、

これ事業費が今回上がっていましたけれども、その事業内容を教えてください。実際に文化体

験ということで、これまでのミュージアムツアーに代わるようなものなのかどうかということ

もちょっと気になるところなので、教えてください。 

 次、３点目に、今回の土地取得特別会計の中で、門司港地域の複合公共施設の整備事業につ

いてです。 

 これは、市民会館の部分が今回これに当たるのだと思うんですけれども、その経費として１

億2,000万円ということです。これは１階部分に旧門司駅遺構を、今後、展示するような計画に

なっているかなと思うんですけれども、令和７年、今年の３月３日には国の中央防災会議の中

で、南海トラフの津波想定区域にここが入っているということを伺っております。これまでは

高潮の議論はずっとしておりました、あそこが浸水区域に当たるということで議論していたん

ですけれども、それに対しての対策は取るというようなことでしたけれども、実際に今度は津

波となると、突然来ますので、それに対しての対策というのも考えなければならないと思うん

ですけれども、それに対しての設計変更とか、この位置の見直しとか、そういったものは考え

ているかどうか、教えてください。 

 最後に、門司港レトロのリニューアル事業のことなんですけど、これはトイレの改修工事も

入っているかどうか、教えてください。以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）美術館普及課長。 

○美術館普及課長 美術館から、今年度のこのオンラインミュージアムツアーに係る事業費と

いうことについてと、それから、文化体験事業に係るということでございますが、お答えいた

します。 

 今年に関しましては、昨年度、全てデジタルコンテンツを作成いたしましたので、そのシス

テムの維持をする費用として大体35万円程度がかかります。あとは人件費ということになって
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おります。 

 そして、子供たちの校外体験活動事業ですが、これはたんけん・まなび充実大作戦という名

前で教育委員会が実施している事業になりますけれども、こちらは教育委員会の事業でござい

ますけれども、私どもが聞いている状況では、小学校、中学校それぞれ学校に、施設見学をす

るバス代等を支給いたしまして、そして学校がどの施設をどういうふうに回るかを決めて、い

ろんな施設を回ることができる事業、そしていろんな文化施設等を回って本物体験をしていく

事業と認識しております。以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）文化芸術担当課長。 

○文化芸術担当課長 優れた文化・芸術との出会い創造事業について御説明させていただきま

す。 

 子供向けの文化芸術体験を創出するという事業でございます。この事業の中で、放課後児童

クラブでのクラシックを中心としたコンサート、それから、子ども文化ふれあいフェスタとい

う、子供たちに琴や日本舞踊などを体験していただくイベント、教育委員会を通じた小・中学

校で茶道や琴等の伝統文化体験などを実施しているところでございます。この事業の中では、

アートの側面というよりも、どちらかというと音楽であったり、伝統文化を体験していただく

という視点で開催しております。 

 それと併せて、門司港の複合公共施設、南海トラフ沖地震の津波の想定に対して設計の見直

しは行うのかというお尋ねがございました。 

 全体の施設の設計については都市戦略局とはなりますが、津波対策については国の災害に強

い官公庁施設ガイドラインにのっとり、災害応急対策活動のための代替拠点や避難場所の確保

を講じることにしているということ、それからまた、本施設は官庁施設の総合耐震・対津波計

画基準に基づき実施設計を行い、一般的な建築物に比べて高い耐震安全性を確保しており、今

回の国の被害想定に伴う対応の要否については、今後も適切に判断してまいりたいということ

を担当局から聞いております。以上でございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）門司港レトロ課長。 

○門司港レトロ課長 門司港レトロリニューアル事業施設更新について御答弁申し上げます。 

 こちらの事業は、関門海峡ミュージアムが該当でございますが、この施設が県との共同施設

となってございます。令和７年度は、経年劣化に伴います外壁、屋根等を中心とした改修工事

を実施しておりまして、そのためトイレの改修につきましては、県との調整がこの一連の工事

の中でつかなかったことから、令和６年度はトイレの改修はこの中では行ってございません。

以上でございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）高橋委員。 

○委員（高橋都君）ありがとうございます。 

 ミュージアムツアーなんですけど、令和６年度20校で1,198万8,000円、これは間違いないか
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なと思うんですけど、いいんですかね、この事業、決算額は。 

○主査（宮﨑吉輝君）美術館普及課長。 

○美術館普及課長 デジタルアーカイブ事業に関してはその決算で問題はございません。 

○主査（宮﨑吉輝君）高橋委員。 

○委員（高橋都君）それでは、今年全校で行うということなんですが、それで先ほど35万円と

言われたけど、もう一回数字を教えていただけます、間違いないですかね。 

○主査（宮﨑吉輝君）美術館普及課長。 

○美術館普及課長 システムの維持をする、館内のＶＲなどでありますとか、高精細画像とか

といった、そういったものを維持していく費用としてその費用がかかるということでございま

す。あとは会計年度職員を雇用しておりますので、その事業費、人件費がかかっております。 

○主査（宮﨑吉輝君）高橋委員。 

○委員（高橋都君）令和６年は20校で1,100万円かかって、今年度が全校で行っても35万円で

済むということで、意味がよく分からないんですけど。 

○主査（宮﨑吉輝君）美術館普及課長。 

○美術館普及課長 先ほどのデジタルアーカイブ化事業に関しましては、まず何よりも、その

事業のために使う空撮動画を作ったり、館内の作品をずっと見て回れるいわゆるＶＲですね、

子供たちがタブレットの中でずっと美術館の中を探索して、絵を大きくして見て回るようなＶ

Ｒのシステムを作ったりとか、そういった費用に、それとか高精細画像を撮りまして、非常に

本当にどれだけ拡大しても絵の詳細が分かるような絵をつくる、そういったデジタルコンテン

ツをつくる費用というのがそちらの費用になっておりまして、それに関しましては文化庁の補

助事業を活用してその金額となっております。 

○主査（宮﨑吉輝君）高橋委員。 

○委員（高橋都君）ありがとうございます。 

 一度つくればそれは全校に全部使えるということは、そこは分かるんですよ。 

 それで、ミュージアムツアーの棚卸しの見直しでこのときに2,900万円見直したわけですよ。

今回1,100万円使って、また今度それにまた新たな費用がかかるというわけなんですね。これを

考えますと、子供たち、先ほどから皆さんが言われているように、ただ映像で見るだけじゃな

くて本物を見ることが一番大事なんだ、体験、実体験が大事なんだということを言われている

かなと思います。 

 それで、私もこのアンケート調査を見せていただいたんですね。そうしますと、やはり皆さ

ん初めて見るもので、全体が分かってよかったとか、結構いい評価だなというのは感じたんで

すね。 

 ただ、その中で、時間が短かった、もう少し欲しいというのとか、機械のトラブルによって

タブレットが使えなかったとか、こういうデジタルだからこそ起き得るトラブルがあったとか、



- 63 - 

 

音が聞きにくかったとか、そういったものがあるのではないかなと思うと、やはりデジタルで

は味わえない本物っていうのがどれだけ大事かな、また感性という意味で、実際に目の前で見

るのとは全然違うかなと感じるんですね。ですから、これぜひ、今後、続けていかれるんであ

れば、私はこれをまた見直す必要はなかったじゃないか、もう一回再びミュージアムツアーを

また戻したらどうかなと考えるんですけど、それに対してはどうお考えになられますか。 

○主査（宮﨑吉輝君）美術館普及課長。 

○美術館普及課長 デジタルに関しまして、先ほど委員から御指摘がありましたように、多少

音が聞こえにくかったとか、そういったことがあったのは事実でございます。 

 ただし、これはシステムの問題というよりかは、学校のＩＣＴ化がもうちょっと進んでいく、

だから教員のスキルによって大分進み方というか、スムーズに進むかというのは変わっており

ましたので、そういったことも今後は小学校のＩＣＴ化を進めていくっていう上でも、このデ

ジタルのオンラインの形を続けていくということは、別な意味で重要なことではないかと私は

考えております。 

 そして、本物を見るということは本当に大切なことで、私どもも子供たちが本物を見に来る

ための取組というのは進めてまいりたいと思いますけれども、この間、教育委員会の先ほどの

本物を体験して施設を回る事業等も活用することもできますし、教育委員会がどんな体験が必

要かとか、自分たちがどんな体験が必要かということを考えて組むということが重要ではない

かと考えておりますので、そこのあたりは教育委員会とも連携しながら、どんな形の体験がい

いのかというのを考えながら検討していくことだと思いますけれども、デジタルはデジタルの

よさ、今のデジタルネイティブにとってはやはりこの体験が非常に面白く感じれる、美術館に

行って、本物を見るっていうのは本当に大事なんですけれども、それとはまた違う、美術館は

楽しいところだという体験になっているということは、今現在、やっている中でも教員に評価

もいただいておりますので、これはこれとして続けてまいりたいと考えております。 

 また、小学校だけではなく、ほかのインクルーシブ、なかなか美術館に来れない方々にもこ

のデジタルを使ったものっていうのは活用できていきますので、そういう形で活用の幅を広げ

ていきたいと考えております。 

○主査（宮﨑吉輝君）高橋委員。 

○委員（高橋都君）ありがとうございます。 

 デジタルはきっかけであったり入り口だと思うんですよ。それで興味を持って、わっ、やっ

ぱり行ってみたい、本物を見たいという子もいるかなと思うんですね。それで、先ほどの文化

体験の事業がありましたよね。あれもバス代を教育委員会が負担してということで学校が決め

るということなんですけど、これで美術館に行った学校ってあるんですか。 

○主査（宮﨑吉輝君）美術館普及課長。 

○美術館普及課長 今年度の事業ですので、まだ最終的な取りまとめは行っておりませんけれ
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ども、今のところ、予定では５校が来てくださるということになっております。そのほかに、

中学生の美術鑑賞教室などでも美術館には来ていただいているという状況でございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）高橋委員。 

○委員（高橋都君）ぜひこの事業を続けていただきたい、事業というか体験のそういうので選

べるということはこれはこれでまたいいことかなと思います。なかなか自分たちでは行けない、

いろんな体験もできるかなと思います。 

 でも、美術館というのはなかなかハードル高かったりとか、遠かったりとか、皆さんいろい

ろあるかと思うんですね。学校で行ければ一番ベストなんですけど、一度ＶＲで見たからとい

って、家庭で個人的に行くかってなると、それぞれの家庭の事情があったりするかなと思いま

すので、それができるかできないか、その体験に格差があってはいけないかなと私たちは思っ

ておりますので、ぜひミュージアムツアーを復活していただきたいということを要望しておき

ます。 

 それと、門司港の複合施設ですけれども、これは懇話会で今ちょうど話し合っているかなと

思うんですけど、展示方法で実際に床に埋め込んだりとか、個別にコーナーをつくるとか、い

ろいろ出ているかなと思いますけれども、今回のこのことで実際にそういう設計変更が絶対に

必要ではないかなというのを感じるんですね。そこに１階の部分の浸水区域につくるというこ

とでしたら、そこの場所が本当にいいのかというのは、ぜひこれはもう一度見直しの検討をし

ていただきたいということも要望しておきます。 

 それと、レトロなんですけど、これミュージアムって言われましたね、今回は。それで、ミ

ュージアムだけではなくて、レトロ地域全体に多くの方から女性のトイレが少ない、いつも並

んでいる、あまりきれいではない、まだ和式が少し残っているということもあって、今後、ト

イレをもっと増設する、そして、女性のトイレもそうですし、そういう計画があるのかどうか、

もし分かれば教えてください。 

○主査（宮﨑吉輝君）門司港レトロ課長。 

○門司港レトロ課長 今御指摘のとおり、確かにレトロ地区にはまだ和式のお手洗いが一部残

っているところでございます。この関門海峡ミュージアムにも和式のお手洗いが残っていると

いったところでございますので、まずは和式の洋式化、これを一番に進めたいと考えておりま

す。女性にも使いやすいお手洗いと、いろんな意味での皆様が快適にお過ごしいただけるよう

な観光地にふさわしいお手洗いといったところの視点も今後は踏まえまして、また検討を進め

てまいりたいと思っております。以上でございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）高橋委員。 

○委員（高橋都君）ユニバーサルトイレ、それもぜひ考えていただきたいということと、やは

り観光地ということで、インバウンドの方も多く来られると思うので、早急にトイレの整備を

要望しておきます。以上です。 
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○主査（宮﨑吉輝君）宇土委員。 

○委員（宇土浩一郎君）お願いします。 

 スシ＆キャッスル＋ステイ促進事業について、費用が412万7,000円で、すしを食べるプレミ

アムイベントを実施しました、効果を教えてください。 

 それと、市内すし店舗のガイドブック制作、これをどれぐらい作ったのかと、あと効果を教

えてください。以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）すしの都課長。 

○すしの都課長 まず、スシ＆キャッスル事業につきまして、すしを食べるイベントの概要に

ついてお答えいたします。 

 スシ＆キャッスルは、これは事務事業がスシ＆キャッスル事業ということで、決算が412万円

ほどってなっていまして、もともとこの事業の枠の中でスシ＆キャッスルの食のイベントをや

る予定だったんですけども、実は民間が昨年度手を挙げて、自分たちでやるということになっ

たので、我々は、これ民間の指定管理者なんですけども、それをＰＲをさせていただいており

ます。小倉城天守閣でも夜景を眺めながらすしを味わうというのがすし＆キャッスルでござい

ます。昨年度５月、６月、７月の３回にわたり開催しまして、１回目が市内の高級ずしと呼ば

れているところ、２回目が町ずしと呼ばれているところ、３回目が回転ずしと呼ばれていると

ころで、一応そういうバラエティーに富んだすし店に登壇いただいて、各すし店主さんが天守

閣を舞台に自慢の技を披露して、参加された方も非常に満足いただける内容であったものでご

ざいます。 

 日本初となるこの天守閣でのすし握り体験という取組でしたので、多くのメディアの方も取

材がありまして、北九州市のすしを市内外にＰＲできたということに加えまして、参加者の方

からも、非常に地元の食材がおいしかったであるとか、あと特別感があったとか、ロケーショ

ンがすばらしかったというような評価をいただいております。 

 その成果としましては、このようなメディアを通じたＰＲ、参加者の満足度、３回とも全て

満席になりましたので、そういったものがこのすし＆キャッスルのイベントの成果と考えてお

ります。 

 続いて、事業の中でのすしの都北九州協議会の会員店舗ガイドブックを作成しまして、それ

に合わせて、それをポータルサイトで見えるような形にしました。 

 その結果としまして、クーポンの売上げが630枚の売上げにつながったというのが成果だと考

えております。 

 冊子の枚数なんですけども、ちょっと今手元に数字がなくて、申し訳ありません。 

○主査（宮﨑吉輝君）宇土委員。 

○委員（宇土浩一郎君）今の話を聞く限りでは、うまくいっているっていう状況なんですよね。

４月からオープンして、まだ分かんないけど、うまくいっていて、これからも続けていくけれ
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ども、すしじゃなくて、ほかの焼き肉とか今さっきいろいろ出たけど、そういう方向にはなか

なか行かないんですかね。 

○主査（宮﨑吉輝君）すしの都課長。 

○すしの都課長 私どもが今考えていますのが、今までもほかのグルメ、北九州市が誇るグル

メはたくさんありますけど、そういったものは御承知のとおり、いろんな形でＰＲ、冊子を作

ったりであるとか、させていただいております。来た方々にも非常に、例えばレトロであれば

焼きカレーを召し上がっていただいたりとか、ウナギだったり、うどんだったり、焼き肉だっ

たりとかいろいろあります。 

 今、我々がすしをフックにと考えていますのが、お客さん、来た方の満足度を上げるだけで

はなくて、すしであれば宿泊も伴う、北九州市を旅の目的地として来ていただける方を新たに

呼び込めるんではないか、稼げる町、観光地としての効果を最大限発揮できる武器がすしでは

ないかと考えております。 

 そういう意味では、すしを私は１番バッターのように考えていまして、１番バッターが出塁

しないと２番、３番は出番がないということで、今ほかの食に関しましても、すしで来ていた

だければ、焼き肉などほかの食も食べる機会が増えますので、実際、先月、大阪でＪＲ西日本

と富山県と連携協定を締結してイベントをやりました。そのときに、旅行会社もそこの会場に

来られていまして、旅行会社がこの連携協定の締結をきっかけとして、それこそ大阪発北九州

市行き、すしを一緒に食べましょうと、同じく大阪発富山行きのすしを食べましょうというツ

アーの販売を昨日から開始したところです。そのツアーの中を見ますと、夕食に北九州市のす

しが含まれているのと併せて、途中の行程で門司港レトロも入っております。そういう意味で

はまさにすしをフックにして、宿泊につなげて、ほかの食にもつなげるような取組がやっとス

タートしたばかりという状況ではありますけども、今私どもの認識はそういったところであり

ます。 

○主査（宮﨑吉輝君）宇土委員。 

○委員（宇土浩一郎君）１番、２番、３番ずっと続いていけばいいと思います。以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）ここでしばらく休憩とします。再開は３時15分とします。 

（休憩・再開） 

○主査（宮﨑吉輝君）それでは、時間となりましたので再開いたします。伊藤委員。 

○委員（伊藤淳一君）私から、外国人観光客の誘客の推進といったところで質問したいと思い

ます。 

 行政評価の取組結果はおおむね順調というような評価をされております。先ほどの議論の中

でも出ましたけども、ＭＩＣＥ誘致に係る経済波及効果、これは設定した目標120億円に対し9

7億円と達成しなかったというものの、ＭＩＣＥの回数件数は289件と、これは令和５年度の26

3件を上回っており、積極的な誘致活動の成果が出ている、こういうことからおおむね順調だと
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いったような評価でした。 

 しかし、目標が120億円に対して97億円といったところを見ますと、到達率80％ぐらい、この

かい離は軽視できないと思うんですけども、今後の見解も含めて、この120億円に到達しなかっ

た大きな原因というのは一体どこにあるのかというところはしっかりつかんでおかなければい

けないと思いますので、その点についての説明をお願いしたいと思います。 

 インバウンドの誘致強化事業です。 

 この事業目標としては、外国人の観光客数及び外国人観光消費額というのがあるんですけど

も、これはまだ集計中ということですけども、ここが出ないと我々の評価もできないんですけ

ども、これはもう集計ができたんでしょうか、その点についてお伺いしたいと思います。 

 予定避難所となる体育館の空調設備、これは先ほども出ましたように、３か年かけて９か所

を整備していくんですけども、これはここでいいのかな、予定避難所ですから、私はどこかで

質問をしたことがあるんですけども、非常電源についてこの事業の中でどうしようとしている

のか。以上３点お願いします。 

○主査（宮﨑吉輝君）ＭＩＣＥ・メディア芸術課長。 

○ＭＩＣＥ・メディア芸術課長 ＭＩＣＥの経済効果について御説明いたします。 

 残念ながら、目標には届いてはおらないんですけれども、その背景といたしましては、１つ

はコロナ禍で大きく落ち込んだところの回復途上であるということ、それに加えまして、これ

もコロナの影響ではあるんですけども、コロナを契機に、国際会議とかはいわゆるハイブリッ

ド開催、オンラインの方が非常に増えておりまして、こちらに実際にお越しになるところでの

人数は苦戦している状況でございます。そうした会議の様式の在り方、こういったところが主

立った要因となっております。以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）インバウンド課長。 

○インバウンド課長 インバウンド強化事業に伴う最終的な数値目標の達成状況というとこ

ろでございます。 

 外国人観光客数につきましては、速報値ではあるんですけれども、令和６年分を公表してお

りまして、令和５年が26.9万人であったものが、外国人観光客数、令和６年については36.7万

人という形で、令和５年比で136％の増となってございます。うち宿泊数なんですけども、令和

５年が9.9万人だったところ、令和６年が15万人という形で約1.5倍の増加となっております。

コロナ禍以降の、順調に今のところ、その数だけを見ると回復基調にあると評価してございま

す。 

 一方、消費額につきましては、いろんな要素、各施設ヒアリング等がございますので、まだ

令和６年の最終的な数値というのが取りまとまって、積み上がっていないという状況でござい

ます。以上でございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）スポーツ施設担当課長。 
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○スポーツ施設担当課長 体育館の空調整備についてお答えいたします。 

 今回、予定避難所になっている体育館に空調設備を設置しておるわけですけども、その中で、

非常用電源につきましては従前のままの形になってございます。もともとついてございます非

常用電源の状況につきましては、今私どもで予定避難所になっている体育館が全体で12施設ご

ざいます。この12施設のうち、非常用電源を有しているものがうち11か所ございます。これに

つきましては、消防法上、新設のときに建設時に義務づけられております消防用の消火設備等

が稼働するようなための電源になってございますので、空調の稼働ということになりましたら、

基本的にはそのときの仮設等で管理者と協力して対応していくと、そのような想定になってお

るかと思います。以上でございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）伊藤委員。 

○委員（伊藤淳一君）最初のＭＩＣＥのところですけども、いわゆるコロナの影響がまだ大き

いんだといったような、それが一番大きな要因だというような御説明だったと思うんですけど

も、となりますと、ここは上昇見込みが、展望が明るいといいますか、そういったような見通

しができるといったような見方でこれはよろしいんですかね。 

○主査（宮﨑吉輝君）ＭＩＣＥ・メディア芸術課長。 

○ＭＩＣＥ・メディア芸術課長 昨年の2024年国際会議の統計を見ますと、国際会議協会とい

うところが毎年発表しているんですが、それによりますと、北九州市が日本国内で６位と非常

に追い風の状況でございます。この勢いを失わないように、より目標に近づくように努力した

いと考えております。 

○主査（宮﨑吉輝君）伊藤委員。 

○委員（伊藤淳一君）次の外国人の観光消費額というのをぜひ知りたいんですけども、ここに

至ってはまだ集計できていないということですけど、そしたらこれはいつ頃出るんですか。 

○主査（宮﨑吉輝君）インバウンド課長。 

○インバウンド課長 現在、まさに最終的な確認中というところでございます。誠に申し訳な

いんですけども、いろんな推計とかも重ねながら出していくものでして、できれば10月中には

公表できればと思っております。 

 ただ、１点説明が不足なんですけれども、観光消費額っていうのが一応インバウンドだけで

はなくて、市内の誘客全体の消費額という形で出しておりますので、基本的にはもう全体の額

というのを発表させていただくというものでございます。以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）伊藤委員。 

○委員（伊藤淳一君）その事業目標の中にそういう項目が入っているんですね。元来決算です

から、途中集約でもいいんですけど、出していただかないとこれ評価ができないやないですか。

いわゆるインバウンドの需要を見込んで市内の消費拡大を図るとか、市内の消費を上げていく

とかといったようなところで、ウエルカム北九州キャンペーンなんかもやっているんですけど
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も、このキャンペーンの内容についても実質その結果どうなのかといったところではなかなか

評価しにくい、しかし、事業年度のそういう目標事業でもあるというところから、この消費額

というのが入ってきているわけですから、一定のところとかの見込みでもいいから出してもら

わないと、これ評価できないですよね。そういったところでは今後どうなるんですか。10月頃

で遅い、毎年10月頃になるんですか、これ。 

○主査（宮﨑吉輝君）インバウンド課長。 

○インバウンド課長 そうですね、毎年10月頃をこれまで公表時期っていう形にさせていただ

いておりまして、我々も可能な限り前倒しできないかというところは作業等を進めておるとこ

ろもあるんですけれども、今年の見通しもそういったところでございます。以上でございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）にぎわい担当理事。 

○にぎわい担当理事 統計の関係なんですけど、国の宿泊数調査の統計が出てくる時期があり

まして、その統計が出てきてから経済波及効果というのを出していますので、どうしても10月

という時期になってしまうところでございます。以上でございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）伊藤委員。 

○委員（伊藤淳一君）事業目標の中にこの項目があるものですから、そのことが設定されてい

るわけですから、当然決算中にその結果が出てこないと分からないといったようなことですけ

ども、結構御足労もあるようですから、これは分かれば全議員の皆さん方に早めに出していた

だきたいなと思っております。 

 体育館の空調ですけども、これは私は本会議でも取り上げているんですけども、そのときは

どういう回答があったかというと、それ手元にはないんですけども、市役所の所有のＥＶ車を

そこに集結させるんだとか、あるいは業者との連携で対応するんだとかといったような回答が

そのときにはあったと思うんですけども、その後、そういった回答についてより整備された内

容があるのかどうなのかといったような意図があって質問したんですけども、その辺ではいか

がでしょうか。 

○主査（宮﨑吉輝君）スポーツ施設担当課長。 

○スポーツ施設担当課長 今の非常用電源の御質問でございますけれども、危機管理室等と本

会議での議論で、有事の際は、そういう今委員がおっしゃったようなＥＶ車を持ってきたりで

すとか、協定を市と結んでいる民間事業者との連携で対応するというなことが言われていると

いうのは私も認識はしてございます。今現状として、体育館で今それを何か常設で対応してい

るかというと、基本的には有事の際の対応をそういった形で取るっていうことをまず指定管理

者が体育館の場合は現場に従事して、有事のときはそういった要請に協力するっていう形で予

定避難所の指定を受けておりますので、まずは私どもとしてはそういった情報共有をしっかり

していくということになろうかと思っております。以上でございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）伊藤委員。 
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○委員（伊藤淳一君）予定避難所としての事業ですから、その辺についてはしっかり危機管理

室とも情報共有をしてほしいんですけども、例えば回答があったように、ＥＶ車を集結させる

って、じゃあ何台集結させるんだ、誰がするんだといったようなところまでもう決めておく必

要があると思う、その情報共有も必要だと思うんで、もう少し整備された形で整理してほしい

なと思っております。以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）では、引き続き本田委員。 

○委員（本田一郎君）北九州党、本田です。よろしくお願いいたします。私から数点お伺いし

ます。 

 まず、国際スポーツ大会誘致の件なんですけれども、私は執行部の皆様、スポーツ大会誘致

等々に関しては本当に御苦労されて、成果を出されていると感じております。 

 そこで、先ほど立山委員から、観光での経済波及効果の話が出ておりましたけれども、それ

がもしスポーツが入って、聞き間違いでなければ1,004億円とお聞きしたんですけれども、国際

スポーツの誘致での経済波及効果がどれぐらいなのかを教えてください。もしその中に含まれ

るようであれば、そこはもう割愛して結構です。 

 それから、スポーツ大会の誘致ですけれども、国際大会誘致の部分と、例えば北九州マラソ

ンですとか、国内の全国大会等々の大会での費用対効果の差を教えてください。 

 ２点目が、西日本・九州ゴールデンルートの件なんですけれども、これは関西、中国・四国

地方の自治体と連携とありますけど、先ほど山田委員からもこの質問がありましたけれども、

相互のどのような連携をした部分かだけ教えてください。 

 それから、インバウンド誘致化事業でありますけれども、様々な取組をされておりますけれ

ども、何が一番効果があったのかということを、１点だけで結構ですので、教えてください。 

 それから次に、若松体育館の改修事業の件なんですけれども、エアコン等が体育館と若松武

道場に設置されているんですけれども、利用者は電気代はかかるんですけれども、その利便性

ですとか、エアコンがついたことによって利用者の声がどのように届いているか、もし分かる

範囲で教えてください。 

 最後に、新規事業で北九キッズスポーツマンスプロジェクト事業がありますけれども、その

詳細と効果、それから、継続するのかどうかっていうことを教えてください。以上、よろしく

お願いいたします。 

○主査（宮﨑吉輝君）アーバンスポーツ担当課長。 

○アーバンスポーツ担当課長 国際スポーツ大会の経済波及効果についてお答えさせておい

ていただきます。 

 大きな大会で、昨年度、バレーボールネーションズリーグ、これは市の負担はなかったんで

すが、そういった大会も試算しております。バレーボールネーションズリーグに関しましては、

経済波及効果が23億7,800万円、報道等が数多く取り上げられておりますので、そのパブリシテ
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ィー効果として302億5,444万円っていう効果を得られております。 

 パルクール世界選手権も開催しているんですが、具体的に数値として計算しておりませんが、

その事業費の倍ぐらいが大体経済波及効果として見込まれておりますので、大体４～５億円程

度の経済波及効果になっていると想定しております。以上になります。 

○主査（宮﨑吉輝君）スポーツイベント担当課長。 

○スポーツイベント担当課長 北九州マラソンの経済波及効果はよろしいですかね、国内で言

われた、北九州マラソンの経済波及効果ですけど、前回調査が2023年大会になります。そのと

きの波及効果が９億7,660万円となっております。以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）インバウンド課長。 

○インバウンド課長 今のスポーツ部の説明の補足なんですけれども、そちらの数値っていう

のは、先ほど御紹介した1,004億円の中とは別建てでございます。 

 それから、あわせまして、お尋ねがございました西のゴールデンルートについて令和６年度

はどのような取組を実施してきたかというところなんですけど、西のゴールデンルートは、説

明申し上げたとおり、欧米豪がまずはターゲットになっております。東京インの大阪止まりっ

ていうところを何とか西に誘客できないかということで、これは連携の中では大がかりな連携

でございまして、自治体としては、合計市町村は政令市から県レベルまで48自治体が入ってお

りまして、そのほかＤＭＯとか民間事業者等も加入して、かなり大きな組織の中でやっている

取組でございます。 

 令和６年度については、大きな国内で開かれますインバウンド向けの展示会、ツーリズムＥ

ＸＰＯジャパンとか、そういったものに共同出展したりとか、あとは広域誘客ルートというと

ころ、というのが欧米豪のインバウンドについては、大体２週間とか10日以上周遊される方っ

ていうのが多いので、周遊範囲もかなり広くなってございます。そのあたり、一自治体だけで

はなかなかプレゼンテーションできないところもありますので、こういった広域連携の仕組み

を使って、一緒になって誘客ルートっていうものをデザインして、プロモートしているという

ような取組を進めてございます。こちらの取組については、本年度も引き続き関西万博等で引

き続きやっているところでございます。 

 それから、インバウンドの誘客は何が効果的かというお話がございました。 

 我々が分析している中で、今の西のゴールデンルートとも関係しますが、九州地域、西日本

地域というのは、ほとんどのインバウンドが東アジア圏からの誘客になっております。韓国、

中国本土、香港、台湾、大体その４地域で９割以上を占めておりますので、そういったところ、

多く来ている地域をまずはきっちり取りこぼしないようというところは視点として据えており

まして、中でも九州地域におきましては、福岡空港が入り口として約８割、入国の入り口にな

っておりますので、福岡空港から南とか西に行かせるんではなくて、北方面に何とか来てもら

えるよう取組を進めているというところでございます。 
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 それから、あともう一点については、北九州空港に国際直行便っていうところ、そこはキー

だと思っておりまして、コロナ前は韓国複数都市とか、台湾とか、中国本土とか、いろいろ路

線があったんですが、今は韓国便だけになってございます。そこを何とか充実させたい、これ

は我々の局の取組だけでは不可能ではございますけれども、というのが北九州空港に入ったイ

ンバウンドの方の９割方は小倉にまずは出てきますんで、そこはすごく大事な要素かなって思

っております。 

 それと最後に、やはり認知度、九州に行くとやっぱり別府とか、湯布院とか、阿蘇とか、そ

ういったところの認知度っていうのは、もう残念ながら、まだまだかなわないところがござい

ますんで、いかに地域的な認知度を上げていくか、あと観光スポットについても具体的なイメ

ージを個人旅行者向けにどういうふうに発信していくかというところはキーだと思っておりま

す。以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）スポーツ施設担当課長。 

○スポーツ施設担当課長 若松体育館の改修に伴ったエアコンのついたことによる利用者の

声ということでお答えいたします。 

 ここは、ほかの体育館も共通の基本的にはお話になろうかと認識しておりますが、やはり夏

場のエアコンがついたことでかなり利用関係がよくなったっていうのは私どももいろんなとこ

ろで声は耳に入ってきております。若松に特化したお話としましては、以前の委員会等でも一

部触れましたが、やはり若松体育館は結構バドミントン大会とかが多く使われているっていう

ところもありまして、やはり部分稼働によって一部アリーナの空気の流れを少しコントロール

しやすいような稼働方法ができないかと、料金にそれに合わせた方法ができないかっていうな

声が以前ございまして、今回、そういった料金設定もさせていただいたところでございます。

対前年度の年間利用者数とかを見ても、少し増えていっている傾向にはあろうかなと思います

ので、今後も引き続きそういった状況は見ていきたいと思っております。以上でございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）スポーツ振興課長。 

○スポーツ振興課長 北九キッズスポーツマンスプロジェクトについてでございます。 

 どういうことをやったかといいますと、昨年の11月にミクニスタジアムで、小学生、年長も

一部いましたが、小学生を対象に様々な種目のスポーツの体験イベントですね、まず触れても

らうという、そういう取組を行いました。北九州市スポーツ協会に運営委託をしましたので、

スポーツ協会に所属している11種類の競技の専門家が、ミクニスタジアムの11か所にエリア分

けをして、その中で一般参加の子供たち、小学生に順番に次の種目、次の種目と、皆さんが11

種目回れるように、芝生の上で走り回れるように、そういうスポーツ体験会、スポーツをする、

運動するきっかけづくり、そういうイベントを行いました。 

 参加者の数が、子供も342名、関係者、保護者等も500名以上で、全体で900名近く参加して、

とても楽しく盛り上がったというものでございますので、今年度もぜひやりたいと思っており
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ます。以上でございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）本田委員。 

○委員（本田一郎君）ありがとうございます。 

 まずは、国際スポーツ大会等々の誘致の件ですけれども、費用対効果はかなり経済波及効果

があるようでございますので、時間がないので、短くなりますけれども、引き続き現在のよう

に続けていただきたいと思います。 

 次に、西日本ゴールデンルート等々の件で、48の自治体等々で協議をしておられるというこ

となんですけれども、私も服部知事の例えば県政報告会ですとか、表敬訪問の際の議論の際に、

よく知事が九州が一つにならないといけないということを発信されているんですね。欧米の富

裕層とかから見た場合に、まだまだ九州の認知度も足りないということをおっしゃっていまし

たので、今この西日本・九州ゴールデンルートがございますけれども、そういった意味で九州

全体で取り組んでいただいて、福岡が今玄関口で80％と答弁がありましたけれども、3,000メー

トル延伸に向けて、ぜひともこの北九州市が九州のゲートウエーになるような仕組みをつくっ

ていただければと思います。 

 次に、インバウンドですとか、国内旅行もそうなんですけれども、北九州市の魅力といいま

すと、先ほどからもいろいろ質問もすしの都という形で出ておりますけれども、北九州市の食

の文化というか食っていうのは、かなり私はレベルが高いし、おいしいと思っているんですね。

実は先ほどからＪＡＭ広場にすしの都って大きく掲示されているということも出ていましたけ

れども、実は昨日、そこにおきまして、北九州市の料理グランプリが開催されまして、北九州

市の職人がそこで予選を勝ち抜いて決勝戦が行われました。午前中11時から12時が高校生の部

４組で、１時から２時までが予選を勝ち抜いた４名の方の決勝戦が行われたんですけれども、

その調理士協会の役員の方を中心に審査員等々もやられておりまして、これ北九州市の食の達

人が審査をして、その中に我が代表の中村義雄委員も審査員として参加をしていただきまして、

ありがとうございました。そういった意味では、すしは起爆剤としてやっていますけれども、

やはり食の都として、今そういった職人の皆さん、その中には当然すし屋もいますので安心し

てください、そういったところで職人の技術を磨くようなことを水面下でされておりますので、

そういった方々とも連携して、市内全体の食という部分の向上に向けて御尽力いただければと

思います。それはもう要望でございます。 

 それから、体育館でございますけれども、体育館ではないんですけども、武道場は私も年に

数回利用させていただいておりまして、柔道の大会が主なんですけれども、物すごく利便性が

高くなりまして、今柔道、剣道、空手、弓道等々が利用されているんですけれども、柔道にお

いても、５月の連休中は高校が30校ぐらい２泊３日くらいで錬成会をやったりですとか、北九

州市内の柔道の昇段試合は全てそこで開催されております。それから、春休みも試合があった

りとか、合同稽古をやったりとか、エアコンがつくことによってさらに利用者の数も増えてい
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ますので、それこそ経済波及効果も高くなったと思いますし、県外から、ある大学で弓道のチ

ームが合宿で利用したりということも実際にそのように行われておりますので、私も市民の声

として本当によかったなと思っております。 

 最後ですけれども、北九キッズスポーツマンスプロジェクト事業でありますけれども、とて

もこれはよい取組で、また、継続事業ということでありまして、今子供たちは塾とか習い事で

すとか、例えばスマートフォンの利用によって、かなり時間不足ですとか、室内にいる時間が

増加していっているんですね。また、少子化によって子供との仲間も減少しているっていう中

で、スポーツというのは、運動能力の向上もそうですし、自己肯定感の向上とか、精神的な成

長にも関わってくることでありますので、そういった子供たちの将来を考えた上でも、スポー

ツに対する取組ということは重要と思いますので、これも継続と先ほど答弁ありましたけれど

も、私からもまた継続していただくようにお願いしまして、終わります。 

○主査（宮﨑吉輝君）ほかにございませんか。有田委員。 

○委員（有田絵里君）日本維新の会の有田絵里です。よろしくお願いいたします。 

 今回、大きく２つテーマにして御質問させていただきたいと思います。 

 令和６年度について、まだ市民文化スポーツ局という名前だったと思うんですけれども、稼

げる町というよりは、当時の予算書を見ると、安らぐ町とか、そういうのをメインにしてイメ

ージしていた予算書でしたけれども、３つの柱で稼げる町っていうのをちゃんと掲げています

ので、そこを踏まえて決算内容を確認させていただければと思います。 

 １つ目は、北九州市漫画ミュージアムがこちらの所管なので伺います。 

 １つ目は、経営分析事業分析報告書を令和７年３月31日に出していると思うんですけれども、

そこで、令和４年度の文化関連施設の収支比率を拝見しますと、1,600万円の収入に対して支出

が２億2,500万円という結果で、収支比率が７％ということでした。令和６年度の収支比率につ

いても知りたいので、収入と支出、そして比率、それぞれ教えてください。 

 また、漫画ミュージアムについては、その資料を見ると、行政負担額が高いと評価されてい

ます。これについては、現在、本市として、稼げる町北九州市を目指していくために、令和６

年度までの取組を振り返ってどのように課題を認識されていて、今後の取組を検討されている

のか、検討状況を教えてください。 

 そして、この漫画ミュージアムを本市としては、都市ブランド創造局としては観光が入って

いますので、先ほど中村義雄委員からの御質問もありましたけれども、ターゲットとして、イ

ンバウンド誘致のための大事なコンテンツとして、これを考えているのかどうかっていう、い

ないのかっていう視点で１点教えてください。 

 続いて、令和６年度の行政評価の取組、これ引き続き漫画ミュージアムの件ですけれども、

これに関しては取組を拝見しましたが、今ＫＰＩが２つありました。現在、10万人の入場を目

標とする指標数ともう一つが漫画ミュージアムの認知度となっていましたけれども、こちらは
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目標値が50％に対して実績値50％で達成率が100％となっていましたが、まず、この２つ目、目

標に対してどのようにＫＰＩを測っているのかっていうところを、ざっくり過ぎて分からなか

ったので、ぜひよかったら内容を詳しく教えてください。 

 また、令和６年度のもともとの普及事業については、予算書を見ると、普及事業については4,

850万円となっているんですけども、この令和６年度の行政評価の表を見ると、予算額について

は5,690万円となっていました。もともと4,850万円と予算書にはなっているのに5,690万円、決

算書では4,629万9,000円となっているのに、これが5,265万6,000円となっていました、この金

額の違いを教えてください。 

 続いて、小倉城の指定管理の件について伺います。 

 令和７年２月18日付で住民監査請求について、令和７年４月18日に棄却の発表をされていら

っしゃるかと思います。この件について、これを発表したのは行政委員会事務局ですけれども、

小倉城の管理については都市ブランド創造局なので、確認させてください。 

 まず、指定管理者の管理運営に対する評価シートですが、ここに載っている数字は指定管理

事業として委託している業務であるため、その数字を載せているという認識で合っているかど

うかということを教えてください。 

 また、令和７年度の指定管理者の評価シートの中で、売店となっているんですけれども、恐

らくこちらはしろテラスのことだと思うんですね。こちらに売上げが載っています。これを令

和６年度の評価シートと比較すると、令和５年度の数字があからさまに違っています。令和７

年度のシートでは、予算782万円、決算が872万円、72万9,000円、令和６年度のシートを見ると、

予算が1,090万9,000円ですけど、決算が1,742万円と、同じ場所の数字が変わっています。これ

についてなぜ数字が変わっているのか、教えてください。 

 また、３つ目ですね。勝山公園、あさの汐風公園のところでは、自主事業の収入について、

これも同じシートに掲載されています。予算に対しての収入も載っています。もししろテラス

が指定管理業務でないのならば、自主事業として掲載されていなければならないと思いますが、

このあたりの整理をどうされているのか、教えてください。以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）漫画ミュージアム事務局長。 

○漫画ミュージアム事務局長 漫画ミュージアムの件についてお答えさせていただきます。 

 まず、収支につきましてですけれども、経営分析におきまして、経営分析報告によりますと、

漫画ミュージアムは、他都市の類似館との比較というところにおきまして、実は漫画を総合的

に扱う施設っていうのが国内で４施設のみになりますけれども、この中で、収支を公表してい

ますところが２館、私どもと横手市増田まんが美術館のみになります。ここで比較をいたしま

すと、横手市が1.0、入場者１人当たりの負担額が1.0に対しまして、北九州市漫画ミュージア

ムは2.4という形になってございます。 

 ただし、この中身なんでございますけれども、横手市増田まんが美術館は指定管理でござい
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まして、私どもは直営でございます。私どもはあるあるＣｉｔｙの中にございまして、家賃の

支出等、そういったものが支出の中にございまして、横手市はそういったところは指定管理と

いうことで家賃の支出がないということでございます。家賃の支出、こちらを同レベルで測り

ますと、実は2.4というところが1.7というところになるんですけれども、それでも収支改善と

いうところが我々としてももっと改善すべき内容であるという課題は認識をしてございます。 

 改善につきましては、市政変革の中では、現在、有識者会議で、運営形態を含め検討してい

っておりますけれども、短期的にも収支の改善、様々な形で工夫を行っているところでござい

ます。企画展の内容等を工夫しておりますとか、回数を減らして、会期を延ばして、その分の

支出を減らすですとか、そういった内容の改善はいろいろやっているところでございます。 

 続きまして、行政評価につきましてでございます。 

 実は、こちらＫＰＩなんですけれども、10万人というところで入館者につきましては、現在、

令和６年度が９万9,400人ということで、ただしこの認知度につきましてですけれども、実は5

0％という指標なんですが、こちらは広聴課の実施しております行政評価の中で、認知度の調査

をさせていただいているんですけれども、50％っていうのが、実績50っていうのが実は誤りと

いいますか、もうちょっと認知をしているとか、おおむね知っているっていう方につきまして

も、認知度につきましては実は80％、90％近くになってございます。 

 それから、ターゲットにつきましてですけれども、今までお越しいただいております漫画を

愛する方といいますか、図書館、それから、社会的な教育の機能も備えておりますので、今後

はインバウンドの方に向けてさらに誘致を進めたいということと、それから、不登校の方とか、

そういった方に対しての漫画をきっかけにした支援というのもニーズが多くなってございます

ので、そういったところもより進めていきたいと考えております。 

 それから、普及事業につきましての御質問についてでございますけれども、普及事業の予算

額に対して大きく決算額が増加しているという要因でございますけれども、こちらは企画展等

の中身につきまして、ほかの事業等から流用させていただいたというところがありまして、普

及に係る企画展を実施する上での委託費ですとか、昨今の物価が高騰しているというところも

ございまして、ほかの事業から流用させていただいて、企画展を実施したりというふうなこと

でございます。 

 もう一点だけ、令和６年度の収支比率についてでございます。 

 漫画ミュージアム全体で決算額が１億9,300万円ということで、この中で入場料収入が3,400

万円、それから、グッズ等の諸収入が1,000万円ございました。これをパーセンテージでいきま

すと約23％ということでございます。以上でございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）観光課長。 

○観光課長 今委員から、小倉城に関しまして３点ほど御質問いただきました、 

 指定管理者の住民監査請求の件、予算と決算のかい離、あとはしろテラスの件かと思います。
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私が今答弁にお答えするほどの材料を持ち合わせておりませんで、申し訳ありません。 

 しろテラスに関しましては、市では令和５年度に指定管理事業として当初させていただいて

おりました。ただ、このしろテラスは、非常に民間の創意工夫によって売上げが大きく向上す

るというふうなことが見込まれましたので、市政変革推進室とも相談をしまして、令和６年度

以降、自主事業という経緯がございます。以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）有田委員。 

○委員（有田絵里君）ありがとうございます。 

 先に小倉城から伺ってまいります。 

 ちょっと資料が今手元にないということだったので、また後ほどいろいろ教えていただけれ

ばと思います、お願いいたします。 

 令和６年度自主事業に振り替えられたということだったんですけれども、評価シートの中で

は、あさの汐風公園のところの自主事業は別に収入はちゃんと載っていた、自主事業です、こ

れはっていうふうにして載っていたので、そもそもの載せ方とか、これを見る限りだと指定管

理としての業務として委託しているものだって認識しましたので、公表しているものですから、

しっかりそこを分かるようにしておかないとこれ勘違いされるというか、よくないんじゃない

かなと拝見しております。数字が変わっていますので、改めてそれ確認をお願いいたします。

どちらも公表されている数字なので、全然違う数字になっているんで、これ市としてあまりよ

くない、これも勘違いというよりも、これは絶対に駄目じゃないかなと思います。もし変わっ

たんだったら変わったので、皆さんにきちんとお知らせしていただくべきだと思いますので、

必ずお願いいたします。 

 小倉城の指定管理の件についてなんですけれども、これもうわさ程度でのお話にですけど、

お金の問題がよく耳に届いてきます。指定管理として今お願いしていると思うんですけれども、

何かトラブルがちょこちょこ聞こえてくるんですが、市としては何かそういったところって把

握されていたりするんですか。 

○主査（宮﨑吉輝君）観光課長。 

○観光課長 指定管理者ですけども、やはり小倉城としろテラス、小倉城庭園、勝山公園、汐

風公園、幅広いところを管理していますので、かなり多くのスタッフを雇用として抱えること

になります。その中で、５年間の期間で指定管理をやるわけですから、やはりそれぞれいろん

なスタッフの方とちょっと摩擦、トラブルが生じたりということは報告を受けることはござい

ます。市として、指定管理のその裁量に当たる部分に関しましては、もう指定管理者の範ちゅ

うなんですけども、我々も、先ほど住民監査請求の話とかが出ましたけども、市のその方の権

限に関することで市がお答えしないといけないところのものに関しては真摯にお答えさせてい

ただいているというような状況であります。 

○主査（宮﨑吉輝君）有田委員。 
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○委員（有田絵里君）ありがとうございます。 

 市としても把握されてらっしゃるということだったんですけれども、経営状況を拝見してい

ましたら、かなり右肩上がりに収入等々もよくなっている、来場者数も増えている、すごい努

力をされているということはもうもちろん存じ上げている状態で、この間も教育文化委員会で

みんなで視察に行かせていただいて、本当に努力されているなというのをすごく認識しており

ます。 

 ただ、そういったうわさが漏れ聞こえてきているっていうのはすごく気になる部分ではあり

ますし、市としてお願いしているわけですから、そこは市の責任というところも多少は出てき

てしまうのかなと思います。なので、しっかりとその部分をきちんと対応していただけるよう

に、必要であれば指導ということは難しいのかもしれないですけれども、指定管理としてお願

いしている以上は、公的な場所ではございますので、市民の方々が使うに当たって、また、ほ

かのところに、ほかのインバウンド客もそうですし、ほかの県外の方々、観光客の方々が来ら

れるときもそうですけれども、安心してというか、来ていただきやすいように、そういった問

題というのはしっかり見ていただければなと思います。ありがとうございました。また、後ほ

どいろいろ教えてください。 

 次、漫画ミュージアムですね。 

 収支のことに関しまして、すいません、最初、収支を細かく教えてほしかったんですけれど

も、ちょっと分かりにくかったんで、またぜひ教えてください。 

 今後の取組につきましては分かりました。不登校、漫画をきっかけにして来てもらえるよう

な新しい取組等々も今ニーズが上がっているということで、そういった新しい取組というのは、

これは教育との協働になるのかなと思うんですけれども、しっかり進めていただければなと思

いました。 

 行政評価の取組に関して、ＫＰＩの在り方、これは先ほどの説明だとちょっと私は分からな

かったので、そもそものＫＰＩのつけ方としてそれがいいのか、市としての評価がそれで本当

にみんなが納得できるものになっているのかっていうのが気になるところがあります。50％、5

0％で100％ですって言われて、じゃあざっくりで分からなかったんですけど、結果返ってきた

内容が80％から90％でって、全然かい離した回答が来て、何のこっちゃって思いましたので、

ぜひよかったらこれ細かく、また後ほどで大丈夫です、教えていただければと思います。 

 普及事業についての評価指標、ここも数字が変わっている部分に関しまして、これ本市の決

算書、予算書を見た上で、これも行政評価のシートを見ています。ちゃんと普及事業です、こ

れって書いてあるのにもかかわらず、ここの数字だけがぽんと違うので、どっち、どう見てい

いのかが分からない。ほかの市民の方々が見てもはてなマークが出ると思うんですよね。これ

説明できないといけないと思うんですよ、そのときに曖昧な感じで返ってくると気になるので、

そこはきちんと説明できるようにお願いします。 
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 ここからはさらに入って質問なんですけど、この間、漫画ミュージアムに実際、先週、行か

せていただきました。私はもともと漫画も好きだし、アニメも好きだし、ゲームも好きだし、

がっつりそういう世代です。拝見しに行って、今２階では「鬼滅の刃」のコラボカフェがあっ

ていました。昨日ですけれども、ヤフーニュースで見たら、北米で１億ドル以上の興行収入で

今第１位となっていますというようなすごい見出しの内容があっていました。今、声優で鈴村

健一さんが観光大使になったということで、本当にすばらしいなと、やっと連携していろいろ

できるんじゃないかなとわくわくしたんですけれども。２階のコラボカフェに行って、わあ、

すごい、「鬼滅の刃」のいろんなグッズが販売していていいなと思って６階に行ったら、何にも

ない、もうびっくりしました。せっかくコンテンツとしてこんなに熱いものがあるのにもかか

わらず、Ｘで発信しているのを見たら、一部こういうふうに鈴村さんが観光大使になりました

のでということで発信だけされていて、その投稿だけ見たら、４月からの投稿の中で見ても、

リポスト数も、ビュー数も、いいね数ももう１位、２位、３位を争うぐらいのビュー数なのに

もかかわらず、そこが全然推されていない、北九州市として何を推していきたいのかなって、

漫画ミュージアムというすごいいいコンテンツを持っているにもかかわらず、連携もできてい

ないし、せっかくのコンテンツをもったいないようにしていないかなって私は正直思っていま

す。もっとできる広報の在り方とかがあってもいいと思うんですけれども、先ほど言っていた

キラーコンテンツとして、今後、漫画ミュージアム、漫画っていうのをもっと推していきたい

と思われているんだったら、もっと北九州市として本気で取り組んでいく気持ちがあるのかど

うかっていう部分を改めて教えていただきたい、時間がないので、そこだけ教えていただきた

いです。 

○主査（宮﨑吉輝君）にぎわい担当理事。 

○にぎわい担当理事 先ほども少し答弁させていただいたんですけど、漫画、アニメ、そうい

ったポップカルチャーというのは、本市が持つ非常に魅力的なコンテンツと思っております。

先ほど鈴村さんの話も出たんですけど、今回、観光大使になりまして、100万ビュー以上のＳＮ

Ｓの閲覧件数になっていたんですけど。 

○主査（宮﨑吉輝君）時間となりました。ほかにありませんか。柳井委員。 

○委員（柳井誠君）よろしくお願いします。 

 午前中の議論とも午後の議論とも重複して申し訳ないんですけども、３点お伺いします。 

 １つは美術館のことです。 

 ８月初旬に美術館に行って、普及課の課長からの説明も受けました。令和６年のオンライン

ツアーで20校で約1,000人の子供が参加されて、今年は小学校４年生全体がオンラインツアーに

取り組むとなっておるとのことです。 

 一方、事業見直しのときに直接鑑賞することが重要だということで、議会の意見書が出たり、

また、今日もその議論がなされております。先ほどの答弁では、今年からですかね、アラカル
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ト方式による校外の体験学習で、美術館を選ばれて行った子供たちは学校数で５校ということ

で、８月からあまり変わっていないなと思って、９月に入ってもなかなか進んでいないんだな

と思ってがっかりしたんですけれども。この水準でいくと、120小学校の中で、年間10校程度に

とどまって、成長期に貴重な美術作品を直接見学する体験というのができない子供たちがたく

さん生まれてくるのかなという気がしております。 

 それで、オンラインツアーそのものはドローンを使って、磯崎新さんの建築物の全体像を撮

影したり、作品そのものを非常に精密に映し出している、それはすばらしいものだと思って、

評価も９割を超える方、先生、子供たちが高い評価をされております、それはもう前提なんで

すけれども。 

 ただし、ディスプレーに映る、幾ら細かい画像にしても、ディスプレーはディスプレーのこ

の小さな画像の中でしか映らないので、全体像を目の前にして感じるという体験というのは、

本当に促進していただきたいと思っているんですね。 

 そこで、お伺いしたいのは、今の到達点、だからアラカルト方式による美術館への子供たち

の見学が、私は低い水準にとどまっていると思うんですけれども、教育委員会や学校への働き

かけはどのようにされてきたのか。また、今後、あと半年ありますので、強めていただきたい

と思いますけれども、そういうお考えがあれば聞かせていただきたいと思います。 

 ２つ目は、インバウンド誘致アクションプランに関連して目標が立てられておりまして、取

組期間前半にそれぞれの指標が北九州市のピークの外国人観光客数、2018年水準になることを

目指すということで、具体的には日帰り外国人40万人、宿泊30万人以上を目標にしております

ね。先ほどの令和６年の速報値によりますと、日帰りが22万人で、宿泊は15万人で、これは37

万という内数ですから、ざっと日帰りも宿泊も25年目標の半分の到達まで頑張ったと、こうい

うことだと思うんです。 

 そこで、令和６年の実績の評価、それから、令和７年前期目標の見通し、今半年たちました

から、令和７年が、そして、もしこの目標値とかい離している状況が予想されるならば、アク

ションプランの令和９年の目標にも影響していくんじゃないかと思うんで、そこはどのように

されるのか、お考えを聞かせてください。 

 それと、インバウンドの枝のところで、今後の対策強化をＸ会議でも議論されているわけで

すけれども、同じような環境にありながら、ベンチマークをしているほどの強みのある熊本市

と比べて、本市が、今後、強化すべき点について、お考えがあれば、たくさん資料には書いて

いますけども、短い質疑の時間なんで、特にこれはというのがあったら聞かせていただきたい

ということです。 

 ３つ目の質問は、これも既に議論がありましたすしを含む地域文化の総合的振興についてと

いう附帯決議も出ておりまして、具体的な事業を令和６年度はすし＆キャッスル事業の効果に

ついては、繰り返しは要りませんけども、先ほどから議論があって、説明もありました。 
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 それで、議会の決議としては、一つの食文化だけを前面に出した観光振興策では総合的な振

興にはつながらないと、体系的かつ継続的な食文化振興策が必要で、かつて何年か前まであり

ました食の魅力創造発信室のような体制整備が必要ではないかという議会からの附帯決議が出

ております。それに照らして、３名のすしの都課の選任体制と、それとほかの部局からの兼務

体制では、私はこういう体系的な組織というのは、これでは完成しないだろうと思うんですが、

全体としてこの組織体制強化で美食の町実現の体制整備の計画はいつ示されるのか、教えてい

ただきたいということです。お願いします。 

○主査（宮﨑吉輝君）美術館普及課長。 

○美術館普及課長 教育委員会の事業に対して、どのように私どもが働きかけを行ったのかと

いうことについてお答えいたします。 

 美術館としましては、この教育委員会の事業で多くの方に学校に来ていただきたいと考えて

おりましたので、全校にお手紙を発出しまして、これまでミュージアムツアーでやっていまし

たガイドつきの２時間ぐらいかかる堪能コースと立ち寄るだけでもいいのでという短いケース

のパターンと両方のパターンを私どもはお受けしますので、ぜひいらっしゃってくださいとい

うようなお手紙は全校に発出させていただいております。 

 ただ、もともとこの教育委員会の事業自体が３月に決定いたしまして、それからいろんな制

度設計ができて、６月ぐらいにやっと各学校にいろんな通知が行っているような状況でもあり

ましたので、どうしても考える期間とかがすごく短くて、夏の段階でもまだ教育委員会はなか

なかいろいろ学校がどこに行くかというのが把握が全部は来ていないというようなこととかも

ありましたので、来年度はもう少し早い時期に、そういった私どもに来てくださいというよう

なお願いもやっていきたいと思いますし、遠足とか、ああいった形でも構いませんので、ぜひ

美術館にというようなことを小学校の教育委員会を通じて学校に連絡していきたいと考えてお

ります。 

○主査（宮﨑吉輝君）インバウンド課長。 

○インバウンド課長 まず、インバウンドアクションプランの中間目標、それから、現況、見

通しについてのお尋ねがございましたので、まずはそちらから回答させていただきます。 

 先ほど御紹介のとおり、外国人観光客数は令和６年36.7万人、宿泊数は15万人ということで、

それぞれ対前年比1.36倍とか1.5倍とかというところなんですが、中間目標の令和７年というの

が70万人と30万人ということで、両方とも200％の伸びっていうところが、目標上では課せられ

ているというところでございます。正直申し上げて、なかなかこの目標っていうのはかなり状

況が変化しない、好転しない限り厳しいんですが、近づけるよう当然我々っていうのは打ち手

を地道に打っていくっていうところは重ねていきたいと思います。 

 まず、認知度アップ、なかなかインバウンドの方にとって、北九州市の都市名からイメージ

するもの、そもそも北九州市っていうのが都市名なのかどうかっていうところもございますし、
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北九州市からどういうふうな観光的な魅力を想起していただけるか、それはスポットであった

り、食であったりすると思いますけれども、そのあたりの発信というのは引き続きやっていく

っていうところ。 

 それから、アクションプランを策定した段階では、もう少し国際線直行便というところも回

復しているのかなとは思っておったんですけれども、まだ韓国便のみというところでございま

して、そのあたりっていうところがなかなか状況が思うように回復していないところの一因か

なと思っておりますが、ただ熊本を含めて、福岡都市圏、九州にはかなり多くのインバウンド

の方が来ておりますので、何とか福岡都市圏から取り込む、どうやったら取り込めるかといっ

たところは引き続き力を入れてまいりたいと考えてございます。 

 Ｘ会議におきまして、そのベンチマークとして、熊本市との比較というところもありました

けれども、今申し上げたところの逆というか、熊本市については、なかなか熊本といえば、ま

ず、熊本という都市名が認知されているとか、熊本といえば何だっていうところが、結構グル

メにしても認識されているというところ、それからアンバサダーのくまモンっていうのは、こ

れはばかにできない非常に大きな要素かなとも思っていますし、あとは最近熊本が伸びている

一因として、ＴＳＭＣの関係で台湾からの観光客がかなり伸びております。宿泊を含めて伸び

ておりますので、少しそこら辺はなかなか我々が追従するっていうところは厳しい点もありま

すが、ただ熊本をベンチマークしながら、我々としても北九州市と言えばこれであったりとか、

一目で行きたくなるようなビジュアルというか、イメージであったりとか、そういうところを

地道に発信、開拓してまいりたいと思っております。以上でございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）すしの都課長。 

○すしの都課長 すしの都の取組、ひいては美食の町への体制整備をいつ示されるのかという

ことについて御答弁いたします。 

 まず、今年というか令和７年度予算を上程させていただく際に、議会から附帯決議をいただ

きまして、先ほど委員がおっしゃったように、美食の町を標ぼうするのであれば、単発的な事

業の実施だけでなく、体系かつ継続的な食文化の振興が求められるというような話がありまし

た。そして、４月１日にすしの都課が設置されたわけですけども、この中には、食全般の振興

窓口であるサービス産業政策課、あるいは１次産業所管する水産課、農林課、あとは海外から

の誘客を促進するインバウンド課という４つの課に兼務の発令がされて、それぞれがすし、ひ

いては食を観光視点で取り込んでいくんだというような布陣に今現在なっております。 

 すしの都でおいしい町という認識が、今取り組んでおりますけども、今後、これが広がって、

実際にこれですしを目的とした宿泊客、あるいはすしを目的とした海外からの来訪であったり、

いろいろ今後の効果、様々な面での効果というのが出始めたときに、これは私どもの所管では

ありませんで、総務市民局にはなりますが、新たな体制整備というものがつくられるものと考

えております。 
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○主査（宮﨑吉輝君）柳井委員。 

○委員（柳井誠君）すしの都の将来がそうなったらいいですね。 

 それで、私はすしそのものをフックにしてというのは、議論はいろいろあったけど、それを

否定しようとかそんなつもりは毛頭ないんですが、体制という点では、もっと力を入れている

よその都市、食文化において、そういう体制を構築しているところもあるんじゃないかと思っ

ていろいろ調べてみました。 

 当然私は議員ですから全部は調べ切れていないんですけども、例えば新潟ですと、あそこは

米を中心とした食文化の最高峰というキャッチフレーズで、新潟市食文化創造都市推進会議と

いうものを立ち上げておりますね。それは、例えば推進委員の中には、新潟食料農業大学教授

が入っていたり、公益財団法人の事務局長が入っていたり、それから、新潟市からは農林水産

部の部長が入っておったり、そして、推進会議に議会の議長、副議長も入っておる、そういう

体制と事務局の市の事務局体制、それから、その下に団体、企業、個人の幅広い層の会員がい

て、そして、提案をし、審査をして、決定していっているんですね。そのようなところを目指

して、これが最高かどうか、新潟に行ったこともないんで分かりませんけれども、ぜひ組織を

強化していっていただきたいということを要望しておきたいと思います。 

 それで、インバウンドの関係ですけれども、Ｘ会議でも御存じだったとは思うんですけども、

会議のテーマにはしなかったことで、おもてなしの対応という点で熊本などとの違いで気がつ

いたのが、質の高い通訳ガイドのおもてなしをやっているんですね。具体的には、熊本市は、

通訳案内士法が平成30年に施行されて、令和４年に熊本市地域通訳案内士育成計画を策定して、

環境庁長官の同意を得て、令和５年からこの取組を始めて、その通訳育成には40時間ほどの研

修プログラムでレベルも通訳で、さっき言われたようにＴＳＭＣの関係で中国語のインバウン

ドが７割を超えていますんで、中国語検定２級以上、英語では検定１級以上という方に応募の

資格があると、それに行政が関わって、養成の取組をやっているということでありました。 

 これと似ているのかどうか分かりませんけど、京都でも認定通訳ガイドを広く京都市、宇治

市、大津市、観光協会などの公社や公共財団と一緒にやっていますし、広島でも一般社団法人

がガイドの養成に取り組んでおります、ここは８か国語で取り組んでるということです。 

 こうした今まであまり我々の知らなかった通訳でのおもてなし、人間と人間の関係で温かい

北九州市の市民の気持ちを伝えるという大事な役割があると思うんですね。北九州市も取り組

んではどうかと検討していただきたいんですが、見解があればお答えいただきたいです。 

○主査（宮﨑吉輝君）インバウンド課長。 

○インバウンド課長 委員御案内のありました通訳案内士につきましては、こちらは国家資格

でございまして、プロの通訳ガイドで、そもそも我々北九州市にも観光ボランティアという方

はいらっしゃいますけれども、そちらはもうあくまでボランティア、通訳案内士っていうのは、

基本英語の登録者数が大半なんですけれども、もうかなりの言語レベルを求められる方々でし
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て、通訳案内士、いわゆるガイドっていうのは、最近、観光の内容、質がかなり高度になって

きて、コト消費とか、体験型観光、それを行うに当たって、どうしてそうなっているのかって

いう背景を知るっていうところに当たっては、そういった通訳案内士の方の力っていうのは非

常に今後、ますます重要なってくると思っております。 

 福岡県におきましても、九州通訳・翻訳者・ガイド協会っていうところがございまして、来

年２月には世界ガイド連盟の総会等も福岡で行われて、一部北九州市にもエクスカーションに

いらっしゃるという話もありまして、そこら辺のプログラムを通じて、地元の通訳案内士の方

とも我々は今ネットワークを持ちまして、そういったところというのは今後どういうふうにし

ていけば、質的な観光客の満足度が上がることにつながるかっていうところも含めて研究して

まいりたいと思います。以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）柳井委員。 

○委員（柳井誠君）ぜひ研究していただいて、インバウンドの方たちが温かい北九州市のおも

てなしに触れて、リピーターとなってくださるように取組を強めていただきたいということを

要望して、終わりたいと思います。 

○主査（宮﨑吉輝君）ほかにありませんか。小宮委員。 

○委員（小宮良彦君）まるまる戸八会の小宮です。最後20分よろしくお願いします。６点ほど

あります、お願いします。 

 ＴＯＫＹＯ ＧＩＲＬＳ ＣＯＬＬＥＣＴＩＯＮ北九州に関わる3,500万円の内訳と経済波

及効果がどれくらいあったか、教えてください。 

 次に、指定管理者評価に関わることです。 

 中間評価の欄にミクニワールドスタジアム北九州、株式会社ウィンドシップ北九州、Ｃ評価

でしたが、Ｂに届かなかった点はどのあたりで中間評価としてされたのか、教えてください。 

 次が、稼げる町ということで、ミクスタ、御存じのとおり、ネーミングライセンスで稼いで

います。ほかにも、都市ブランド創造局所管の建物、北九州メッセや国際会議場等、ネーミン

グライセンス等を予定している建物、収入増を考えられるようなことがありますでしょうか。 

 それと、午前中も立山委員がお伺いしましたが、ギラヴァンツ北九州の試合を一試合でも本

城競技場でということは私は予算特別委員会でもちょっと触れさせていただいたんですけど、

これに関わる、御答弁いただいた中で、お手洗いのことやボードのこと、そしていろんな面の

交通アクセス等ありますが、幾らかけたらそしたらできるのかということを教えてください。 

 あと修学旅行ですね。修学旅行に対して、１年間で何校この北九州市に宿泊して修学旅行を

してくれたか、教えてください。 

 最後に、明るい話題で、本市の北九州市立高校出身の藤井菜々子さんが世界陸上東京大会で、

日本人で２人しかいないメダリストのうちの一人に、頑張って銅メダルを獲得しました。僕が

確認できていないだけかもしれませんが、戸畑区の北九州市立高校出身で、駅にもどこにもお
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祝いの横断幕とかが全く見受けられません。何か応援というか、お祝いの横断幕とか、考える

ことはできませんでしょうか。できたら、これもう部局が違うんですけど、今止まっているウ

ェルとばたの前のあのエスカレーターをちょっと養生して、あそこ斜めに縦向きに横断幕をつ

けるとか、部局が違いますけど、考えて、北九州市立高校出身の方が銅メダルを取ったという

ことは、本市にとってもすごく喜ばしいことですので、お考えがあるか、教えてください。以

上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）ＭＩＣＥ・メディア芸術課長。 

○ＭＩＣＥ・メディア芸術課長 ＴＧＣについてお答えさせていただきます。 

 ＴＧＣ北九州は、昨年までに８回、今年は来月で９回目の開催を迎えるわけなんですけども、

当初から一貫して3,500万円の予算を計上しております。これの内訳なんですけれども、この3,

500万円の負担金という形で予算計上しておりまして、こちらを地元企業や行政で構成する北九

州都市集客推進委員会っていうところにお支払いをしております。そして、そこからＴＧＣ実

行委員会にそのまま3,500万円が流れているということで、じゃそのＴＧＣ北九州の中のどの部

分にこの3,500万円が使われているのかっていうのは色がついていないので明確に申し上げる

ことはできないんですけども、ＴＧＣ北九州の中には北九州ステージというものがございまし

て、10分から15分ほどの北九州市のＰＲをするようなステージなんですけども、私どもの理解

としては、おおむねその部分に当たって、北九州市のＰＲに資していると考えております。 

 それから、経済効果ですけれども、昨年、2024年10月に開催されましたＴＧＣ北九州2024に

おきましては、経済効果とあとパブリシティー効果、これを合わせまして23億2,000万円の効果

となっております。以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）スポーツ施設担当課長。 

○スポーツ施設担当課長 ミクニスタジアムの指定管理の評価のことについてお答えいたし

ます。 

 今回評価の総合得点が、今回の中間評価では67点ということで、これは全市的な評価の基準

にのっとって私どもは評価をしてございます。60点から70点未満がＣ評価ということで、適正

に管理運営されているっていう評価には値しますので、決して劣っているというところで評価

しているわけではございません。 

 お尋ねのＢに至らなかった部分っていうことになります。これはあくまで総合評価の点数に

よってということになっていますので、この部分がっていうことでは一概には言えませんが、

例えば評価項目が幾つかある中で、配点が多いところでいいますと、設置目的の達成度合いと

いうことで、やはり定量的な指標が、年間の利用者数ですとか、稼働日数とかということで、

どうしても施設の場合、そういった指標が設定されております。ここに客観的に言えば、届い

ていれば、上回っていれば、この部分が例えばＢとかという評価なるんですが、スタジアムの

場合は貸し館で少しほかの施設とは違う特殊性もありまして、人数等は届いていない部分もあ
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りますが、稼働はある程度目標値を上回っていることで、ある程度先ほど言いましたＣランク

の適正に管理がなされているっていうところの評価にとどまっているということでございま

す。以上でございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）総務課長。 

○総務課長 ネーミングライツについて御説明させていただきます。 

 都市ブランド創造局所管で活用させていただいているネーミングライツ関連の施設が、文化

施設が２施設、それから、観光施設が３施設、スポーツ施設が６施設の計11施設ございます。

金額ですが、令和６年度決算額で合計4,102万5,000円、これだけの金額が収入として入ってお

ります。今のところ、新しく新規でネーミングライツの施設を活用するという予定はございま

せんけども、ネーミングライツ自体、市にも企業にも市民の方にも利益がありますので、積極

的に活用していきたいと考えております。以上です。 

○主査（宮﨑吉輝君）スポーツ振興課長。 

○スポーツ振興課長 本城陸上競技場でギラヴァンツの試合をという話でございます。 

 本城でギラヴァンツの試合をという要望は以前から出ておりましたので、これまでギラヴァ

ンツ北九州と私どもで事務レベルで意見交換をしたことはもちろんございます。その中で出て

きた様々な課題が午前中に申し上げたものになります。 

 これ実際にＪリーグの公式戦ということになりますので、試合の環境整備をしたり運営する

のは、もうこれはギラヴァンツ北九州になります。なので、現状はギラヴァンツ北九州からそ

れに伴うような必要な経費、その積算見積りはまだ聞いていないところでございます。以上で

ございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）インバウンド課長。 

○インバウンド課長 来北修学旅行生の内訳というか、宿泊についてお尋ねがございましたの

で、その点回答させていただきます。 

 令和６年次、年度ではなく、令和６年次、修学旅行全体が6.8万人と御紹介しましたけれども、

令和６年次におけるそのうちの市内の宿泊に結びついたものは約3,000人でございます。これは

やはり市内のホテルの形態がどうしてもシングルルーム、ビジネス向けであったりとか、あと

先般申し上げましたように、八幡ロイヤルホテル、あちらがないということで、今体験型の修

学旅行を北九州市でして、泊まりは宗像の元の玄海ロイヤルホテル、あちらに泊まられるとい

うパターンも多いと伺っております。 

 そのほか、最近の面白いトピックとしては、お金がどんどんどんどん都市部を中心に上がっ

ていますんで、関西以東の学校とかは、フェリーで１泊して、北九州市に入って、北九州市で

体験学習をしてっていうようなパターンも旅行会社からヒアリングで伺っております。以上で

ございます。 

○主査（宮﨑吉輝君）スポーツコミッション担当課長。 
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○スポーツコミッション担当課長 藤井菜々子さんのお祝いに関する横断幕等についてお答

えします。 

 スポーツ振興課では、昨年、パリオリンピック・パラリンピックのときも、北九州市ゆかり

の選手のお名前を書いた横断幕等を掲げさせていただいたんですけど、こういったものは行政

がつくる場合もあれば、その選手の出身学校とか、所属する企業、チームがつくるときもあっ

て、そこの辺が統一されていないところはございますけども、今回の藤井菜々子さんのお祝い

に関する横断幕についても、一度学校側と相談させていただきたいと思います。以上でござい

ます。 

○主査（宮﨑吉輝君）ＭＩＣＥ・メディア芸術課長。 

○ＭＩＣＥ・メディア芸術課長 すいません、１点訂正させていただきます。 

 先ほど経済効果は23億2,000万円と申し上げましたけども、正しくは27億2,000万円でござい

ました。失礼いたしました。 

○主査（宮﨑吉輝君）小宮委員。 

○委員（小宮良彦君）御丁寧にありがとうございました。 

 ＴＯＫＹＯ ＧＩＲＬＳ ＣＯＬＬＥＣＴＩＯＮについては分かりました。一回実行委員会

にお金が流れるということで、そこからの内訳、完璧な詳細は分からないであるものの、27億

円という経済波及効果が生まれているということで理解しました。 

 指定管理者について、株式会社ウィンドシップ北九州、中間評価でＣ評価、利用回数とか、

そのようなものはもうほとんどＪリーグの集客とかも関係してくる可能性も点数評価であるか

もしれませんが、できるだけＣ評価、ぎりぎりオーケーですよという段階と思いますので、Ｂ、

Ａを期待します。ここで言ってもあれなんですけど、期待できるように支援するなり、指導す

るなりしてください。 

 ネーミングライツに関しては、今後も必要なこれ稼げる一つの戦略とも言えますので、今後

とも、いけそうなところ、企業側も大きなお金をかけて命名権を買うわけですので、あとは市

民の財産の建物でもありますので、そこのやり取りは部局がしっかりやっていただけるものと

思っておりますので、よろしくお願いします。 

 ギラヴァンツ北九州の本城競技場での開催経費、実際問題分からない、聞いていないという

ことではありますが、僕ちょっと１点思ったことが、聞いていない、やり取りはあっていると

聞きましたが、これできない前提で話さないで、しようとする前提で話を進めてもらいたいと

思います。であれば、あそこは広いスペースとかがあるので、八幡西区の防災フェアとか、お

手洗いのことを言っておられましたので、防災用のトイレ車とかを置いて、防災フェアと抱き

合わせるといったらいけんですけど、何でもお金をかけない方法で、市民が来やすく、さらに

そこにサッカーの試合があるとかといったら来やすくなります。ボードがミクニスタジアムは

しっかり整備されているけど、本城競技場は点数とチーム名ぐらいしか入らないボードだった
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と僕は記憶しています。以前は手書きだったと思いますね。手で書いたらいいだけのことであ

って、そんなに手間でも、手間は手間かもしれませんけど、八幡高校の書道部の方とか、中央

高校やったですかね、いろいろ書道部の方とかがいらっしゃいますので、ペンキで書く、そん

な球技場で書く体験なんかできないと思いますので、どうかできる前提で、頑張ったけど、で

きなかったということであれば納得はしますが、そういうお話を進めていただいたら幸いだと

思います。 

 修学旅行は、僕が聞いたのは何校でしたかということを聞いたんですけど、そこをお願いし

ます。 

○主査（宮﨑吉輝君）インバウンド課長。 

○インバウンド課長 校数をお答えできなかったのが、今手元に校数の資料がございませんで

したので、後ほど回答させていただきます。 

○主査（宮﨑吉輝君）小宮委員。 

○委員（小宮良彦君）ありがとうございます。 

 校数は多分かなり3,000人ぐらいであれば少ない、10数校もしくは20校前後ぐらいだと思いま

す、宿泊していただいたのが。もちろん3,000人は北九州市内の宿泊施設に泊まっていただいた

という認識をしています。 

 少し僕考えたんですけど、であればこれ修学旅行、ギラヴァンツ北九州の試合、本城競技場

じゃなくてミクニスタジアムでやっています。Ｊ３の試合は平日のデーゲームもしくは月曜日

のナイトゲームとか、それに絡めて、アウエーチームの都市の学校に声をかけて、僕何度も行

くんですけど、アウエーチームはすっからかんなんですよね。何か新しい試みとかを考えてい

けばプラスになると思いますので、それはもうこの部局の中で話合いができると思いますので、

少しプラスな面で、もうこれ答弁は要りませんので、考えていただいたら幸いです。 

 最後に、藤井菜々子さんの件なんですけど、戸畑区、僕も前の勤務地が福柳木だったので、

僕は自宅が浅生で毎日通勤してて、きっとあの辺の福柳木のあの天籟寺の交差点の辺、いまだ

に北九州市立高校の生徒が走ったり、歩いたり、すごいしているので、多分何度かは擦れ違っ

ているなとずっと認識しているんですけど、今回も高校時代のピンクのユニホームを見た瞬間

に、ああ、市立高校やと思って、すごく喜びを感じた一人でもありました。いろいろ北九州市

立高校のＰＴＡとか学校関係者がお祝いの横断幕をつけたりするんであれでしょうけど、市と

もやり取りを御相談していただけるということでお願いします。もしあれだったらＪＲ鹿児島

本線のウェルとばたの車内から見える位置とかに飾っていただいたら、あそこは高速で走らな

いので、皆さんに見えるので、あの辺とかに期待します。 

 最後に、これ要望なんですけど、本会議で私は戸畑市民会館の大規模改修工事を言わせてい

ただきました。幸いにも、ここにいらっしゃるにぎわい担当理事は３月まで戸畑区長をされて、

最後は着物を着て傘を背中に担ぎ、あの大舞台で立派な演舞を見せていただいたのを昨日のよ
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うに思い出します。あの舞台も老朽化しているのは、多分上がられた理事も御存じだと思いま

すが、もうちょっと広げて、にぎわいがあるような舞台にしていただいて、コンサートとかい

ろんな面で使えたらいいなと思って、質問しました。 

 あの日の夕方、私は地元の方々ともうその足でお会いしています。しった激励が９割、激励

が１割でございました、これはもうお伝えしたいので、お伝えさせていただきます。応援の意

味を込めて、激励の言葉が大多数で、激励の言葉は23年間、戸畑の方たちが御苦労されて、よ

う言ってくれたというのが１割の方でした。あれ僕は人数換算を単純にしたら、大体23年で御

苦労なさった団体の人たちが１万人強います、戸畑区民の５分の１ぐらいです。それぐらいの

方たちがずっと思いを寄せて、ようやっと23年間本当に公的な場でお伝えできたことは、１割

の人たちだけが評価はしてくれましたが、あとの９割はしった激励を、これからもやれよみた

いなお言葉でしたので、今後も引き続き施設に関してはよろしく御相談をさせていただきたい

と思いますので、皆様よろしくお願いします。ということで、終わります。 

○主査（宮﨑吉輝君）以上で本日の議案審査を終わります。 

 明日は午前10時から子ども家庭局関係議案の審査を行います。 

 本日は、以上で閉会します。 
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                          副主査  宇 土 浩一郎  ○印  


